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序

本報告書は、周知の遺跡である嘉数トウンヤマ遺跡の包蔵地

内において、国有地管理処分に伴う土地売却計画が予定された

ことから、平成 16年度に宜野湾市教育委員会が実施した範囲

確認調査の成果をまとめたものであります。

嘉数地域は、嘉数高台公園等の整備事業のほか、昨今の宅地

開発等の市街地化が著しい中で、いまなお碁盤目状の集落形態を

呈しており、旧来の面影を残した数少ない地域であります。

また、集落の北側には嘉数高台として名高いウィーヌヤマがあり、

さらに北麓には比屋良川が流れ、県指定有形文化財「小禄墓」を

主として、流域沿いには断崖を利用した古墓群が連なっており、

その他にも拝所や石獅子、湧泉等が確認されております。嘉数

トウンヤマ遺跡の後背にも、トウン傭徽之殿）とジトゥーヒヌカン

（地頭火の神）と称される祠が配置されており、これらが地域の

財産として大切に継承されております。

今回の範囲確認調査により、掘立柱建物跡や倉庫跡と思われる

多数の柱穴群や中世（グスク時代）の畑跡として検討されている

小穴群のほか、嘉数村のI日道と思われる礫敷遺構も確認されて

います。また、輸入陶磁器やグスク士器等の中世陶磁器や近世

から近代にかけての本士産や沖縄産の陶磁器等が数多く出士し

ており、これらの調査成果からは、中世から近世を経て、

近代へと連綿と営まれてきた往時の嘉数村の様相について窺い知

ることができると言えます。

今回の調査成果が、広く市民の歴史的教材ないしは文化財の

保護・活用資料として生かされ、歴史学等の学術資料として御

検討いただければ幸いに存じます。

末尾になりましたが、多大な御指導を賜りました文化庁文化

財部と沖縄県教育庁文化課、並びに貴重な御指導・御助言を賜

りました市文化財保護審議会の先生方と嘉数区自治会、その他

関係各位に対しまして心から感謝申し上げます。

2008 (平成20)年3月

沖縄県宜野湾市教育委員会

教育長普天間朝光
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例ロ

1. 本報告書は、国有地管理処分に伴う土地売却計画に先立ち、宜野湾市教育委員会が国・県の補助を受け

て、平成 16年度に実施した、嘉数トゥンヤマ遺跡の範囲確認調査の成果を収録したものである。

2. 現地調査の実施にあたっては、内閣府沖縄総合事務局ー財務部統括国有財産管理官の協力を得た。

3. 発掘調査並びに本文中における遺跡の基準方位は、国上座標系（旧座標系）第)(V座標系の座標北を用い、

層位・遺構は海抜高（ガ隅月）を基準とした高さである。

4. 本書に掲載した地図は、基本的に宜野湾市都市計画課発行の都市計画図 (1: 2, 500)を使用しており、

他の情報図については、宜野湾市教育委員会が管理・連営している GISデータを使用している。

5. 本書で使用した層名は、農林水産省水産技術会議事務局監修の『新版標準士色帖J]に準じた。

6. 出土遺物のうち、石材・石製品の石質同定は宜野湾市教育委員会文化財保護審議員の大城逸郎氏、貝類

の同定は北谷町教育委員会の島袋春美氏、グスク土器の胎土分析前びに鍛冶関連遺物の分析はパリノ・サー

ヴェイ株式会社に依頼した。なお、石材・石製品、貝類については現在整理中の記録保存調査報告書にて

報告することとする。

7. 本書の執筆は、城間 肇・上田圭ー・矢作健一・橋本真紀夫があたり、執筆分担は下記する一覧に

記してある。なお、本書の編集は杉村千重美・原田 円の協力を得て城間肇が行った。

城間肇（宜野湾市教育委員会文化課文化財保護係主事）

第I章、第11章、第11I章、第W章、第v章
上田圭ー・矢作健一・橋本真紀夫 （パリノ・サーヴェイ株式会社）

第N章

8. 本報告書に掲載された遺構・出土遺物の撮影は城間肇が行った。

9. 現地調査・資料整理にて得られた遺物・実測図・写真・デジタルデータ等の各種調査記録は、すべて

宜野湾市教育委員会文化課にて保管している。
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第I章調査に至る経緯

第1節調査に至る経緯

嘉数トウンヤマ遺跡は、『士に埋もれた宜野湾』 (1989年）・『宜野湾市文化財情報図』 (2002年）等にて報告

がなされている「周知の遺跡」である。同遺跡が所在する嘉数地域は、比屋良川護岸整備、嘉数高台公園、比

屋良川流域公園整備等の各種開発事業のほか、戦後の外人住宅建設や昨今の宅地開発等の市街地化によって旧

来の姿を失いつつあり、同遺跡についても遺跡の性格を把握するための詳細な確認調査が必要とされていた。

嘉数トゥンヤマ遺跡の国有地管理処分に伴う保護調整

嘉数トウンヤマ遺跡の包蔵地一帯については、市文化課において定期的に文化財パトロールを実施して

いる地域で、調査対象となった地所については、同遺跡包蔵地内の当該地所において、国有地管理処分に伴

う上地売却の公告看板が設岡されているのを確認したため、同遺跡の保護を含めた今後の取り扱いについて

の調整が急務となり、内閣府沖縄総合事務局財務部に対して、その詳細についての確認作業を行った。

その後、文化財保護法に基づく文化財の取り扱い及び埋蔵文化財調査の必要性について説明を行い、当

該地所が国有地としての管理地であるという性格から、法定された所定の手続き等を経た上での試掘・確認

調査の事前実施についての理解を得て、国有地管理処分に伴う競売計画の延期を要請した。

範囲確認調査の実施

調整経緯としては、内閣府沖縄総合事務局との調整後に県教育庁文化課に対して報告し、開発調整用資

料の取得を目的として、文化庁国庫補助事業による試掘・確認調査の実施について承諾を得た。その後、当

該管理地の地権者である内閣府沖縄総合事務局より、平成 16年7月6日付で調査承諾書を添えて、市教育

委員会宛に管理処分予定地の試掘・確認調査の依頼がなされ、文化財保護法第58条の2第 1項（当時）に

より、平成 16年7月30日付、宜教文第 110号文書にて発掘調査通知を提出し、試掘・確認調査の実施に

向けた手続きを終了した。

以上により、市教育委員会は文化財保護担当職員と文化財保護指導嘱託員並びに発掘作業員を充てて、平

成 16年8月9日より試掘・確認調査に着手した。調査の対象となったのは、宜野湾市嘉数一丁目 235番で、

鴫の詳細な性格や範囲を把握するための確認調査を実施した。また、これに平行して調査区西側の耕作地

においても、地権者と小作者の理解を得て試掘調査を実施し、最終的には、同年 11月5日の埋め戻し及び

原状回復措憤をもって試掘・確認調査を終了した。調査の結果、管理処分の対象となった国有地全域に埋蔵

文化財が包蔵されていることが確認されたほか、調査区西側の耕作地についても同等の埋蔵文化財包蔵地で

あることが確認された。これにより、同年 11月9日付け宜教文第 110号文書にて、宜野湾警察署長宛に

疇文化財発見届を提出したほか、県教育庁文化課には埋蔵文化財保管証をそれぞれ提出した。その後、沖

縄県教育委員会よる埋蔵文化財認定通知があった旨の事務連絡が宜野湾警察署長より、平成 17年1月20

日付け文書にて宜野湾市教育委員会宛に提出され、同年3月31日に県教育庁文化課宛に発掘調査終了報告

を提出している。なお、地権者である内閣府沖縄総合事務局長への完了報告については、不動産鑑定評価に

係る個別的要因の留意事項である「埋蔵文化財の有無及びその状態について」に関する調査履歴と成果を整

理した上で、同年7月26日付、宜教文第 142号文書にて完了報告書を提出しており、これにより、今回

の試掘・確認調杏及びそれに伴う事務手続きを終了している。
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第2節 調査体制

嘉数トウンヤマ遺跡包蔵地内の国有地管理処分に伴う土地売却計画に係る範囲発掘調査については、平成

16 年度に実施し、資料整理及び報告書作成に係る整理業務は平成 18~19 年度に実施した。なお、調査体

制については下記のとおりである。
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事

教
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業

育

業
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次

事

業
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資料骸理作業員

沖縄県宜野湾市教育委員会

教育長

” 
教育部

” 

” 
文化課

,' 9
9

,

'

 

I

I

I

I

I

,

'

 

9

,

'

 

9

9

,

'

 

,' 

教育部長

” 

” 

” 
課長

文化財保護係長

” 

” 

” 
文化財保護係主事
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肇（平成 16~19 年度）

I

I
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臨時職員

西銘五月（平成 16~19 年度）
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城間 肇（平成 16~19 年度）
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徳里末子、宝城文子、照屋充、仲松光子

新田政江、仲村幸子、比嘉ムツ子、宮城常正

宮城春義

（平成 16年度）
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伊藤 圭（平成 19年度）

宮城初枝（平成 19年度）

杉村千重美（平成 19年度）

池田一美、伊佐祐姫、翁長和佳子、喜名ひとみ

古謝和美、杉村千重美、田盛謹代、新田政江

円、比嘉ムツ子、平川邦子、真志喜正枝原田

宮里みどり、山田葉月

（平成 18~19 年度）
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委託業務 画像解析業務等

自然科学分析調査

発掘労務作業

財団法人京都市埋蔵文化財研究所

パリノ・サーヴェイ株式会社

社団法人宜野湾市シルバー人材センター

調査指導及び調査協力（職名等は当時）

調査指導及び協力者として以下の方々に指導・協力を仰いだ。
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嘉数区在（地権者）
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,' ,' 

琉球大学法文学部

主任文化財調査官
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専門員

,' ,' 

嘉数区自治会長

” 

会長
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第3節調査経過

発掘調査の経過

嘉数トウンヤマ遺跡包蔵地内の国有地管理処分に伴

う士地売却計画に係る範囲発掘調査については、嘉数

区自治会に対して事前の協力依頼を行い、地籍上の境界

確認や安全対策等の環境整備を実施した上で調査区のグ

リッド設定を行っており、実質的な現地調査を平成 16

年8月9日より着手した。

今回の調査は、市文化課文化財保護担当職員l人・文

但材保護指導属託員1名・発掘作業員8人・発掘労務作

業員（市シルバー人材センター会員） 6人の計16人で

実施し、調査範囲は面積にして883rrl であった。

調査区設定については、トウン償嬰立殿）と称され

る嘉数集落の拝所から南方向の軸線を基軸とし、それに

直翠る形で麟に任意の作麟を設けてグリッド認ヒ

を完了しており、これに珪づいて調査区内にて散見され

る遺物の表而採集を行った。

調査は基軸となる 15ライン西側の各グリッドの表土

を重機にて除去し、一部については購盤層である石灰岩

まで掘り下げて基加内層序の確認を行ったところ、旧耕

作上と思われる堆積上とピット群が検出されたため、作

業員による掘り下げを行い、下層の堆精状況確認と遺構

面検出作業を行った。これにより、調査グリッド全面に

て旧耕作士が確認されたほか、国有地化以前の開発行為

で、一部は遺構面まで大規模に撹乱されていることが確

認された。

耕作上や一部の撹乱上を除去後に検出された各遺構につ

いては、グスク時代（中世）が想定される柱穴や小穴・

士坑等が多数検出されたほか、近世から近代の嘉数村の

旧道と思われる溝状礫敷遺構が検出されており、これら

の多くについては、国有地管理処分後に予想される本発

掘調杏にて詳細を把握することとし、国有地化以前の開

発行為による重機撹乱の士坑競面に確認された柱穴・士

疇と前述の諏躙譴構を調査した。これらの確認さ

れた各遺構の検出状況や断面図等の記録作業の後、自然

科学分析調査用の各種サンプルを採取して、調査区内の

原状回復を行い、平成 16年 11月5日には、調査に係

る全ての作業を終了した。 図版 l 調査経過1
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第1I章遺跡の位置と環境

第1節遺跡の位置と環境

宜野湾市の位置と環境

宜野湾市は、沖縄本島中部西海岸にあって東シナ海に面し、周辺には北谷町・北中城村・中城村・西原町・

浦添市が隣接する。那覇市からは北に 12.4km離れた地点に位置し、市域には国道58号線、 330号線等の

主要幹線が、普天間飛行場基地の外縁部に廻っている。さらに、沖縄自動車道北中城IC・西原ICへのアク

セス道路として、県道宜野湾北中城線や34号線などの県内主要幹線道路も展開し、本島中南部と北部地域

を結ぶ要所となっている。

総面積は 19.37krrlで、略東西6.1km、略南東5.2kmの略長方形を呈す。市域北側にキャンプ瑞慶覧、巾

央に普天間飛行場基地が占拠し、市民居住区域は普天間飛行場基地の外縁部に展開するドーナツ状をなす。

地目比率は、米軍基地が33.3%、民間地の宅地36.3%、田畑8.5%、原野2.1%、その他 19.8%となってい

る (1992現在）。

地形は、ひな壇状の4つの段丘面を形成し、海岸沿いの沖積低地、内陸側の3つの段丘而は大半が琉球石

灰岩層で成り立つ。琉球石灰岩層の段丘縁には洞穴と湧泉が点在し、本市の自然及び人文的景観の特徴と

なっている。また、中城と接する範囲では、クチャと称される泥岩の島尻層群が見られる。海抜高度の最麻

位は、巾城村・西原町•本市の 3市町村界にあたるサンカホージリと称する 146mの地点である。河川は

浦添市と西原町の境に比屋良川、北谷町・北中城村・中城村との境に普天間川が流れている。気候は亜熱帯

性で、年間平均気温は 22.4℃と温暖である。雨量は春から夏が多く、夏から秋は台風が多い。年間降水量は

1800~2500 mm程である。

@ 
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第 1図宜野湾市の位岡図
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前身の「宜野湾間切」は、 1671年に浦添・中城・北谷の三間切から 13村を割き、新たに 1つの村

を設けて、 14村で新設された。 1649年編纂『絵図郷村帳』には、宜野湾間切新設以降の‘‘村名”とし

て、浦添間切に「かよく・宜湾・かミ山・加数・志ゃな・大志ゃな・内ミな・喜友名• あら城・いさ」、

巾城間切に「前ふてま・寺ふてま」、北谷間切に「あきな」がある。先の三間切から割かれた‘‘村"が

それらの‘‘村々 ＂に相当し、「真志喜」村が新たな‘‘村"に相当する。

1908年（明治41)「沖縄県及島惧町村制」の施行により、従来の間切は町・村に、村は字に改められた、

宜野湾間切は宜野湾村となる。宜野湾村の戸数は 2,401戸、人口は 11,184人を数え、 1939年（昭和

14)には、志真志・長田・愛知・赤道・中原・上原・真栄原の7つの屋取集落が新たな‘‘字”として設

置され、 1943年（昭和 18)には真栄原から佐真下が分離して新たな‘‘字"が設閥された。今次大戦を経て、

1955年段階で 18,469人の人口も 1960年3月には3万人を越え、 1962年7月1日に宜野湾市に昇格し、

1964年2月には戦後の混乱期の産物である対人的行政区を、地域を明確にした 20の行政区に分割統

合している。

市制施行後も市域の市街化傾向は急激をきわめ、嘉数ハイツ・大謝名団地・上大謝名区の自治会が新

設されるにおよび、宜野湾市は都合23自治会20行政区によって編成されるようになった。さらに，「那

覇広域都市計画圏」において軍用地を除く市全域が市街化区域に指定されることとなった。これに併せ

て、西海岸の公有水面埋め立てに伴うコンベンションセンター・市営球場などの公共施設の整備により、

宜野湾市は新しい市街地として発達している状況にある。宜野湾市の総世帯数は、 2006年4月現在、

36,021世帯，人口は 89,532人となっている状況で年々増加傾向にあると言える。現在、宜野湾市は

将来の都市像“ねたてのぎのわん”の実現に向けて、経済の自立＝コンベンション・リゾート都市の形成、

生活・居住の自立＝ハイアメニティ都市の形成、文化の自立＝国際学園文化都市の形成を柱とする諸公

共事業が推進されている。

第2節 自然的環境

宜野湾市の地形は、 4つの海岸段丘からなる。第 1面は、比屋良川河口右岸から宇地泊・大山・伊佐

に連なる標高 3~30 m (低位段丘下位面）の海岸低地で、第2面は、海岸低地から崖や急斜面となっ

て比高 s~10m程上方になる大山・真志喜・宇地泊・伊佐一帯で、標高 30~40 m (低位段丘上位面）

の石灰岩段丘をなす。第 3 面は、キャンプ瑞慶覧から普天間飛行場基地へと延びる標高 50~90 m (中

位段丘下位面）の石灰岩段丘で、普天間飛行場基地の滑走路建設の際に大部分が改変されたが、 1950

年米軍作成地形図では、標高60~80mの地形が 500mの幅で続いている。第 4 面は、標高 90m以上（巾

位段丘上位面）の高位憧で、野嵩のヒージャーバンタ～沖縄国際大以東に残存し、代表的なのは赤道か

ら宜野湾の緑地帯である。石灰岩段丘縁辺部には、洞穴・湧泉が発達し、洞穴は第3段丘や第4段丘の

周縁に点在、湧泉は第2段丘や第4段丘の麓部に多い。

地質は、泥岩（クチャ）の島尻層群と、不整合に覆う琉球石灰岩層、海岸低地の沖積層で形成される。島

疇群は、標高 so~120mの位置の丘陵地に発達しており、その上層には肥沃なジャーガルが被さっている。

琉球石灰岩層は、第3面以下に発達する。石灰岩層上部にはマージが堆積し、島尻層群と石灰岩層の境界一

帯は、地質・地形の湾入・起伏が著しく、シマシガーやシリガーラなどの小河川によりブロックが分かれる。

嘉数トウンヤマ遺跡は、ウィーヌヤマと称される石灰岩堤からなる丘陵とウチグスクと称される円錐

カルストからなる小丘陵との間にあり、標高 62~75m の緩斜面状の小丘陵に位置する。
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第3節歴史的環境

沖縄諸島に人類が住み着いたのは現在から約3万年前とされ、宜野湾市では大山洞穴から「大山洞人」と

称される 20歳前後の男性の下顎骨片が発見されている。このほかにも、普天満宮洞穴遺跡等においてリュ

ウキュウムカシキョンやムカシキョン等の化石動物が発見されている。

現在から 6,000~7,000 年前より、沖縄諸島に上器や石器などの技術を用いた生活文化が登場する。こ

の文化は、沖縄固有の独自性が強いことから、九州や本州の縄文・弥生等の時代区分とは別に沖縄貝塚時代

と称され、同時代は遺跡の立地・出土遺物等の違いから早期・前期・後期に大別されている。前期は、沖縄

諸島域に当時の士器形式が広く分布することから、定着的な集団が各地域に形成される時期と考えられ、中

期は、拠点的な大規模集落が平地帯に展開し、小規模追跡が周縁に点在する。後期は、海岸低地の砂地にも居

住域が拡散し、その規模も一律的に大きくなっていくようである。

12~15 世紀に及ぶグスク時代は、農耕を基礎とする社会が形成•発達した時期である。農耕の基盤で

ある上地•その生産を支える道具の入手や製作・同時期に展開された日本や巾国•朝鮮・東アジア地域との

交易などを通して各地域の集団は共同化し、その巾から‘‘按司"と称される在地支配者層が出現する。按司

を中心とした各地域の集団は、互いの在地の権益を守り、且つ、それを拡大させるために相互に抗争を繰り

返しながら淘汰していき、 14 世紀頃には中山• 山北・山南の3つの勢力が拮抗するようになる。市域のグ

スク時代の遺跡は、迫地や河川流域の谷底低地を控える平地・丘陵斜面・段丘縁の高所に立地しており、市

域の伝統的集落である近世の“村"の形態がこの時期に端緒が求められる。

グスク時代以降は、第一尚氏、第二尚氏王統による中央集権的古代国家の確立、 1609年の薩摩藩島津氏

の侵攻等、幾通りかの過程を経て近世碁盤型集落へと変化させ市域の伝統的村落や 18世紀以降の屋取集落

が形成されていく。

近代以降は、 1872年に琉球藩、 1879年には沖縄県の設憤が強行され、 1881年（明治 14)6月には沖縄

県庁の中部支所として中頭郡役所が普天間に移設された。併せて中頭郡教育事務所、中頭郡組合農事試験場

などの官公署が設置され、市域は本島中部地域の政治・経済・教育の中心となる。 1902年（明治35)には

首里から普天間に至る普天間街道、 1922年（大正 11)には県営鉄道嘉手納線（軽便鉄道）が開通し、利便

性は一層裔まりをみせた。 1908年（明治41)の「沖縄県及び島嶼町村制」の施行により間切は町・村に、

村は字に改められ宜野湾村となる。また、屋取人口の社会的増加等もあり、新たな字が分離・新設された。

先きの大戦により本市域も壊滅的な打撃を被り、戦後の軍用地接収と度重なる拮地造成によって市域の景

観は大きく変貌した。他地域に比べ、僅かに焼失を免れた野嵩地区が市域住民をはじめ以南の戦闘地域住民

の収用所となった。 1946年9月以降、帰住が許可され、社会基盤の復活が果たされると米軍基地関連産業

の活況により市域の人口も急増した。 1962年7月1日には市に昇格し、 1964年2月には対人的行政区の

地域を明確にした20行政区に分割統合された。

①沖縄貝塚時代前期～中期の遺跡分布 ④グスク時代の遺跡分布

地膨分類図凡例 図崖 芯嘉眉〗や段丘崖璽虐誓段丘中国喜誓岩段丘下因？賛悶贔谷口悔底低地目i石灰岩堤〇ドリーネやウバーレ r贔底岱 b覧琵嘉悶贔〇ドリーネ泉＇目埋立苅

゜※調査事例の増加に伴い、遺跡変遷図の再考が必要である。 I , I , I 
1km 

第2図宜野湾市遺跡変遷図
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第4節嘉数地域の位置と環境

嘉数地域の概況

嘉数地域は、方言で「カカジ」と称されており、近世の首里王府によって編纂された『おもろさうし』巻

十五には、「かかずもりぐすく」と聖地ウィーヌヤマの歌謡が見られることでも知られている地域である。

嘉数集落の北側には大謝名、北東側には真栄原•佐真下、西側から南東側にかけて浦添市に隣接しており、

旧嘉数村の頃の小字には伊礼原・内城原・後原・嘉数原•前原・東原・東門原・仲嘉原・比屋田原・上栄茶

原・水玉屋原・西原があったが、昭和 14年の村行政区画設置に基づき、西原が佐真下に、仲嘉原・比屋田原・

上栄茶原・水玉屋原が真栄原に分離されている。旧集落は嘉数原にあり、旧来の碁盤目型集落の面影を残し

た数少ない集落である。集落の後方にはウィーヌヤマ（嘉数高台）があり、その北麓を比屋良川が流れ、東

側のウシヌクス坂から浦添当山に至る道路は、旧並松街道であった。

嘉数地域に残る伝承によると、小字後原と同内城原

に集落があり、その2つの集団が嘉数原に移動合併し

て1日嘉数村を形成したとされ、慶長検地時には既に「賀

数」（浦添間切）は存在していたとされている。現在

の嘉数集落の大半は伊礼原・内城原・嘉数原に集在し

ており、 1979年（昭和54)には伊礼原を中心とした

新興住宅地に嘉数ハイツ自治会が設骰されている。

戦前までの嘉数は、ほとんどが純農業集落で家畜も

盛んであった。畑作は甘藷が主で、ミーゾーキ（箕）

等の竹細工も盛んで、嘉数ソーキとしても有名であった。 図版2 戦前の旧嘉数村（昭和20年米軍撮影）

ヽ

散

村

全

,. 

第3図 宜野湾間切嘉数村全圃（明治36年）一部加筆
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嘉数トウンヤマ遺跡と周辺遺跡

嘉数地域にて確認されている遺跡には、テラガマ洞穴遺跡・前原遺跡・内城原遺跡・内城原第二遺跡・

内城原洞穴遺跡・内城原遺物散布地・後原遺物散布地・ウィーグスク遺跡・トウンヤマ遺跡・ウチグス

ク遺跡・ミーガー遺跡・ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡・トーバルヌヤマ祭祀遺跡・比屋良川流域古墓群・

後原古墓群・内城原占墓群・後原石畳道・シュイワタンジ古道・嘉数91高地戦跡の 19遺跡が確認さ

れており、これらの遺跡の時代や時期・立地・内容・現況・保存状況等の詳細については、第4図及び

下記する一覧（第 1表）を参照されたい。

周辺遺跡としては、昭和 14年の村行政区画設置以前の旧嘉数村の小字であった上栄茶原（現真栄原）

のアガリイサガマ洞穴遺跡・比屋川橋、水玉屋原（現真栄原）や比屋田原（現真栄原・我如古に分割）

のナガサクガマ遺物散布地がある。周辺地域の遺跡としては、大謝名前原第一•第二遺物散布地のほか、

大謝名黄金森グスク遺跡・大謝名カンジャーガマ岩陰遺跡がある。

第1表嘉数地域の埋蔵文化財包蔵地一覧
大 骨時角代器 早

沖縄貝塚時代
ログ峙匹ス代タ珠 塁此 芯 （右上数値立は椋；；地、巣位：m) 字

遺 跡 名 期 前期 中期 後後知半 後後期半
内容説明 税況 保存状況

223 テラガマ泥穴消跡 てらがまどうけついせき ？ ？ ◎ " ？ ＋◎  •2 ◎ •2 中位段丘下位面の4灰岩丘、洞穴" *1 石器製作跡？、 *2祭祀場跡 拝所 良好

224 前原遺跡 め一ばるいせき ＋＊ 中位段斤下位面の石灰岩巳洞穴73-80 ＊付格小明 原野、田道 不明

225 内城原遺跡 うちぐすくばるいせき +. 中位段丘下位面の丘陵糾面6-21 ・性格不明 原野、宅地 不明

226 内城原第二選跡 うちぐすくばるだいにいせき ＋ ◎・ ◎*  中位段丘下位而の平坦地町 •生産遺跡 原野 良好

227 内城涼況穴溢跡 うちぐすくばるどうけついせき +. 中位段丘卜位面の段丘崖，洵穴10 ・地点貝塚形成 宅地 不ぼ］

228 内城原遺物散布地 うちぐすくばるいぷつさんぷち 7• 中位段丘下位面の活断層1,1'HS ・遺物散布地 宅地 不頃

229 後原遺物散布地 くしばるいぶつさんぷち ヮ． 
中位段丘下位面の活断層崖'° ・遺物散布地 宅地 不明

230 ウィーグスク遺跡 うい一ぐすくいせき +' 
., 
+" 中位段丘下位面の石灰岩斤,,_,, >t<l 城館跡？、 *2祭祀場跡 公国拝所 改変

231 トゥンヤマ追跡 とうんやまいせき ◎ ◎ ＋＊ 中位段丘下位面の石灰岩丘斜面62-75 ＊祭祀場跡 拝所、原野 良好

塁232 ウチグスク選跡 うちぐすくいせき ＋＊ 中位没丘下位面の石灰岩丘oo~,a ・性格不明 原野、私寸病院 不脊

233 ミーガー古湧泉 みーが一こうゆうせん ．． ◎・ 中位段丘卜位面の石灰岩丘斜面58 •井来跡、祭祀お跡 洞穴、原野 残存

234 ジトゥービヌカン祭祀遺跡 じとう一ひぬかんさいしいせき ＊ 中位段丘下位面の石灰岩丘斜面71 ＊祭9已場跡 拝所、原野 改変

235 ドーバルヌヤマ祭祀造跡 と一ばるぬやまさいしいせき
． 
＊ 中位段丘下位面の平坦地57 ＊祭祀場跡 宅地、拝所 改変

236 比屋良川流域占墓群 びやーが一らりゅういきこぽぐん ◎*  ◎・ 中位段丘下位面の活断層出12-61 ．墓地 息地、原野 良好

237 後原古墓群 くしばるこぼぐん ◎・ ◎・ 中位段丘下位面の石灰岩丘51-82 ．墓地 墓地 良好

238 内城原古墓群 うちぐすく1まるこぼぐん ◎*  ◎・ 中位段丘下位面の4灰岩丘41-73 ＊慈地 慈地 良好

239 後原石畳道 くしばるいしだたみみち .. ◎*  中位段丘下位面の石灰岩丘53-6( ・伝宿道跡、石畳道 早道 残存

240 シュイワタンジ古道 しゅいわたんじこどう .. ◎・ 中位段丘下位面、同の丘陵斜面56-66 ・伝宿道跡、仁竺道 里道 残存

241 嘉 91高地戦跡 かかずきゅうじゅういちこうちせんせき ◎・ 中杓没丘下位面の石灰岩丘,a-a, ・戦牛選跡 公図 残存

第4図嘉数周辺地域の遺跡情報図 1
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第2表嘉数周辺地域の遺跡

大字 遺跡名 大字 遺跡名 大字 遺跡名

204 軍花原遺跡 218 軍花原古墓群 231 トゥンヤマ遺跡

205 久永地原直物散布地 219 久永地原第一古墓群
232 ウチグスク遵跡

206 軍花原第二追跡
大謝名 220 久永地原第二古募群

233 ミーガー古湧泉

207 大謝名洵穴迫跡
東原古茎群

234 ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡
221 

208 前原第一退物散布地 235 トーバルヌヤマ祭祀遺跡
222 カンジャーガマ岩陰遺跡

209 前原第二遺物散布地（旧称比屋良JI[沿い①地点） 嘉数 236 比屋良川流域古塞群
223 テラガマ洞穴遺跡

210 港田原遺物散布地 237 後原古募群

大謝名 224 前原遺跡
211 黄金森グスク選跡 238 内城原古墓群

225 内城原遺跡
212 大謝名原古瓦散布地 239 後原石畳道

226 内城原第二遺跡
213 ヤマトゥガー古湧泉 嘉数 240 シュイワタンジ古道

214 クシヌカー古湧泉
227 内城原洞穴遺跡

241 嘉数91高地戦跡

215 ウィーヌヤマ祭祀遺跡
228 内城原遺物散布地（旧称比屋良JII沿い②地点） 242 アガリイサガマ洵穴遺跡（旧称新町洞穴遺跡）

後原遺物散布地（旧称比屋良）II沿い③地点）
真栄原

216 ウカマ祭祀遺跡 229 243 比屋良川橋

217 ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡 230 ウィーグスク遺跡(I日称嘉数遺跡） 佐真下 244 ナガサクガマ追物散布地

゜
』

1km 

第5図嘉数周辺地域の遺跡情報図2
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第III章発掘調査の成果

第1節調査区の設定と層序

1 . 調査区の設定

調査区の設定については、トウン（嘉

数之殿）と称される嘉数集落の拝所か

ら、南方向の軸線を基軸としてアルファ

ベット数字を、それに直交する形で東

西に算用数字をSm毎に付して任意の

作業軸を設定した後に、北東隅の交点

に各グリッド番号をL-15・M-15のよう

に指示している。さらに、地籍併合図

や登記簿図面等をもとに境界測量を行

い、隣接する住宅塀や市道・里道等と

の境界を把握し、その損壊防止に努め

たほか、 GPS測量を導入して調査区内

の基準点測量と水準点観測も併せて実
第6図発掘調査地区位置図 (S=l/5000) 

施することで、国土座標系 Cl日座標第

XV座標系）の座標地を確認し、調査範

0
0
9
8
N
I
I
A
 

0
 0
9
E
l
=
A
 

o
o
u
c
N
I
I
A
 

0
0
 
8
£
l
=
A
 

0
 0
6
E
l
 11
A
 

X=28400 

0 _...._""j; 
100m 一

囲並びに位置を確定した。また、西側隣

地の畑地についても、地権者並びに士地

使用者より試掘調査の実施についての許

可を得たことから、試掘調査実施に向け

た簡易な地形測量を実施した。

なお、今回の調査は、嘉数トウンヤマ

遺跡包蔵地内の国有地管理処分が予定

される地所の範囲確認調査であったこと

から、当該遺跡の範囲や時期・時代等

の性格を把握することが目的とされたた

め、基軸となる 15ラインを中心として

西側の L-14~N-14 グリッドと L-15~

0-15のみを発掘調査の対象とし、残り 21112121 

については競売後に予想される本発掘調

い●12/2) 

94~2121/@ 
.... 泣 I

Y=23700 
X=28300 

... 

10 

査に委ねることとした。
ぼ
~

21312121 

＼ 

第7図 グリッド設定図 (S=l/1000) 

30m 
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2 基本的層序

今回の嘉数トウンヤマ遺跡における範囲確認調査では、石灰岩基盤層を含めて基本的に9枚の層序が確認でき

ている 009図参照）。前述のとおり、バックホーにて表士を除去したところ、調査グリッド全面にて旧耕作士

が確認されたほか、国有地化以前の開発行為で、一部は遺構面まで大規模に撹乱されていることが確認されてお

り、僅かに遺構を覆上する堆積層が残存する状況であった。また、検出された各遺構は、地山であるマージを検

出面としており、下位の状況としては、普天間飛行場基地内において設定されている基本層序のV層（マージ）

～躙（石灰岩基盤層）が把握されており、平成 13年度以降、継続的に調査する普天間飛行場基地内の層序観

が基地外においても確認された初の事例となっている。以下に、今回の調査にて確認された嘉数トウンヤマ遺跡

の基本的層序について記す。あわせて西側畑地にて実施した試掘調査の層序観についても記することとする。

＜範囲確認調査区＞

I a層腐植士壌。暗褐色混礫士層で、改変後の客士上層が腐食士壌化した層。 7.5YR4/1

I b層客士層。茶褐色混礫士層でコンクリ片・ゴミ等の現代遺物が散見される。 7.5YR4/1・10YR4/2

II a層 l日耕作士層①。畑としての終期か。灰褐色土層でle叫軋迂の石灰岩礫のほか、焼士や炭化物も含ん

でいる。基本的に耕作上層であることから、粒形は小さい。 2.5YR 4/1・10 YR 3/1~4/1 

II b層 旧耕作上層②。 IIa層以前の耕作上。暗灰褐色混礫土層で、 1cm程度の石灰岩礫のほか、粒形の小

さい焼士を多量に含んでいる。 IIa~b層のいずれも耕作土層であることから、混入物の粒形は攪

拌されたことに由来する団粒化を呈している。 2.5YR 4/1・10 YR 4/1~5/2 

L-14~15 グリッドや M-15 グリッドにて検出された溝伏礫骰獣情①及び②の敷地造園晋または

覆土層。上位層であるIIa~b層とは明らかに様相が異なり、黒褐色土で混入物が非常に少ない。

溝礫敷

避

7.5YR4/1 

v層明褐色の粘士質シルト（普天間飛行場基地基本層序）。 13 14 

VI 層鈍い明黄褐色で上方細粒化する砂質シルト（同上）。

VII 層 暗褐色の粘土質シルト。旧層に沿うように堆積（同上）。

Vl11 層黄灰白色を呈する琉球石灰岩を構成する石灰岩（同上）。

且~JI」
M 

906 

z
 

゜

p
 

0 3m 一第8図調査区設定状況 (S=l/1000) (S=l/200) 
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く西側畑地試掘調査区 基本的層序＞

範囲確認調査区の西側には小作農の行われている農地があり、葉菜や豆類等の畑作が営まれているが、地

権者と小作者の御理解と御協力をいただき、農閑期の時期に試掘調査を実施した。当該地の地形条件は南西

方向への緩斜面をなすことから、西側畑地の前面において南西方向に軸を持つ試掘坑を8箇所設定した。こ

れらの試掘坑には、 1~s の TPNo.を付して記録している。いずれの試掘坑についても耕作に伴う撹乱が認

められており、プライマリーな遺物包含層等は確認されていない。なお、試掘調査を実施する以前に、地表

面に散見される遺物の表面採集を行っている。以下に、各試掘坑の共通層序の概要を記す。

1層 耕作上層。試掘調査時点での耕作而。暗褐色混礫土層で焼上粒・炭化物粒僅かに含む。

2層 耕作上層。耕作機の攪拌により形成された 1層以前の耕作上層。茶褐色混礫上層で、 1層に比

して焼上粒を多く含む。炭化物粒はあまり見られない。

3層 耕作士層。 2層以前の耕作士層で耕作機により攪拌されている。やや粘質の暗褐色混礫士層で、

焼土粒・炭化物粒•石灰岩小礫を多く含んでいる。

4層 耕作上層。遺構検出面であるマージ上層を大きく巻き上げる状態で攪拌された層。橙褐色混礫

士層で、 マージ塊や大きめなマージ粒を含んでいるほか、焼士粒や石灰岩小礫を含む。初期

の作土化の痕跡が顕著である。

5層 地山面。いわゆるマージで、普天間飛行場基地の基本層序である v~vrr層に対応する層である。

6層 基盤層である琉球石灰岩。普天間飛行場基地の基本層序であるVlll層に対応する層である。

．ヽ 
，. -. , .. 
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図版3 西側畑地試掘坑堆積状況
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ピット 2
1層 暗茶褐色土（シルト質）
焼土粒・炭化物・マージ粒を含む

2層茶褐色土（シルト質）
混入物なし

3層淡茶褐色土（粘質）
マージ塊・茶褐色土の攪拌

ピット 2

ピット 1

'I□□S 

ピット 1
1層 暗茶褐色土（シルト質）
混入物なし

マンガン変 ピット 1

0 1m 一（ピット1・2断面のみS01/70)
゜

2m 

第 10 図西側畑地 TP 断面•平面 (S=l/80)
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第2節遺構

これまでにも述べてきたように、表土除去後に調査グリッド全面において1B耕作上層が確認されたほか、国

有地化以前の開発行為によって、一部は遺構面まで大規模に撹乱されているのが確認されており、そのことを

示すバックホーによる撹乱土坑が無数に存在する状況であった。言うまでもなくプライマリーな遺物包含層に

ついても、今回の調査においては確認することができなかったことから、当初より、調査区内の遺構の保存状

況は芳しくないことが予想されていた。しかしながら、予想に反して今回の範囲確認調査では、住居跡や倉庫

跡等の掘立柱建物跡が想定される多くの 13 14 15 

:、ツ：二；；：二ごな:::IR r~~,,, -r11□□誓――」L
についても複数例が認められ、建物の平

而的プランについても検討が可能な状況 11 11 .. 層- lk 
溝状遺槙①

であった。その他にも、規則的に列状を

なすピット群が検出されており、当該遺

構は昨今の発掘調杏の事例からグスク時

代の畑跡が考慮されている。また、グス

ク士器複数個休が一括して検出された士

坑も確認されており、周辺のピットから

は接合資料も検出されていて特徴的であ

ると言える。これらは、いずれもグスク

時代（中世）が比定されている遺構である。

また、近世以降に成立した嘉数村の旧道

が想定される溝状礫敷遺構も 2条検出さ

れており、現在の里道とおおよそ平行す

る形で並列している状況であった。

このような状況から、嘉数トウンヤマ

遺跡が中世から近世～近代にかけての

複合遺跡であることが把握されたわけだ

が、今回の調査は遺跡の範囲や時期・時

代等の性格を把握することが目的とされ

た範囲確認調査であることから、これら

の確認された各種の遺構については、基

本的に競売後に予想される本発掘調査に

おいて詳細な調査を実施することとし、

N-15グリッド内のバックホーによる撹

乱土坑において認められた断而情報が把

握できる遺構のみを調査対象としたこと

を断っておく。以下に、確認された主要

な遺構についての詳細を記す。

M
 

lb層

5
 

I
~ 

゜
3m 

第 11図主要遺構検出状況図 (S=l/100)
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第3表 ピット法量一覧

遺構
法量(cm)

グリッド
番号

形状 出土遺物 備 考
長径 短径 深さ

遺構
法量(cm)

グリッド
番号

形状 出土遺物 備 考
長径 短径 深さ

L14 1 36 17 楕円形 3 30 25 8 楕円形 グスク土器 植栽痕9

la 44 30 不定形 4 92 61 27 不定形 グスク土器 一括検出土坑•第16図1-12

lb 27 21 不定形 宵磁 5 30 25 37 楕円形 グスク土器 柱穴（柱痕）？•第16図 1

lo 38 35 不定形 6 87 23 8 不定形 グスク土器

ld 31 23 不定形 7 42 69 楕円形？ グスク土器・須恵器 柱穴（柱痕）？•第16図 13

2 23 11 隅丸方形 8 23 22 円形 植栽痕？

3 13 
L15 

13 隅丸方形 ， 5 5 円形

4 16 10 不定形 10 楕円形？

5 11 52 楕円形？

6 17 17 隅丸方形 12 88 

7 21 13 不定形 13 63 63 隅丸方形

8 7 6 円形 14 30 27 楕円形 植栽痕？

， 18 14 隅丸方形 15 

1 49 16 楕円形？

2 31 17 16 14 楕円形 植栽痕9

3 32 27 不定形 18 25 24 隅丸方形？ 植栽痕9

4 11 10 楕円形 19 15 10 不定形

5 20 17 不定形 20 ， 6 楕円形

6 17 12 門形？ 21 20 18 楕円形 植栽痕？

7 11 楕円形？ 22 28 28 楕円形 植栽痕？

8 45 41 隅丸方形 23 21 12 不定形 植栽痕？

， 30 30 楕円形 石灰岩礫焼石 24 20 15 楕円形？ 植栽痕？

10 11 10 楕円形 N15 25 25 22 隅丸方形 樅栽痕？

11 不定形 26 27 23 楕円形？ 植栽痕9

12 15 14 楕円形 27 30 23 楕円形 植栽痕9

13 15 12 楕円形 28 24 14 不定形 植栽痕9

14 14 13 楕円形？ 29 17 楕円形？ 植栽痕？

15 19 15 楕円形 30 25 21 楕円形？ 植栽痕？

16 23 12 不定形 31 26 18 柑円形？ 植栽痕？

17 28 21 楕円形 32 26 22 楕円形？ 植栽痕？

18 45 18 不定形
M14 

33 27 24 楕円形 植栽痕？

19 39 32 楕円形 34 18 14 楕円形 植栽痕？

20 35 陳丸方形？ 35 26 24 楕円形 植栽疫？

21 21 21 檜H形 36 25 20 楕円形 植栽痕9

22 滞状？ 円弧状遺構？ 37 19 16 楕円形 植栽痕9

23 42 36 楕円形 38 23 20 楕円形 植栽痕？

24 71 51 不定形 39 17 16 楕円形 植栽痕？

25 15 12 楕円形 40 10 

26 21 19 楕円形 柱穴（柱痕）？ 41 18 17 楕円形 植栽痕9

27 40 不定形 42 16 16 円形 植栽痕9

28 7 7 楕円形 43 28 22 不定形

29 17 17 円形 11 溝状？ 円弧状遺構？

30 28 23 楕円形 45 溝状？ 円弧状遺構？

31 溝状？ 円弧状遺構？ 46 溝状？ 円弧状遺構？

32 20 19 楕円形 47 10 8 楕円形

33 25 23 円形 1 48 40 59 円形？ グスク土器・ニービ塊 柱穴（柱痕）？・プラン2

34 52 不定形 柱穴（柱疫）？ 2 不定形 グスク土器、石器

35 20 20 楕H形 3 40 30 25 楕円形？

36 14 12 楕円形 4 24 20 16 円形

1 100 不定形 5 40 57 柱穴（柱痕）？プラン1

2 19 楕円形？ 6a 26 24 楕円形

3 46 31 ↑定形

4 22 20 円形？

6b 22 20 楕円形
柱穴（柱痕）？プラン1

6c 60 40 不定形

5 31 26 楕円形 6d 60 46 不定形

6 40 楕円形？ 7 74 56 不定形

7 17 ， 不定形 8 24 18 楕円形 植栽痕？

8 34 29 隅丸方形 ， 20 楕円形？ 梱栽痕？

， 13 10 檜H形 10 24 円形？ 植栽痕9

10 89 不定形 11 14 10 不定形

11 23 17 楕円形 12 32 28 楕円形

12 13 12 楕円形 13 24 15 楕円形？

M15 13 25 21 楕円形 14 30 24 楕円形

14 25 19 隅丸方形 015 15 44 38 不定形

15 24 19 楕円形 16 24 24 楕円形

16 53 34 不定形 17 45 40 円形 柱穴（柱痕）？プラン1

17 25 22 楕円形 18, 21 21 不定形

18 82 55 不定形

19 50 37 隅丸方形？

18b 24 22 不定形
柱穴（柱痕）？プラン2

!Sc 20 18 楕円形

20 70 38 不定形 18d 15 12 楕円形

21 20 18 円形 19 16 14 楕円形

22 10 8 楕円形 20 30 28 楕円形

23 19 18 円形 柱穴（柱痕）？ 21 30 18 不定形

24 26 25 円形 22 48 30 不定形

25 35 円形？ 23 22 18 楕円形

1 37 26 楕円形？ 植栽痕？ 24 24 幽丸方形？

2 41 30 楕円形 植栽痕？・切合い？ 25 30 隅丸方形？

3 31 30 楕円形
N14 

植栽痕？ 26 37 37 円形

4 25 24 円形 梢栽痕？ 27 31 31 円形 柱穴（柱痕）？

5 29 23 楕円形 櫃栽痕？ 28 10 10 円形

6 27 24 円形？ 祖栽痕？ 29 47 42 楕円形 柱穴（柱痕）？

1 34 25 
N15 

36 楕円形 グスク土器 柱穴（柱痕）？•第16図2

2 18 11 12 楕円形？ グスク土器 第16医9
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1 . ピット群と掘立柱建物跡

v層以降（マージ）の地山面にて 159 基のピット群が検出されている（第 13 図•第 3 表）。これらのピッ

ト群は他の遺構とともにグリッド設定範囲外の当該敷地全域に広がっている可能性が十分に想定される。

ピット群 159基の内訳は、後述する列状ピット群35基と柱穴等が想定される 124基で、ここでは後者に

ついて述べる。平面形は円形・楕円形・隅丸方形・不定形を星しており、多くが円形・楕円形で、 M-14No. 

26・34、M-15No. 23、N-15No. 1・5・7、0-15No. 1・5・6・1 7・18・27・29は柱痕が明瞭であり、掘立

柱建物の柱穴が想定される。 M-15の重機撹乱部分や0-15のサブトレンチにより損壊を受けた複数のピッ

トを基礎資料とするべく調査・記録化を行い、積極的に平而プラン1・2を想定した（第 12図）。直径20

~30cmで深度 40cm前後のタイプと直径 40cm前後で深度 60cm前後のタイプの規格性が窺える。

2 列状ピット群

N-14~15·0-15 において植栽痕と称される列状ピット群が検出されている。当該遺構は、グスク時代（中

世）の畑跡が考慮されており、近年の発掘調査成果においても報告事例が増加傾向にある。集巾的に検出さ

れている N-15 の状況からは上述のプラン 1·2 と同様に北西～南東の軸を有しており、直径 20~30cm前

後で、 N-14や0-15検出の当該ピットの基軸・直径についても同様な状況が窺える。なお、今回の調査で

はN-15No. 3のみを調査・記録化し、その他の列状ピット群については検出状況のみを把握しただけである。

EL=67 500m 

N-15 No.1 

A~A' 

N-15 No.2 c 

BベB' 
土器

N-15 No.7 
1 

@ 

N-15 No.3・7・47 N-15 No.6~7 

EL=67. 500m No.47 _ E 、 N•l No.6 、F'

N-15 No.1・5 

`>G

N-15 No,2 r-H' 
N-15グリッド
土器一括検出土坑

周辺遺構プラン

No.4 

E' 

EL=67. 500m 

N-15 No.1 N-15 No.1 

ァロアイロ一イ
N-15 No.6~7 

N-15 No.2 

~ 
ウ'

ゥ

璽l
•,·:' 

N-15 No. 1・2・7検出状況

第 12図 N -15ピット平面図・断面図 (S=l/30)
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3. 土器一括検出土坑

N-15No.4土坑において、グスク上器片が一括して検出されている。重機撹乱により全容は把握できないが、

II b層除去後の遺構検出時において、すでに上位面に多量の土器片が露出している状況であったことから、

平面的な堆精層の分層を行い、北側 1/3部分を半裁して堆租状況及び出士状況を図化した。また、士坑中

央部分の 1~3 層中において集中する士器片についても図化して取り上げており（第 14 図）、残りについ

ては本調査時において調査することとし、今回の調査成果から残存部分の最大限の情報を抽出する手法を検

討することとした。これらの一括出土された土器片の詳細については後述するが、遺構の性格としては廃棄

上坑が想定され、 1~3 層中の出上数は全体の約 80%を占めており、完掘していないにも関わらず、 No.4 

土坑全体の 1/3程度の出土資料で多くの接合が可能である。大部分が鍋であると思われ、口縁資料から少

なくとも 10個体以上はあるものと想定された（第4表）。また、質感・色調・焼成状況等の情報から4種

に大別されたため、肉眼観察等による初期の分類に対する自然科学分析調査による精査を行っている CffiIV

章）。さらに、周辺のピットからも土器片が検出されており、それらがNo.4土坑より検出された土器片と接

合することも確認されている。
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N-15 No. 4検出状況

第 14図 士器一括検出士坑平面図・断面図 (S=l/30)

グスク土器出土状況① グスク土器出土状況②
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4. 溝状礫敷遺構

L-14~15·M-14~15 において溝伏の礫即獣翻2知麟されている。これらは、近胆又降に成立したとさ

れる旧嘉数村の旧道が想定されており、現在も利用されている里道とおおよそ平行する形で2条とも検出されてい

る。いずれも北西～南東に軸を持ち、 M-15の北東～南西に設定した2つのサブトレンチにおける溝状礫敷遺構

①～②の状況からは、溝状礫敷遺構②は溝幅が平均して 1.5mと狭く、半円状に 20~25c面誹屈り下げた後、石

灰岩礫を丁寧に充填している状況であったが、①は溝幅が 2.5~4mと広く、 5~10皿程の非常に浅い溝に雑に

石灰岩礫を敷いている状況であった。さらに、両者の切りあい状況から溝状罹甥鳴榊厄）に先行して溝状憫敷遺構②

が存在していたものと考えられ、i刷大硯甥姐吋彫》噌料大囃甥姐可靴D→現在の里道という変遷が推察できると言える。

両者ともグリッド設志範囲外の北西～南東方向に延長して残存している可能距が十分に予想できる。また、溝肉礫

敷•②については、礫敷直上に青磁・白磁・褐釉陶器・黒輯淘器等の中世陶磁や沖縄産陶器等の近世闊降の

在地の陶器類が確認されており、青磁と沖縄産施紺煽器が顕著であった。さらに礫敷中には沖縄産施釉・無釉堀器

のほか、アカムヌー等が含まれているの力瀦認されており、これらが旧道普請時に廃棄された可能性が考慮される。

13 14 15 
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重機""

望

,, 層～

溝状遍構②

第 15図溝状礫敷遺構検出状況図 (S=l/60)
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第3節遺物

今回の範囲確認調査にて出上した遺物は、グスク時代（中世）及び近世の時期の輸入陶磁器と在地の上器・

陶器類が主体となっている。種別ではグスク土器・類須恵器・白磁・青磁・青花・中国産褐釉陶器・タイ産

褐釉陶器·三彩・鉄釉染付．瑠璃釉・黒釉陶器・タイ鉄絵・タイ産半練•本士産陶磁器・沖縄産施釉陶器・

沖縄産無釉陶器・アカムヌー・銭貨・ジーファー（薯）・玉・煙管・高麗系瓦・鍛冶関連遺物等がある（第4表）。

調査以前の耕作に伴う撹乱により多くの遺物は細片化しており、遺物の接合状況についても非常に複雑で、

表採や上位の撹乱層 (Ia~b) と耕作土層 (II a~b) との層の上下での接合が顕著に見られ、平成 18

年度に実施した個人住宅建設及び上地造成に係る緊急発掘調査時の成果を現在整理中であるが、当然ながら

接合が可能と思われる資料についても確認されており、今回盤理した資料についても改めて精査した上で、

接合・分類の再検討をすることにしている。なお、グスク土器については今回、遺構検出資料のみを対象と

しており、その他撹舌直や耕作上層等より出上した資料については分類済みだが未集計である。本報告では、

主要遺物の出土傾向・組成を把握することを目的とし、グスク土器を含めた瓦質土器・瓦・円盤状製品・釘・

近現代遺物・石器・石材・自然遺物等については、緊急発掘調査成果報告書にて取り扱うことを了されたい。

集計された主要遺物の層位別出士傾向を見てみると、西側畑表採が 3,346 点と最も多く、次いで Ia~b

層中が3,108点、 IIa~b層中が 1,779 点となっており、耕作等に伴う撹乱の状況を表していると言える。

また、遺構からの出土傾向を見た場合、一部遺構を調査対象としたにも関わらず、 N-15No. 4からはグスク

上器が一括して検出されており、 1~4 層巾において 100 点ものグスク上器片が検出されており、特筆さ

れると言える。出土遺物別に傾向を見てみた場合、アカムヌーが3,056点と他を圧倒する出土状況を呈し

ており、沖縄産無釉陶器2,276点、沖縄産施釉陶器2,047点、青磁 1,882点と後続し、青花、褐釉陶器、

白磁は比較的に少ないことから、本遺跡の稼動時期を考察する上で興味深いと言える。以下、各節において

種類別に述べることとする。

第4表主要遺物出土状況一覧

~ 出土位お・層位

土器 須恵猜 白 磁 育磁 育花 褐"'~'° 二彩 鉄粕染付 地鳩釉 黒"~'° タイ鉄絵 半タ練イ土器湮 今陶 磁産器 沖施釉開陶唖器 沖焦釉縄配歴器 アカム,- 占 銭 轡 " 煙 笞 ●腿瓦 合計

表採 8 21 84 25 25 2 107 264 157 693 

I I 5 ' 3 6 3 7 30 

' b 10 56 302 84 お 7 3 248 263 345 3 I 1388 

a~b 28 70 372 90 86 I 12 I 6 265 317 437 I 3 I 1690 

I a-n a I 8 1 3 7 I I 22 

Ia-Ilb 2 ， 11 10 4 36 

I b-Il a 12 39 151 38 35 1 I I 111 94 150 633 

I b-Il b 8 53 10 ， I 1 42 28 39 I 192 

4 21 131 31 30 5 I 98 90 102 I I 515 

a b 5 42 248 67 73 I 6 I 3 206 255 206 I 2 I 1117 

s~o I 4 28 4 3 1 33 34 39 147 

ゆ I I 

討ゅ I 6 25 13 ， 2 20 64 12 1 153 

に翌 I 2 7 I 11 

rn ぬ> b I I 

,., 眉不明 11 11 

"''層不明 17 17 
,., 屈不酎

' 4 

,~ 1 I 

2恩 49 49 

,., '層 7 7 

H 届中 22 22 

"" 4周 21 21 

2層 2 2 ,., 
届不明 4 4 

"'" 屈不明 5 6 

9庖 1 I 2 ,., 
"暦 3 3 

不酎 屈不明 19 19 ... 2 2 

ぬ2 1 I 2 
m; 

東匿屈不,r 5 1 2 8 

南壁歴不明 I 2 1 2 6 

L15屈不りl 5 4 I 6 4 ， 29 

'"唇不明 I 12 4 4 3 24 

15グリッド不明 I I 

屡位・遇構tillli!令資料 5 4 24 ， 8 I 5 3 59 

不明 I 7 25 16 8 1 I I 47 59 78 244 

色仰俎表採 28 71 306 139 160 2 I 1 7 I 2 682 674 1270 2 3346 

' 2 15 55 47 27 I I I 87 56 128 I 422 

' 3 18 ， 14 1 42 23 45 155 

TP 1-2 I 1 1 3 I 7 

a 5 ， 7 3 1 19 16 18 78 . I I 

合計 175 103 376 1882 597 566 6 I 1 47 5 I 20 2047 2276 3056 6 1 5 ， I 11181 
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1 . グスク土器

今回の範囲確認調査において、遺物収納コンテナ (j()8箱分のグスク士器が得られており、その大部分が表

採や撹乱層、耕作土層等より出土した資料である。ここではN-15No. 4土坑において一括検出されたグスク土器

片と周辺遺構から出土したグスク土器を対象としている。前節でも述べたが、 N-15No. 4一括検出土坑の性格と

しては廃棄上坑が想定されている。 1~3層中の出上数はNo.4全体の約80%を占めており、完掘していないに

も関わらず、 No.4土坑全体の 1/3程度の調査で、多くが接合可能となっている。輿味深いのは殆どが鍋である

と思われる点で、口縁資料から少なくとも 10個体以上はあるものと想定されたほか、周辺ピット出土の土器片

がNo.4上坑より検出された土器片と接合することも確認されており特徴的であると言える償t4表）。これらの

グスク土器は、質感・焼成因兄・硬質程度•特徴的混和材等の情報に特に留意して肉眼観察を行い、下記する 4

分類の特徴を設定してみた。なお、撹乱層や耕作土層等より出上した資料については分類済みだが未集計である

ため、グスク土器全体の詳細については、現在整理中の緊急発掘調査報告書にて述べることとする。また今回は、

肉眼観察等の初期分類に対する自然科学分析調査による精査を行っており、新たな観察視点や分類基準を模索す

べく、肉眼観察における分類項目を補完する形でさらに細分類をしている償訊I章参照）。

鍋頃口6 図 1~13)

概ね内彎・内傾に広ロ・広底を基調とした煮沸形態で、グスク土器の主要器種である。 N-15No.4一括検

出士坑より得られたグスク士器片は、口縁・胴部・底部が確認されており、把手・突起部分は得られていな

い。今回の分類は、質感・焼成状況·硬質程度•特徴的混和材等の情報に特に留意して行った。以下に分類

概要を記す。

I類軟質泥胎であばた状を呈する多孔質の士器で焼成も比較的良好。胎士中には石英のみ、もしくは石英

と長石が認められ、僅かではあるが鉱物片あるいは岩石片等の有色鉱吻を含み、調整痕も顕著である。

真志喜森川原遺跡A口類に相当するものと思われる。内外面に士付着が著しいタイプをa、やや硬質

なタイプをb、いわゆる軟質泥胎をc、やや砂質なタイプをdとして細分した。

11類軟質泥胎であばた状の多孔質士器で調整痕も認められ、焼成も良好である。肉眼観察的な惜恨はI類

に類似するが、胎士中には混和材としての石灰質砂粒が顕著に認められる。真志喜森川原遺跡Aハ

類に相当するものと思われる。

I11類比較的硬質で胎土は砂質である。器面は鉱物片あるいは岩石片と思われる有色鉱物の混和材の露出に

よりザラッキ感がある。真志喜森川厨‘跡B口類に相当するものと思われる。

IV類硬質で胎上は泥砂質を呈しており、 III類に類似する。滑石粒の混和が認められ、細粒と粗粒とがあり、

量により青灰色を呈するものもある。 III類に比して少量ではあるが、鉱物片あるいは岩石片と思われ

る有色鉱物の混和材が認められる。

第5表土器出土状況一覧

出三土位置・層位位

I Il ill N a C 
合計

鍋？ 溜 錮 鍋？ .. 鑓？ Ill? 鑓 組？ 蹄

口縁 胴部 胴部 口縁 胴部 口縁 胴部 口縁 捐部 底部 胴部 胴部 胴部 口縁 胴部 圏部 胴 胴部 胴部
1"1 層不明 11 11 
没2 層不明 5 6 I 12 
lh3 屑不耳l 3 I 4 
1屑 1 I 
2層 20 I 25 2 3 1 2 54 

lh4 3層 3 I 2 1 7 

NlS 
~3層中 2 8 I 3 5 1 2 22 
4胴 I 13 2 1 I I 2 21 

泣5 “曽 2 2 
4 4 

泣6 6 6 

譴
1 I 

3 3 
19 19 

2 2 
I I 

I I 
I I 

1 I 
I I 

NI5 Nn6・N15 N:i.7 1 I 

ロ' 5 2 76 3 I 2 49 2 3 I 7 1 2 I 3 7 1 8 1 175 
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第6表 グスク土器観察一覧

ロ径

挿図番号
器種・分類 部位 器高

胎上質・混和材
器形・成形等の特徴 器面調整 色調 出土地

図版番号 器面観察等

底径

軟質泥胎。
あばた状で多孔質。

内外面ともに指圧痕が

1 胴部 石英・長石・赤色粒を混入。
胴部中央より口縁部に 顕著である。 内外面ともに N-15No.4 

外面に土が付着する。
向かい緩やかに内彎。 外面はナデ調整がなさ にぶい橙色 N-15No.5 

れている。

＇ I a 

軟質泥胎。
あばた状で多孔質。 胴部下部より緩やかに

内外面ともに指圧痕が
顕著である。 内外面ともに N-15No.l 

2 胴部 石英・長石・赤色粒を混入。 丸みを持って胴上部へと
外面はナデ調整がなさ にぶい橙色 N-15No.4 3層

外面に士が付着する。 立ち上がる。
れている。

＇ 
24.8 
軟質泥胎でやや硬質。

内彎口縁。
内外面ともに指圧痕が

あばた状で多孔質。
全体的に丸みを持たせて

顕著。横位に刷毛目状の にぶい橙色 N-15No.4 3層
3 ロ縁

石英・長石・赤色粒・
内彎させる。

調整。ナデ調整がなさ にぶい黄褐色 N-15No.4 4層
石灰質砂粒を混入。

口唇は丸みを帯びる。
れている。

全体的に丁寧な成形。

＇ 
軟質泥胎でやや硬質。 内外面ともに指圧痕が
あばた状で多孔質。 胴部下部より緩やかに 顕著。横位に刷毛目状の

にぶい橙色
4 lb 胴部 石英•長石・赤色粒・ 丸みを持って胴上部へと 調整。ナデ調整がなさ

にぶい黄褐色
N-15No.4 3層

石灰質砂粒を混入。 立ち上がる。 れている。比較的に雑な
（最大胴径28cm) 成形である。

I 

軟質泥胎でやや硬質。
底面の立ち上がりは

内面の器面状態良好で

5 底部
あばた状で多孔質。

比較的緩やかである。
比較的丁寧な成形。 にぶい橙褐色

N-15No.4 3層
石英・長石・赤色粒・

全体的に雑な成形。
外面底面は菓脈痕か？ にぶい黄褐色

石灰質砂粒を混入。 凹凸が顕著である。

I 

内外面ともに指圧痕が
軟質泥胎。

ロ縁直下で強く内彎。 顕著。横位に刷毛目状の
あばた状で多孔質。 にぶい橙褐色

6 ロ縁
石英・長石・赤色粒を混入。

口唇は丸みを帯びる。 調整。ナデ調整がなさ
にぶい橙色

N-15No.4 2層

No.7と同一個体か？
全体的に雑な成形。 れている。比較的に雑な

成形である。

＇ IC 

21.2 
軟質泥胎。

ロ縁直下で強く内彎。 内外面ともに指圧痕が

第16囮 あばた状で多孔質。
口唇部は雑な成形の 顕著。横位に刷毛目状の

にぶい橙褐色
医版5 7 鍋 ロ縁

石英・長石・赤色粒を混入。
ため口唇断面が舌状・ 調整が顕著で、その後

にぶい橙色
N-15No.4 2層

No.6と同一個体か？
平坦と均一性がない。 ナデ調整がなされている。
全体的に雑な成形。 比較的に雑な成形であな

＇ 

軟質泥胎でやや砂質。 胴部下部より緩やかに
内外面ともに指圧痕が

8 Id 胴部 あばた状で多孔質。 丸みを持って胴上部へと
顕著である。

にぶい橙褐色 N-15No.4 4洒
石英•長石・赤色粒を混入。 立ち上がる。

外面はナデ調整がなさ
れている。

＇ 
21.2 軟質泥胎。 内彎口縁。

内外面ともに指圧痕が

あばた状で多孔質。 胴部中央か汐ヽの字状に
顕著。横位に刷毛目状の

， ロ縁 石英・長石・赤色粒・ 強く内傾させる。
調整が顕著で、その後 にぶい橙褐色 N-15 No.1 
ナデ調整がなされている。 にぶい橙色 N-15 No.2 

石灰質砂粒を混入。 口唇は丸みを帯びる。
比較的に丁寧な成形で

No.10と同一個体。 全体的に丁寧な成形。
ある。

＇ 
軟質泥胎。 内彎口縁。

内外面ともに指圧痕が

あばた状で多孔質。 胴部中央か汐ヽの字状に
顕著。横位に刷毛目状の

10 II 目縁 石英・長石・赤色粒・ 内傾させる。
調整が顕著で、その後 にぶい橙褐色

N-15No.4 1~3層
石灰質砂粒を混入。 口唇は丸みを帯びる。

ナデ調整がなされている。 にぶい橙色

No.9と同一個体。 全体的に丁寧な成形。
比較的に丁寧な成形で
ある。

I 

内外面ともに指圧痕が軟質泥胎。 胴部下部より緩やかに
あばた状で多孔質。 丸みを持って胴上部へと 顕著。横位に刷毛目状の

11 胴部
石英・長石・赤色粒・ 立ち上がる。 調整が顕著で、その後 にぶい橙褐色 N-15No.4 1~3層

石灰質砂粒を混入。 厚手の成形である。 ナデ調整がなされている。
暉交的に雑な成形であな

＇ 

比較的硬質で砂質を呈す。 薄作りで、胴部下部より 内外面ともに指圧痕が

12 m 胴部 輝石等の有色鉱物を 弱い丸みを持って立ち 顕著である。
にぶい赤褐色 N-15No.4 1 ~3層

多量に混入。 上がる。 外面はナデ調整がなさ
全体にザラツキ感がある。 非常にT寧な成形。 れている。

＇ 

比較的硬質で泥砂質。 薄作りで、胴部下部より 内外面ともに指圧痕が

13 N 胴部
滑石粒の混入は非常に 弱い丸みを持って立ち 顕著である。

にぶい赤褐色 N-15No.7 9層
少ない。輝石等の有色鉱物を 上がる。 外面はナデ調整がなさ
僅かに混入。 比較的丁寧な成形。 れている。
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2. 類須恵器

類須恵器と思われる資料については、総数 103点が得られて 第7表類須恵器出上状況

いる。本遺跡より出土した類須恵器は、概ね徳之島カムイヤキ

窯の須恵器であると思われる。いずれも全形の窺えない破片資

料であるが、その全てが壺であると思われ、その他の器種につ

いては確認できていない。これらを出士層位別に見た場合、

ミ出士位置・層位位

表採

a 
I b 
a-b 

Ia-Ila 
lb-Ila 
a 

II b 
a-b 

溝状追構②

N15 1Na7 1層
不明

ギ罪

口縁 把手 胴部

I 7 
I ， 
I 25 

I 
11 
4 
5 
I 

I 
I 

合計

底部

8 
I 

I 10 
2 28 
I 

I 12 
4 
5 
I 

I I 
I 
I 

I a~b 層中 39 点、西側畑表採 28 点で II a~b 層中は僅かに

10点と、ここでも重機撹乱や耕作に伴う恒常的な攪拌の状況が
西側畑表採

窺えると言える。さらに、部位別に見た場合、口縁部3点、把 I IP 合r~ 1 3 1 : 1::1 : 1J3I 
手 1点、胴部93点、底部が6点となっており、胴部資料が極端に多く偏向的であると言える（第7表）。

以下、特徴的な 14点について図示して部位別に概観することとし、個々の遺物については観察表に記載した。

壺償n1 図 1~14)

いずれの部位についても破片資料であることから全形は窺い知れないが、口縁部資料については、形態的

な特徴から把手付壺や短頸の壺である可能性が考慮され、把手も 1点検出されている。多くは無文であるが、

一部の胴部資料については波状沈線が認められる資料がある。器隈両面ともに箆削りや叩き締め、ナデ調整

等が行われている。底部資料については、大きめの壺と小壺とが得られている。

第8表類須恵器観察一覧

挿図番号
ロ径

色調等
図版番号

器種 部位 器高 焼成
外／内

器形・成形技法・文様等 出土地

底径

把手付壺の口縁か？微弱な外反。
1 ロ縁 還元焼成 黒灰色 薄手で、口唇部は舌状を呈する。 L15表採

両面ともヘラ削り後に、ナデ調整を行う。

把手付壺の口縁か？微弱な外反。
2 ロ縁 還元焼成 黒灰色 1に比して厚手で、口唇はやや平坦気味。 Nl4 I a~b 

両面ともヘラ削り後に、ナデ調整を行う。

無頸壺の口縁か？くの字状に大きく外反。
3 ロ縁 還元焼成 灰褐色 やや厚手で、口唇は平坦に成形。 M15 I a 

両面ともヘラ削り後に、ナデ調整を行う。

無頸壺の胴部片。くの字状に大きく外反。
4 胴部 還元焼成 黒灰色

厚手で、両面ともヘラ削り後にナデ調整を行う。
西側畑表採

胴部
短頸壺の胴部（肩）片か？

5 
（肩？）

還元焼成 灰褐色 外面は綾杉文の叩きの後にナデ調整。 L14 I b 
内面に格子文の叩き痕。

短頸壺の胴部（肩）片か？
6 胴部 焼成不良 灰褐色／茶褐色 外面に綾杉文の叩きの後にナデ調整。 Ll4 I a~b 

内面に格子文の叩き痕。

外面に綾杉文の叩きの後にナデ調整。
7 宜圭 胴部 焼成不良 灰褐色 西側畑表採

第17図
内面に格子文の叩き痕。

図版6
灰褐色／黒灰色

把手付壺の胴部片。把手の位置に見られる
8 胴部 還元焼成

（白色鉱物）
円形の凹部分が確認できる。 L14 I a~b 
両面ともヘラ削り後に、ナデ調整を行う。

把手付壺の把手。， 把手 還元焼成 灰褐色
比較的丁寧なナデ調整を行う。

西側畑表採

外面はヘラ削り後に、ナデ調整を行う。
10 胴部 還元焼成 黒灰色 波状沈線を施す。 015表採

内面は格子文の叩きの後にナデ調整。

両面ともにヘラ削り後にナデ調整を行う。
11 底部 還元焼成 黒灰色

全体的に雑な調整である。
Ml I a~b 

両面ともにヘラ削り後にナデ調整を行う。
12 底部 還元焼成 灰褐色

全体的に丁寧な調整である。
014 I a~b 

18.2 

器面は黒灰色 両面ともにヘラ削り後にナデ調整を行う。
13 底部 焼成不良

胎土は茶褐色 全体的に丁寧な調整である。
Ml5 I b~Ila 

両面ともにヘラ削り後にナデ調整を行う。
14 小壺 底部 還元焼成 灰褐色 全体的に雑な調整で、内底は回転を利用した N15 I b 

9.0 調整痕が認められる。

-28-



□ ---o-―亙ーcsu- 11/ ー0―ご〗―:

2
 

3
 

ロロい／＼
4
 

ロう―ご〗＼、
6
 

0 口ロ／
8
 

ニー。
こニ_

，
 

ここ—こ~'~ミ
5
 

こ CJ'¥
7
 

(] -い-〗
10 

ローロー／／
11 

12 ：
 

＼ ＼ 

ーローニ＿二/JI
14 

13 
0 5cm 一第 17図類須恵器壺

-29-



● -II 
2
 

3
 

4
 5

 

6
 

7
 

8
 

，
 

12 

~
 10 

11 

14 

13 

゜
5cm 

図版6 類須恵器壺

-30-



3. 白磁

白磁の器種としては、碗・皿・杯・小杯・瓶が確認されている。出上総数は376点で、層位別の出土傾向としては、

Ia~b 層中が 127 点と最も多い。器種別に見た場合、碗が 128 点と全体の 3割を占めている状況にある

009表）。以下、器種別に分類概念を述べることとし、個々の特徴等については観察表に記載した。

碗 0018 図 1~22)

I類玉縁口縁碗0018 図 1~2) 口縁を玉縁状に肥厚させる。直琢冽鴨囮：厚く、胴部はあばた状を呈する。

II類 口折碗0018 図 3~5) 口縁を外側に折り、口唇を平坦虎杉するタイプ。今帰仁タイプ I~III類に相当。

III類 内彎直象タイプ 0018 図 6~7) ビロースクタイプと称される内彎型の碗3 ビロースクタイカ碗I類に

相当。

N類無文外反碗0018 図 s~12) 腰に丸みを持つ大振りの碗。高台内削りは浅く、見込みに印花文を施す。

v類有文直口碗 0018 図 13~15) 外面口縁直下に波状沈線を施すタイプである。

VI類無文直口碗 0018 図 16~17) 無文の直口口縁で、 V類に類似するが粗雑な造りである。

VII類薄手直口碗 0018 図 18~20) 薄手直□碗で、逆「ハ」の字状に開く器形。今帰仁タイプN類に相当。
底部については、特徴的な資料について図化した。 0018 図 21~22)

皿 0019 図 23~43)

I類 口禿皿 0019 図 23~24) 薄手成形で口唇部を露胎とするいわゆる口禿皿である。

II類直口皿 0019 図 25~28) 薄手でやや内彎気味のタイプをIIa類、灯明皿をIIb類とした。

III類外反皿 0019 図 29~33) 口縁部を緩やかに外反させる薄手の外反皿である。

N類碁笥底皿 0019 図 34~35) 碁笥底の底部となるもので、成形が丁寧なものと雑なものとがある。

v類稜花皿 0019図36) 口唇部を稜花状に成形する薄手の皿である。
VI類腰折皿 0019 図 37~38) 高台際を腰折状に成形するタイプである。

底部資料については、特徴的な資料のみを図化した。

杯 0019 図 44~52)

I類八角杯 0019 図 44~45) 外面を箆で削って八角に成形する。

II類直ロタイプ 0019図46) 薄手の直口口縁タイプである。

III類外反タイプ 0019 図 47~49) 緩やかに外反する薄手成形の杯である。

底部資料についてはII・III類が想定されるが不明。徳化窯の型成形のタイプである。

小杯 0019図53) 底部資料のみが1点得られている。杯と同様に徳化窯の型閾形のタイプである。

瓶 0019 図 54~55) 頸部と胴部資料が得られているが、頸部資料の一部について図化した。

第9表白磁出士状況
碗 皿 杯

出ご土位老・歴位 悶
玉緑 口折ビロースク 無文外反 有ば文口無虹文口 薄手ば口 不市 口禿←ユa戸て 外反 碁笥底稜化腰折 不明

小杯 瓶
合酎八角杯ば口外反 不OO

口胴口口胴口胴底口口口胴底阻底 ロロロロ底底 □ 胴胴底 ロロロ朋底 底 頸 II! 胴
丑採 I 1 I 2 I 4 I I 2 7 21 

1, I I 

I lb 6 3 I 1 3 3 2 2 I 2 1 1 I 4 2 I 22 56 

IH  3 I 1 I 3 2 I 3 2 2 I 1 4 3 2 I 5 7 I I 25 70 

Ia~Ilb 1 I 2 

Ib~lla I 1 3 2 1 2 I 1 I 1 1 I I I 4 17 39 

I b~Ilb I I 6 8 

la I 3 2 1 I 1 2 10 21 

IT lb 7 3 2 3 2 1 4 I I I 2 I 14 42 

la~b I I 2 4 

濤状遺桐l② 1 I 1 1 2 6 

115磨不明 1 I 

L14 I b L15Ilb 1 I 

L14Ilb•L15Ia-b 1 I 

LIS表採• ll15 I a~b I I 

1114 I a~b• MIS I b~Ila I I 

介明 2 2 3 1 

匹側畑宍採 2 1 I 3 5 2 I 1 I 4 1 I 2 2 1 2 I 2 2 3 3 I 2 27 71 

II I 2 I 1 2 I 2 I 4 15 

TP 12 I 2 3 

13 I 1 1 1 I 5 

臼" 1 23 6 15 2 15 21 4 4 3 11 4 1 7 11 4 13 1 3 4 2 I 2 10 5 4 4 19 22 3 I 5 2 143 376 
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挿図版図番番号号 器種・分類部位 器底ロ径径高 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地

15.0 逆「ハ」の字状に開く器形。玉縁下部を箆状 淡黄灰白色の細粒子 黄灰白色の釉を両面に施す。 L141Ib 
縁 丁目示丑り稜をなす ゜内面口縁下部に釉溜り。 Ll5 I a~b 1 ロ ー 上六ヽ1大、 ゜ 僅かに気泡痕。 両面,. 非常I 細ふゞ ヽ貫-, 

全体的に薄作りである。 ,~ ~ IJ' ノ‘゚

- I 黄灰白色の釉を内面から外面胴下部
ノ 淡黄灰白色の細粒子。 まで施す。外面胴下部に釉溜り。 TP7-l層

2 胴部 ー 厚手の成形で、見込みに圏線を巡らす。 僅かに気抱痕。 あばた状の気泡痕。細かい貫入。

＇ 縁 13.6 ロ縁部を短く折り、口唇を平坦に成形し 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に施す。 L14Ib 
3 口 内端に明瞭な稜を持つ。

＇ 15.0 ロ縁部を短く折り、口唇を平坦に成形し 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に施す。 L12表採
4 II ロ縁 内端に明瞭な稜を持つ。 黒色微粒子を含む。

15.4 ロ縁部をやや長めに折り、口唇を平坦気味に 灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面に施す。 Ml5Ib-Ila 
5 口縁 成形し内端に明瞭な稜を持つ。 黒色微粒子を含む。

＇ ロ縁部を微弱に内彎させる。 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に施す。 Ml5Ib-Ila 
6 口縁 — ロ唇は丸みを帯びる。 黒色微粒子を含む。

- III 

ロ縁部を微弱に内彎させ、内端に稜を持つ。 灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面に施す。 Ll5Ilb 
7 口縁 — ロ唇は丸みを帯びる。 黒色微粒子を含む。

＇ 15.2 腰下部から丸みを持って社ち上がる。 淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面にやや厚めに施す。 Ll5 I b 
8 口縁 口縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ゜黒色微粒子を含む。 両面に粗い貫入。

外面には輔櫨痕が見られる。

I ー 灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面にやや厚めに施す。 M14Ila 
9 口縁 ー ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ゜黒色微粒子を含む。 両面に細かい貫入。

白濁した灰白色の釉を両面に
腰下部から丸みを持って立ち上かる。 淡黄灰白色の細粒子。 やや厚めに施す。 TP5-3層

10 IV 胴部 ― ロ縁を緩やかに外反させる。 黒色微粒子を含む。 両面に細かい貰入。

I 淡灰白色の細粒子。
立 無文外反碗の底部資料と思われる。 僅かに気洵痕。 一 Ll5 I b~Ila 

11 底口〖 ー 高台内削りは浅く、比較的丁寧な成形である。 黒色微粒子を含む。

ー一 碗 — 見込みに圏線と構成不明な印花文。 灰白色の細粒子。
12 底部 高台内削りは浅く、畳付内端のみが畳に付く。 僅かに気泡痕。 灰白色の釉を内面から胴下部まで施す。 Ll5 I b~Ila 

5.0 扁台の造りは雑である。 黒色微粒子を含む。

I ー ロ縁部をやや内彎気味に立ち上がらせて 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に厚めに施す。 西側畑表採
13 口縁 — 直口とする。口唇は丸みを持って成形。 黒色微粒子を含む。 両面に粗い貫入。

外面口縁直下に波状？の沈線を描く。

＇ ー ロ縁部をやや内賛気味に立ち上がらノせて 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に厚めに施す。 L15 I b 
14 V 口縁 — 直口とする。口唇は丸みを持って成形。 黒色微粒子を含む。 両面に粗い貫入。

第18医 外面口縁直下に波状沈線を描く。

図版7 ー ロ縁部をやや内彎気味に立ち上がらノせて 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に厚めに施す。 西側畑表採
15 口縁 — 直口とする。口唇は丸みを持って成形。 黒色微粒子を含む。 両面に細かい貫入。

外面口縁直下に波状沈線を描く。

＇ ー ロ縁部をやや内彎気味に立ち上がらせて 淡灰白色の細粒子。 淡灰白色の釉を両面に薄く施す。 西側畑表採
16 口縁 — 直口とする。口唇は丸みを持って成形。 里色微粒子を含む。 両面に非常に細かい貫入。

v類に似るが、全体的に雑な成形である。 ‘’‘‘ 一 VI ー ロ縁部をやや内彎気味に立ち上がらせて 淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉を両面1可尊く施す。 M15Ib~IIa 
17 口縁 — 直口とする。口唇は舌状に成形。外面輔櫨痕。 黒色微粒子を含む。 -

内面に縁直下に圏線。丁寧な成形である。

＇ — 薄手の直ロロ縁。微弱,に外側に-折~れる。 淡黄灰白色の細粒子。 黄灰白色の釉を両面に施す。 TP7-1層
18 口縁 ー ロ唇はやや平坦に成形。外面に調整痕。 僅かに気泡痕。 両面に非常に細かい貫入。

全体的に雑な造りである。

I — 薄手の直ロロ縁。微弱に外側に折れる。 淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面に施す。 M14・15 I a~b 
19 vn ロ縁 ー ロ唇はやや平坦に成形。外面に調整痕。 黒色微粒子を含む。 両面に非常に細かい貫入。

全体的に雑な造りである。

高台は「ハ」の字状に開き、打ち削りは浅い。 灰白色の細粒子。 灰白色の釉を内面に施した後、 TP6-3層
20 底部 外端を竹節状に削り取る。雑な成形である。 僅かに気泡痕。 蛇の目状に掻きとっている。

6.4 

I — 分類不明の底部資料。 淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉。 K13表採
21 底部 — 青花の可能性も考慮しておく。 黒色微粒子を含む。 内底から嵩台外面まで施す。

6 0 高台内削り等は比較的丁寧である。

—ー 不明 — 淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉。
底部 扁台は高く、内端を斜位に削り取る。 黒色微粒子を含む。 内底から基本的に高台外面まで施す。 Ll5 I a~b 

22 ロ 6―.2 外面に細蓮弁様の沈線。見込みに圏線。 僅＂かに気泡痕。 畳付にアルミナ様の溶着痕。

10.3 口縁部を緩やかに外反させる。 、 淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉を両面に施した後、 L15 I a~b 
23 口縁 釉を掻き取って口禿＝にする際、口唇か尖り 黒色微粒子を含む。 口唇の釉を掻き取り口禿とする。

気味になる。外面に調整痕。

~ I ー ロ縁部を緩やかに外反させる。 、 淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉をやや厚めに施した後、 L15 I a~b 
24 口縁 ー 釉を掻き取って口禿にずる際、口唇か若干 黒色微粒子を含む。 口唇の釉を掻き取り口禿とする。

尖り気味になる。外面に調整痕。

— 薄手で、口緑を内彎気味に立ち上がらせる。 白濁した白色釉を施す。 M151Ib 
25 口縁 ー ロ唇は丸みを帯びる。 淡灰白色の細粒子。 両面に粗い貰入。

外面に調整痕とあばた状の気泡痕。

←—皿 薄手で口縁を内彎気味に立ち上がらせる。 淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面に施す。 西側畑表採
26 II a 口縁 ー 口唇は‘丸みを帯びる。 黒色微粒子を含む。 両面に粗い貰入。

＇ — 薄手で、口緑を内彎気味に立ち上がらせる。 淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を両面に施す M151Ia 
27 口縁 ー ロ唇は丸みを帯びる。 黒色微粒子を含む。 ゜

外面に調整痕。

＇ 灯明皿の口縁部で、外端を平坦に削り取る。 淡灰白色の粗粒子。 灰白色の釉を内面に薄く施し、口唇から L151Ib 
28 II b 口縁 ー 口唇部には煤が多塁に付着。 黒色微粒子を含む。 外面にかけて露胎。
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ロ径
挿図番号

器種・分類 部位 器裔 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貰入等 出士地
図版番号

底径

薄手の皿の口縁破片。
淡灰白色の微粒子。

29 ロ縁 ロ縁部を微弱に外反させる。
黒色微粒子を含む。

灰白色の釉を両面に厚く施す。 L14 I b 
口唇は丸みを持つ。丁寧な造りである。

薄手の皿の口縁破片。
淡灰白色の細粒子。

30 ロ縁 ロ縁部を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ。 淡灰白色の釉を両面に厚く施す。
Ll4 I b 

黒色微粒子を含む。 L151Ib 
比較的雑な造りである。

薄手の皿の底部資料。
淡灰白色の微粒子。

淡灰白色の粕を両面に厚く施した後、
31 III 底部 高台を逆三角形状に成形する。

黒色微粒子を含む。
畳付部分の釉を掻き取る。 Ll5表採

48 比較的丁寧な造りである。 高台付近の内外面に砂粒が付着。

薄手の皿の底部資料。
淡灰白色の微粒子。

淡灰白色の紬を両面に厚く施した後、
32 底部 高台を逆三角形状に成形する。

黒色微粒子を含む。
畳付部分の釉を掻き取る。 西側畑表採

66 31に比して雑な造りである。 高台付近の内外面に砂粒が付着。

薄手の皿の底部資料。
淡灰白色の微粒子。 淡灰白色の釉を両面に厚く施した後、

33 底部 高台を逆三角形状に成形する。
黒色微粒子を含む。 畳付部分の釉を掻き取る。

西側畑表採

6 2 比較的丁寧な造りである。

高台が不明瞭のため、碁笥底とした。 見込みに施釉した後、掻き取ったかの
34 底部

外底の成形は非常に雑で縮れている。
灰白色の細粒子。

ような痕跡が認められる。
西側畑表採

N 
44 

淡灰白色の微粒子。
外面の胴下部まで施釉。

35 底部 内削りは浅く、成形は雑である。
黒色微粒子を含む。

内面は露胎とする。 M15Ib-Ila 

44 非常に細かい貫入。

薄手の稜花皿の口縁資料。 淡灰白色の微粒子。
36 皿 V ロ縁

口唇を微弱に窪ませ稜花としている。 黒色微粒子を含む。
淡灰白色の釉を両面に厚く施す。 L15Ib-Ila 

胴下部から角度を変えて立ち上がらせ、
灰白色の微粒子。 灰白色の釉を内面から胴下部まで

37 胴部 腰折れとする。高台脇は水平に削り取る。
微細な気泡痕。 施釉した後、見込みの釉を掻き取る。

M15 I a-b 
比較的丁寧な造りである。

VI 
胴下部から角度を変えて立ち上がらせ、

淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を内面から胴下部まで
38 胴部 腰折れとする。高台脇は水平に削り取る。

微細な気泡痕。 施釉する。外面は釉が垂れる。
N14 I b 

比較的雑な造りである。

薄手の皿の胴部破片。 淡灰白色の細粒子。 灰白色の釉を内面から胴下部まで
39 胴部 見込みに陰圏線を施す。 黒色微粒子を含む。 施釉した後、見込みの釉を掻き取る。 L151Ib 

比較的丁寧な造りである。 微細な気泡痕。 粗い貫入が入る。

外底を円形に内削りしている。 淡灰白色の細粒子。
見込みに施釉した後、掻き取ったかの

40 底部 高台脇を斜位に削り取り、角度を変えて 黒色微粒子を含む。
ような痕跡が認められる。

M14 I a-b 

44 立ち上がらせる。比較的雑な成形。 微細な気泡痕。

外反皿の底部資料か？
淡灰白色の細粒子。

41 不明 底部 高台を逆三角形状に成形する。
微細な気泡痕。

Ll5 I a~b 
比較的雑な造りである。

淡灰白色の細粒子。第19図
42 底部

高台外面を段状に挟り取る。内削りは浅い。
見込みに重ね焼きの際の胎土目？ Ml4 I a~b 

図版8 高台脇を斜位に削り取っている。 微細な気泡痕。
3,6 

高台を逆「ハ」の字状となるように削り取る。 灰白色の微粒子。
43 底部

灰白色の釉を高台外而まで施釉後に
Ll51Ib 

外面に不明瞭なカンナ目が見られる。 微細な気泡痕。 見込みを掻き取っている。
4.0 

淡灰白色の細粒子。 白色の釉を両而に施す。
44 ロ縁

口唇を弧状に削り、波状口縁とする。
Ll4 I a~b 

外面を箆削りで八角とする。 黒色微粒子を含む。 両面に細かい貫入が入る。

I 
ロ唇を弧状に削り、波状口縁とする。

淡灰白色の細粒子。
45 ロ縁 外面を箆削りで八角とする。

黒色微粒子を含む。
白濁した灰白色の釉を両面に厚く施す。 Ib~Ila 

44に比して丁寧な成形である。

白色の微粒子。 白濁した白色の釉を両面に厚く施す。
46 II ロ縁 薄手の直ロロ縁。口唇を口禿としている。

西側畑表採
型成形か？ 微細な気泡痕。 口唇を口禿としている。

9,0 
白色の微粒子。 白濁した白色の釉を両面に厚く施す。

47 ロ縁 薄手で緩やかに外反させる。型成形か？
微細な気泡痕。 外面はやや失透気味である。

Ml5Ib~Ila 

48 杯 III ロ縁 薄手で、若干強めに外反させる。型成形か？ 白色の微粒子。 白濁した灰白色の釉を両面に厚く施す。 Ll4 I a~b 

淡灰白色の細粒子。
49 ロ縁 藩手で、若干強めに外反させる。型成形か？

黒色微粒子を含む。
白濁した灰白色の釉を両面に厚く施す。 L14 I a-b 

淡灰白色の微粒子。 白濁した白色の釉を両面に厚く施す。
50 底部 型成形の杯底部。

黒色微粒子を含む。 祁台内面に砂粒が付着する。 西側畑表採

3 2 外面はやや失透気味である。

淡灰白色の微粒子。 白濁した白色の釉を両面に厚く施す。
51 不明 底部 型成形の杯底部。

黒色微粒子を含む。 外面はやや失透気味である。
西側畑表採

34 

淡灰白色の微粒子。 白濁した白色の釉を両面に厚く施す。
52 底部 型成形の杯底部。

黒色微粒子を含む。 昼付両端に砂粒が付着する。
西側畑表採

44 

淡灰白色の微粒子。 白濁した灰白色の釉を両面に厚く施す。
53 小杯 底部 型成形の小杯底部。

黒色微粒子を含む。 昼付両端に砂粒が付着する。
西側畑表採

2 2 

瓶の頸部資料。 淡灰白色の微粒子。
54 頸部

内面の調整痕が顕著。 黒色微粒子を含む。
白濁した灰白色の釉を両面に厚く施す。 N14 I b 

瓶

瓶の頸部資料。 淡灰白色の微粒子。 白濁した灰白色の釉を厚く施す。
55 頸部

内面に雑な調整痕。 黒色微粒子を含む。 内面に釉垂れ。
西側畑表採
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4. 青磁

輸入陶磁器で最も多く検出されたのは青磁である。総点数は 1,882点を数え、他の輸入陶磁器を圧倒する。

確認された器種としては、碗・皿・盤・酒会壺・香炉・馬上杯・瓶・袋物等がある。層位別出土傾向として

は、 Ia~b層中が 679 点、 II a~b 層が 407 点、 I~II層一括が 221 点と全体の 7 割弱を占めている。

器種別傾向としては、碗が 1,510点と全体の8割を占めている状況にある（第 12表）。以下、器種別分類

について述べ詳細は観察表に記した。

碗 0020 図~23 図 1~104)

I類劃花文碗0020 図 1~s) 直ロタイプで内面に片切彫りや箆削りにより沈線や蓮華文を描いている。

II類櫛描文碗 内外面に櫛描文を施す碗。小破片のため、本報告では割愛した。
III類鏑蓮弁文碗 0020 図 6~12) 直ロタイプで外面に鏑を削りだした後、片切彫りにより蓮弁文を描

いている。

N類無鏑蓮弁文碗 0020 図 13~20) 直□タイプで外面に片切彫りにより蓮弁文を描いている。
v類二叉蓮弁文碗 0020図21) 比較的薄手の直口碗で、先の尖った叉状工具で蓮弁文を描いている。

VI類無文外反碗 0020 図 22~29) 口縁部が外反する大振りの碗で、口唇は丸く成形されている。

VII類玉縁口縁碗（第 21 図 30~35) 口縁部を玉縁状に成形する碗で、佐敷タイプと称されている碗
である。

Vll1類 ラマ式蓮弁文碗（第 21 図 36~40) やや厚手の外反碗で、外面にラマ式の蓮弁文を描いている。

lX類有文外反碗（第 21 図 41~43) 波状口縁のほか内面口縁直下に四方欅文（七宝繋文？）を描く
のもある。

x類雷文帯碗（第 21 図 44~55) 口縁直下に雷文帯を巡らす。施文方法により箆削りをa、片押し

をbとした。

XI類細蓮弁文碗（第 22 図 56~67) 外面に線描きによる蓮弁文を描く。弁先や蓮弁の幅に差異が認

められる。

XIl類無文直口碗（第 22 図 68~75) 直ロタイプの無文碗。口唇が舌状となるものをa、断面方形状

をbとした。

Xill類有文直口碗（第 22 図 76~77) 直ロタイプの有文碗。波状沈線等の文様が認められる。
XN類薄手直口碗（第 22 図 78~83) 薄手直ロタイプで、口縁が逆「ハ」の字状に大きく開く。高台

は広く、浅い。

底部資料は、特徴的な資料を図化した。第 23 図 34~91 を無文外反、同図 92~104 を無文直

ロと想定した。

皿 0024 図 105~133)

I類櫛描文皿 0024 図 105~107) 見込みに櫛描文を施す、平底の皿。碗1I類とセット関係にある。

II類 口折皿（第 24 図 108~111) 口縁部を逆L字状に折り、口折れとする。外面には蓮弁文を施す。

III類稜花皿0024図 112~114) 口唇部に浅目の挟りを入れて稜花とする。内面にはラマ式蓮弁文を描く。

N類外反皿（第 24 図 115~118) 口縁部を緩やかに外反させる皿。線彫りのラマ式蓮弁文も見られる。

v類直口皿（第 24 図 119~124) 直ロタイプの皿。無文のものと外面に片切彫りの蓮弁文を描くの
とがある。

VI類泉州窯系皿（第24図 125) 素地や施釉状況などから泉州窯系の皿と思われる資料が 1点得られ

ている。底部資料は、特徴的な資料のみ図化した（第 24 図 126~133)。

盤 0025 図 134~143)

I 類鍔縁盤0025 図 134~136) 鍔縁部をつまみ上げて成形しており、内面には箆描きの蓮弁文を施す。

II類 口折タイプ（第25図 137) 口縁部を逆「L」字状に折る。口唇の平坦面には箆描きの文様が認め
られる。

III類直ロタイプ（第 25 図 138~139) 口縁部を内彎気味に成形するのと逆「ハ」の字状に開くタイ
プとがある。

底部資料については、図上復元が可能な 2 点のみを図化した（第 25 図 140~141) 。

酒会壷（第 25 図 144~148) 洒会壺の蓋と底部が得られている。蓋内面には陽刻文、底部外面には箆削り文。
香炉（第 25 図 149~153) 口縁・胴部・底部がそれぞれ得られており、いずれも三足香炉であろう。

馬上杯（第25図 154) 馬上杯の脚部が 1点得られている。外面に螺旋状の調整痕が認められる。

瓶（第 25 図 155~158) 双耳瓶の環破片、胴部片が得られている。文様構成等は判然としない。

袋物（第25図 159) 袋物の底部資料を 1点図化した。瓶か小壺等が考慮される。
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第 12表青磁観察一覧 1

挿図番号
器種・分類 部位 翡盾絡 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貰入等 出土地

図版番号

16.8 
1 ロ縁 内面に片切り彫りによる2本の圏線か区画線を描く。 灰白色の微粒子。 両面に淡緑灰色の釉。 M14 I b-Ilb 

口唇は舌状に成形。 淡灰白色の微粒子。
2 ロ縁 内面に片切り彫りによる区画線と蓮華文？を描く。 微細な気泡痕。

両面に淡緑灰色の釉。 西側畑表採

3 I ロ縁
外面口縁直下を削り、擬似肥厚とする。

淡灰白色の微粒子。 両面に淡青緑色の釉。 西側畑表採内面に片切り彫りによる区画線を描く。

口唇は舌状に成形。 淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑灰色の釉。
4 ロ縁 内面に線彫りの曲線文を描く。 黒色鉱物を含む。 口唇は失透気味。

出土地不明

5 胴部
外面には輔櫨痕が見られる。 淡灰白色の微粒子。

両面に濃灰白色の釉。 L15表採内面に片切り彫りによる区画線を描く。 黒色鉱物を含む。

6 ロ縁
口唇は舌状に成形。外面に片切り彫りによる 淡灰白色の微粒子。

両面に淡緑黄色の釉。 Nl5 I b 蓮弁文を丁寧に描く。鏑は明瞭である。 黒色鉱物を含む。

7 ロ縁
口唇は舌状に成形。外面に片切り彫りによる

灰白色の微粒子。 両面に灰白色の釉。 西側畑表採蓮弁文を雑に描く。鏑は不明瞭である。

8 ロ縁
口唇は舌状に成形。外面に片切り彫りによる 淡灰白色の微粒子。

両面に淡緑黄色の釉。 Ml5 I a~b 
蓮弁文を丁寧に描く。鏑は明瞭である。 黒色鉱物を含む。

， 皿 ロ縁 口唇は舌状に成形。外面に片切り彫りによる 淡灰白色の微粒子。
両面に濃緑黄色の釉。失透気味。 Ll5 I b 蓮弁文を描く。鏑は不明瞭である。 黒色鉱物を含む。

10 ロ縁
口唇は舌状に成形。外面に片切り彫りによる

淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑黄色の釉。 M15表採蓮弁文を丁寧に描く。鏑は明瞭である。

11 胴部
外面に片切り彫りによる蓮弁文を描く。

灰白色の細粒子。 両面に濃緑黄色の釉。失透気味。 西側畑表採鏑は不明瞭である。

12 ロ縁
口唇は丸みを持つ。外面に片切り彫りによる

淡灰白色の細粒子。 両面に淡緑黄色の釉を厚く施す。 Ml5Ila 
蓮弁文を雑に描く。

16.4 口唇は丸みを持つ。外面口縁直下に2本の圏線と 淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑黄色の釉を厚く施す。
13 ロ縁 片切り彫りによる蓮弁文を描く。 黒色鉱物を含む。 粗い貰入が入る。

L151Ia-b 

15.2 厚手の成形で、口唇は丸みを持つ。 淡灰白色の微粒子。 両面に濃緑黄色の釉を厚く施す。
14 ロ縁 片切り彫りによる蓮弁文を描くが不明稜である。 黒色鉱物を含む。 細かい貫入が入る。

L15Ilb 

第20図
15 碗 ロ縁

薄手の成形で、口唇は舌状となる。 淡灰白色の微粒子。
両面に淡緑黄色の釉。 Ll5 la 閲版9 外面に片切り彫りによる蓮弁文を描く。 黒色鉱物を含む。

16 胴部 厚手で、片切り彫りの蓮弁文を雑に描く。 灰白色の細粒子。 両面に濃緑黄色の釉を厚く施す。 Kl6表採

N 
薄手で、片切り彫りの蓮弁文を雑に描くが不明稜。 灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を施す。

17 胴部 内面に陽刻の文様が見られるが判然としない。 黒色鉱物を含む。 粗い貰入が入る。
L15Ilb 

18 胴部 厚手で、片切り彫りの蓮弁文を雑に描く。
灰白色の微粒子。

両面に緑黄色の釉を施す。 西側畑表採
黒色鉱物を含む。

19 底部
比較的薄手で、高台の成形や内削りは丁寧。 淡灰白色の細粒子。

淡緑黄色の釉高台内面まで施す。 M14 I b 
6.2 
高台脇に片切り彫りによる蓮弁文が見られる。 微細な気泡痕。

20 底部
厚手で、高台の成形や内削りは比較的丁寧。 淡灰白色の細粒子。 淡緑黄色の釉高台内面まで施す。

Ml5Ilb 高台脇に片切り彫りによる蓮弁文。見込みに印花文3 微細な気泡痕。 粗い貫入が入る。

口唇は丸みを持つ。外面に叉状工具で 灰白色の細粒子。 両面に濃緑黄色の釉を施す。
21 V ロ縁 蓮弁文を描く。内面には焼成時の溶脱痕。 黒色鉱物を含む。 粗い貫入が入る。

L15lb 

灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を施すが
22 ロ縁 ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ。

黒色鉱物を含む。 二次的被熱を受けている。
TPB-2層

23 ロ縁
ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ。 灰白色の細粒子。

両面に緑黄色の釉を施す。 L15Ib 外面に帷嘘痕が見られる。 黒色鉱物。微細な気泡3

24 ロ縁
厚手で、口縁を緩やかに外反させる。 赤褐色の細粒子。

失透気味の緑黄色の釉を施す。 西側畑表採外面に帷櫨痕が見られる。 （焼成不良）

14.0 
25 ロ縁

ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ。 灰白色の細粒子。
失透気味の緑黄色の釉を施す。 Nl4 I b 

外面に輔嘘痕が見られる。 黒色鉱物を含む。
VI 

14.6 灰白色の細粒子。 失透気味の緑黄色の釉を施す。
26 ロ縁 ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は舌状。

黒色鉱物を含む。 外面に釉垂れ。
M14 I a~b 

15.4 灰白色の細粒子。
27 ロ縁 ロ縁を緩やかに外反させ、口唇は丸みを持つ。

黒色鉱物。微細な気泡3
両面に緑黄色の釉を施す。 L15Ib-Ilb 

16.3 淡灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を施す。
28 ロ縁 ロ縁を大きく外反させ、口唇は丸みを持つ。

微細な気泡痕。 両面に粗い貫入が入る。
Ll5Ilb 

15.4 淡灰白色の細粒子。 両面に黄緑灰色の釉を施す。
29 ロ縁 ロ緑を緩やかに外反させ、口唇は平坦に成形。

微細な気泡痕。 両面に細かい貰入が入る。
Ml4 I a-b 

18.3 丸みを持って立ち上がる大振りの碗。 灰白色の細粒子。 両而に緑黄色の釉を施す。
30 ロ縁 口唇は玉縁状に肥厚する。外面は輔櫨痕明瞭。 白色鉱物を含む。 両面に粗い貰入が入る。

L15No.l b 

31 ロ縁 口唇は玉縁状に大きく肥厚する。
淡灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を施す。

Ml51Ia 
微細な気泡痕。 両面に粗い貰入が入る。

32 ロ縁 口唇は玉縁状に大きく肥厚する。
淡灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を施す。

L14 I b 
微細な気泡痕。 両面に粗い貫入が入る。

vrr 
33 ロ縁 口唇はやや外反気味に肥厚する。

灰白色の細粒子。 両面に失透気味の緑黄色の釉を施す。
M14 I b 

白色鉱物を含む。 両面に粗い貫入が入る。

34 ロ縁 外面口縁を削り取り、口唇を玉縁状に肥厚させる。
淡灰白色の細粒子。

両面に黄緑色の釉を施す。 L15Ilb 
微細な黒色鉱物。

第21図
35 碗 ロ縁 外面口縁を削り取り、口唇を玉縁状に肥厚させる。 淡灰白色の細粒子。 両面に失透気味の濃緑色の釉を施す。

出土地不明
圏版10 （残土内表採）

36 ロ縁
厚手の外反碗で、外面にラマ式蓮弁文を

淡灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を厚く施す。 L15表採片切り彫りで描く。

37 胴部 厚手で、両面にラマ式蓮弁文を片切り彫りで描く。 淡灰白色の細粒子。
両面に緑黄色の釉を厚く施す。 Ll5 I a-b 
粗い貫入が入る。 Ml5lb-Ila 

38 vm 胴部 厚手で、両面にラマ式蓮弁文を片切り彫りで描く。
淡灰白色の細粒子。 両面に緑黄色の釉を厚く施す。

Ll5Ilb 
微細な気泡痕。 粗い貰入が入る。

39 胴部 厚手で、両面にラマ式蓮弁文を片切り彫りで描く。
灰白色の細粒子。

両面に緑黄色の釉を厚く施す。 西側畑表採
白色鉱物を含む。

40 胴部
厚手で、外面にラマ式蓮弁文を片切り彫りで描く。 淡灰白色の微粒子。

両面に緑黄色の釉を厚く施す。 Ll5lb 内面見込み近くに陰圏線。 黒色鉱物。微細な気泡痕。
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挿図番号
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図版番号

ロ縁を微弱に外反させる。 淡灰白色の微粒子。
41 ロ縁 内面口縁直下に2条の遡線と四方欅文を陰刻。 黒色鉱物を含む。

両面に緑黄色の釉を施す。 西側畑表採

42 IX ロ縁
丸みを持って立ち上がる大振りの外反碗。 淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑黄色の粕を施す。

015層不明口唇を波状に成形。外面外面に蓮弁文？を描く。 黒色鉱物を含む。 両面に細かい貫入が入る。

17.0 丸みを持って立ち上がる大振りの外反碗。 淡灰白色の微粒子。 両面に失透気味の淡緑黄色の釉。 Ll4~Ll5 
43 ロ縁 外面外面に蓮弁文？を描く。 黒色鉱物を含む。 両面に粗い貰入が入る。 Ia~b 

16 4 灰白色の細粒子。 両面に淡緑黄色の釉を施す。
44 ロ縁 外面に箆描きで雑な雷文帯を描く。

微細な気泡痕。 両面に祖い貫入が入る。
L15Ilb 

16.4 
45 ロ縁

外面に箆描きで雑な雷文帯を描く。 淡灰白色の微粒子。
両面に淡緑黄色の粕を施す。 Ll5Ila~b 

内面には調整痕が認められる。 黒色鉱物を含む。

46 Xa ロ縁
外面に箆描きで雑な雷文帯を描く。 灰白色の細粒子。

両面に淡緑黄色の釉を施す。 TP7-l層
内面には型押しによる雷文帯を施文。 微細な気泡痕。

47 ロ縁 外面に箆描きで崩れた雷文帯を描く。
淡灰白色の微粒子。

両而に緑黄色の釉を施す。 西側畑表採
黒色鉱物を含む。

第21図
48 碗 ロ縁

外面に箆描きで雑な雷文帯を描く。 淡灰白色の微粒子。
両面に緑黄色の釉を施す。 Ml4Ilb 図版10 内面には構成不明な文様が描かれる。 黒色鉱物を含む。

49 ロ縁 外面に型押しで雷文帯を施文する。 淡灰白色の微粒子。 両面に緑黄色の釉を施す。
Ll51Ib 
M151Ib 

50 Xb ロ縁
外面に型押しで雷文帯を施文する。

淡灰白色の微粒子。
両面に黄緑灰色の釉を施す。

M15 I a-b 
内而には構成不明な文様が描かれる。 細かい貫入が入る。

外面に片切り彫りによる蓮弁文？ 淡灰白色の微粒子。 両面に黄緑灰色の釉を施す。
51 胴部 内面には構成不明な文様が型押しで施文。 黒色鉱物を含む。 粗い貰入が入る。

Ml4lb 

52 Xa 胴部
内面には片切り彫りで構成不明な文様を描く。 灰白色の微粒子。

両面に濃灰白色の紬を施す。 Ml4 I a-b 
劃花文碗の可能性も考慮しておく。 黒色鉱物を含む。

53 胴部 内面には構成不明な文様が型押しで施文。 淡灰白色の微粒子。
両面に淡緑黄色の釉を施す。

M14Ib-Ilb 
細かい貰入が入る。

54 Xb 胴部 内面には構成不明な文様が型押しで施文。
淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑黄色の粕を施す。

TP7-1恩
微細な気泡。 粗い貫入が入る。

外面に指圧痕？ 赤褐色の細粒子。 両面に濃緑黄色の釉を施す。 出士地不明
55 胴部 内面には葉状の文様を陽刻。 （焼成不良） 細かい貫入が入る。 （残土内表採）

56 ロ縁 外面に箆描きにより弁先と幅の狭い細蓮弁を描く。 橙褐色の細粒子。 両面に失透気味の濃緑黄色の釉。 L15 I b 

両面に濃黄緑色の釉を施す。
57 ロ縁 外面に線描きにより福の狭い細蓮弁を描く。 淡黄白色の細粒子。

細かい貫入が入る。
L15Ib-Ila 

58 ロ縁 外面に線描きにより弁先と幅の狭い細蓮弁を描く。 淡灰白色の微粒子。
両面に黄緑灰色の釉を施す。

西側畑表採
細かい貫入が入る。

59 ロ縁 外而に線描きにより弁先と幅の狭い細蓮弁を描く。
淡灰白色の微粒子。 両面に淡灰白色の釉を施す。

L15Ilb 
微細な気泡。 細かい貫入が入る。

60 ロ縁 外面に箆描きにより弁先と幅の狭い細蓮弁を描く。 灰白色の微粒子。
両面に黄緑灰色の粕を施す。

TP8-2層
粗い貰入が入る。

61 ロ縁 外面に線描きにより弁先と幅の広い細蓮弁を描く。 灰白色の微粒子。
両面に濃緑灰色の釉を施す。

Ll2表採
細かい貰入が入る。

XI 

62 ロ縁 外面に線描きにより弁先と幅の広い細蓮弁を描く。
淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑黄色の釉を施す。

TPS-2層
微細な気泡。 細かい貰入が入る。

63 ロ縁
外面に線描きにより弁先と幅の広い細蓮弁を描く。

灰白色の微粒子。
両面に灰白色の釉を施す。

西側畑表採全体に丁寧な造りである。 細かい貫入が入る。

64 ロ縁
外面に箆描きにより弁先と幅の広い細蓮弁を描く。

灰白色の微粒子。
両面に淡緑灰色の釉を施す。

Ml4 I a-b 
比較的丁寧な造りである。 細かい貫入が入る。

65 ロ縁 外面に線描きにより弁先と幅の狭い細蓮弁を描く。
淡灰白色の微粒子。 両面に淡緑灰色の釉を施す。

西側畑表採
微細な気泡。 細かい貰入が入る。

66 ロ縁 外面に線描きにより福の狭い細蓮弁を描く。 淡灰白色の微粒子。
両面に淡緑灰色の釉を施す。

TP7-1層
細かい貫入が入る。

67 底部 外面に線描きにより細蓮弁を描く。
灰白色の微粒子。

青灰色の釉を高台外面まで施す。 L14表採
黒色鉱物を含む。

14.9 第22図 赤褐色の細粒子。
図版11 68 碗 ロ縁 薄手で口唇は丸みを帯びるが内端は稜をなす。

（焼成不良）
両面に失透気味の黄緑灰色釉。 Ml51Ib 

15 0 淡澄褐色の細粒子。
69 ロ縁 口唇は丸みを帯びるが内端は稜をなす。

（焼成不良）
両面に失透気味の黄緑灰色釉。 TPS-1層

16 2 
70 ロ縁 薄手で口唇は舌状。比較的丁寧な成形。

灰白色の微粒子。 両面に緑黄色釉を施す。
N14 I b 

XII 黒色鉱物を含む。 細かい貫入が入る。

18 2 a 淡灰白色の微粒子。 両面に緑黄色釉を厚く施す。
71 ロ縁 厚手で大振りの碗。口唇は丸みを持つ。

黒色鉱物を含む。 粗い貰入が入る。
N14 I b 

72 ロ縁 口唇は尖り気味。古手の資料の可能性も考慮する。
淡灰白色の細粒子。 緑黄色釉を厚く施す。

K12表採
微細な気泡。 粗い貰入が入る。

淡灰白色の細粒子。 両面に淡緑灰色の釉を施す。
73 ロ縁 やや内彎気味で、口唇は丸みを帯びる。

黒色鉱物を含む。 細かい貝入が入る。
L15 I b~Ila 

74 ロ縁 逆「ハ」の字状に開き、口縁断面は方形をなす。 灰白色の細粒子。
両面に淡緑灰色の釉を施釉。

L15 II a 
XII 細かい貰入が入る。

b 両面に淡緑灰色の釉を施釉。
75 ロ縁 逆「ハ」の宇状に開き、口縁断面は方形状をなす。 灰白色の細粒子。

細かい貫入が入る。
西側畑表採

14 2 成形等はXII類と同一である。 両面施釉するも、焼成不良か二次的
76 ロ縁 外面に波状沈線を描いている。 淡黄白色の細粒子。

被熱の影響で白濁した失透釉となる。
Ml5Ilb 

xm 
77 ロ縁

成形等はXII類と同ーである。 淡橙褐色の細粒子。
焼成不良のため淡橙褐色となる。 Ml5 I b 

外面に波状沈線（細蓮弁文？）を描いている。 （焼成不良）

78 ロ縁 薄手で逆「ハ」の字状に開く。外面に明瞭な鮪櫨痕。 淡橙褐色の細粒子。 黄緑灰色の釉を施す。粗い貰入。 M15 I a~b 

79 XN  ロ縁 薄手で逆「ハ」の字状に開く。外面に輔櫨痕。 淡灰白色の細粒子。 黄緑灰色の釉を施す。 L15 I b 

80 ロ縁 薄手で逆「ハ」の字状に開く。外面に輔櫨痕。 淡橙褐色の細粒子。 白濁した黄緑灰色の釉を施す。 Ll5 II a 

-41-



第 12表青磁観察一覧3

挿図番号
器種・分類 部位 且 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貰入等 出土地

図版番号

商台「ハ」の字状で内削りは浅い。 明橙褐色の粗粒子。 白濁した青灰白色の釉を高台外面まで
81 底部 商台外端を段状に成形。雑な造りである。 （焼成不良） 施す。見込み蛇の目釉剥ぎ。胎土目。

出士地不明
6.3 

第22図
82 碗 XN  底部

高台「ハ」の字状で内削りは浅い。 明橙褐色の粗粒子。 白濁した青灰白色の釉を高台外面まで
Ll2表採

因版11
7.4 
高台外端を斜位に削る。雑な造りである。 （焼成不良） 施す。見込み蛇の目釉剥ぎ。

83 底部
面台「ハ」の字状で内削りは浅い。 明橙褐色の粗粒子。 白濁した青灰白色の釉を高台外面まで L14lb 

6.4 
面台外端を斜位に削る。雑な造りである。 （焼成不良） 施す。見込み蛇の目釉剥ぎ。胎土目。 Ll5Ilb 

商台は低く成形。畳付外端を斜位に削る。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色釉芍窓柚後、外底見込みを
84 底部 内底見込みに「金玉満堂」の印花文。 微細な気泡痕。 蛇の目釉剥ぎ。細かい貰入が入る。

Kl2表採
5.5 

85 底部
高台は高く内削りは深い。畳付外端を斜位に削る。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色釉を総釉後、外底見込みを

M151Ib 
6.8 
内面に構成不明の陰亥I」。 白色鉱物を含む。 蛇の目釉剥ぎ。細かい貫入が入る。

86 底部
高台は低く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。 緑黄色釉を総釉後、内外底の

M14 I a-b 
畳付外端を斜位に削る。 白色鉱物を含む。 見込みを釉剥ぎ。細かい貫入が入る。5.6 
商台は低く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色釉を総釉後、内外底の

87 底部 畳付外端を斜位に削る。 黒色鉱物を含む。 見込みを釉刹ぎ。細かい貫入が入る。
西側畑表採

4.8 VI? 

88 底部
商台はやや高めで内削りは浅い。

淡灰白色の細粒子。
淡緑灰色の和を高台外面まで施す。

Ml51Ib 
4.6 
畳付外端を斜位に削る。 内底見込みを釉剥ぎ。細かい貫入。

89 底部
高台は低く成形し、内削りは浅い。 灰白色の細粒子。

濃灰白色の釉を高台外面まで施す。 Kl5表採
5.0 
畳付外端を斜位に削る。内底見込みに印花文。 微細な気泡痕。

90 底部
面台は低く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色の釉を高台外面まで施す。

L14lb 
7.4 
畳付外端を斜位に削る。 黒色鉱物を含む。 粗い貫入が入る。

91 底部
商台は低く成形し、内削りは浅い。 明橙褐色の粗粒子。 緑黄色の釉を高台外面まで施す。 Ml5 I a~b 

5.3 
畳付外端を斜位に削る。内底見込みを段状。 （焼成不良？） 細かい貫入が入る。

92 底部
高台は低く小さい。内削りは浅い。

淡灰白色の細粒子。
淡青灰色の釉を高台外而まで施す。

015層不明
4.0 
畳付外端を斜位に削る。 細かい貫入が入る。

93 底部
高台は低く成形し、内削りは深い。 淡灰白色の細粒子。 淡青灰色の釉を昼付まで施す。 TPS-3層

5.8 
畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 粗い貫入が入る。

第23図 商台は低く成形し、内削りは斜位に深い。 淡灰白色の細粒子。 緑灰色の釉を高台外面まで施す。
図版12 94 碗 底部 畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 細かい貫入が入る。

Kl5表採
5.2 

95 底部
高台はやや高く成形し、内削りは浅い。 灰白色の細粒子。 緑灰色の釉を高台外面まで施す。

M15Ilb 
4.6 
畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 細かい貫入が入る。

96 底部
高台は低く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。

濁った緑灰色の釉を高台外面まで施す。 L-Ml5Ila-b 
4.8 畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。

混台は低く成形し、内削りは浅い。
97 底部 畳付外端を斜位に削る。 淡灰白色の細粒子。 濁った青灰色の釉を高台外面まで施す。 N15 I b 

5.6 

98 
XII 
底部

高台はやや高く成形し、内削りは浅い。
淡灰白色の細粒子。 淡黄緑灰色の釉を畳付まで施す。 M14 I b~Ilb 

？ 6.4 
畳付外端を斜位に削る。

99 底部
高台はやや高く成形し、内削りは浅い。

淡灰白色の細粒子。 淡黄緑灰色の釉を高台外而まで施す。 L15 I a-b 
5.8 
畳付外端を斜位に削る。

100 底部
高台は高く成形し、内削りは非常に浅い。 淡灰白色の細粒子。

濁った緑灰色の釉を高台内面まで施す。 TP3-3層
6,2 畳付外端を斜位、高台外而を竹節状に削る。 微細な気泡痕。

101 底部
商台は低く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。 淡黄緑灰色の釉を昼付まで施す。

Nl5 I b 
3.4 
畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 細かい貫入が入る。

102 底部
高台はやや高く成形し、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。 淡青灰色釉を総刹暖に外底見込みを

M~N15 I a~b 
5.8 
畳付外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 蛇の目釉剥ぎ。粗い貫入が入る。

103 底部
底台は低く成形し、内削りは非常に浅い。

淡橙白色の細粒子。
黄緑色釉を高台外面まで施釉後、

Ll5表採
5.2 畳付外端を斜位に削る。 見込みを釉剥ぎ。細かい貫入。

104 底部
面台は低く成形し、内削りは非常に浅い。

淡黄白色の細粒子。
濁った青緑灰色釉を高台外面まで

西側畑表採
6.0 
畳付外端を斜位に削る。 施釉後、内底見込みを釉剥ぎ。

やや上げ底状に成形。胴下部から角度変えて 灰白色の細粒子。
105 底部 立ち上がる。内底に櫛描文。 微細な気泡痕。

灰白色の釉を外面腰部まで施す。 L14lb 
5.2 

106 I 底部
やや上げ底状に成形。胴下部から角度変えて 淡灰白色の細粒子。

灰白色の釉を外面腰部まで施す。 Nl5 I b 
5.2 
立ち上がる。内底に櫛描文。 微細な気泡痕。

107 胴部 内面に櫛描文。碗の胴部も考慮しておく。
淡灰白色の細粒子。

淡緑灰色の釉を外面腰部まで施す。 Ml41 a~b 
微細な気泡痕。

12.2 
108 ロ縁

逆「L」字状に折り、口折れとする。
淡灰白色の微粒子。 緑灰色の釉を両面に施す。 TP6-1層

文様は確認できない。

12.4 逆「L」字状に折り、口折れとする。 淡灰白色の微粒子。
109 ロ縁 外面胴部に蓮弁文？ 微細な気泡痕。

淡緑灰色の釉を両面に厚く施す。 L14Ila~b 

II 
12.8 逆「L」字状に折り、口折れとする。 淡灰白色の微粒子。 淡黄緑色の釉を両面に厚く施す。

110 ロ縁 外面胴部に箆削りによる不明瞭な蓮弁文。 微細な気泡痕。 内面口縁直下、釉垂れ。
Ll51Ib 

13.0 逆「L」字状に折り、口折れとする。 淡灰白色の微粒子。 黄緑色の釉を両面に施す。
111 ロ縁 外面胴部に箆削りによる蓮弁文。 微細な気泡痕。 細かい貫入が入る。

Ml5Ila 

112 ロ縁
口唇に浅めの扶りを入れて稜花とする。 淡灰白色の微粒子。 緑灰色の釉を両面に施す。

L15Ila 
第24図 内面に箆削りと線彫りによるラマ式蓮弁。 微細な気泡痕。 両面に粗い貰入。

図版13 皿 12.3 
113 ill ロ縁

口唇に浅めの扶りを入れて稜花とする。 灰白色の微粒子。 緑灰色の粕を両面に施す。
N14 I b 内面に線彫りによるラマ式蓮弁。 微細な気泡痕。 両面に細かい貫入。

12.2 口唇に浅めの扶りを入れて稜花とする。 淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。
114 ロ縁 内面に線彫りによるラマ式蓮弁。 微細な気泡痕。 両面に細かい貫入。

Nl5 I b 

115 ロ縁 ロ縁部を大きく外反させる。口唇は丸みを持つ。 淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。 N15 I a-b 

12.4 ロ縁部を緩やかに外反させる。 白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。
116 ロ縁 口唇は丸みを持つ。 微細な気泡痕。 両面に細かい貰入。

M14lb 

N 
12.0 

117 ロ縁
ロ縁部を緩やかに外反させる。 淡灰白色の微粒子。

淡黄緑灰色の釉を両面に施す。 Ml5Ib-Ila 
口唇は丸みを持つ。 微細な気泡痕。

12.8 ロ縁部を緩やかに外反させる。 淡灰白色の微粒子。
118 ロ縁 口唇は舌状。両面にラマ式蓮弁文？ 微細な気泡痕。

淡緑灰色の釉を両面に施す。 西側畑表採

119 ロ縁
直ロロ縁で、口唇は舌状。外面口縁直下を 淡灰白色の微粒子。

淡黄緑灰色の釉を両面に施す。 西側畑表採削り取る。 微細な気泡痕。
V 

120 ロ縁
内彎気味に立ち上がる。内面に箆削りによる 淡灰白色の細粒子。 緑黄色の釉を両面に施す。

Ml51Ib 蓮弁文？を描いている。 微細な気泡痕。 細かい貰入が入る。

-42-
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直ロロ縁で、口唇は丸みを持つ。
121 ロ縁 内面口縁直下に調整痕。

淡灰白色の微粒子。 黄緑灰色の釉を両面に施す。 L14Ila~b 

10.0 内彎気味に立ち上がる。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。
122 ロ縁 口唇は丸みを持つ。 微細な気泡痕。 外面口縁直下、釉垂れ。粗い貫入。

M14 I a-b 

V 
12.5 

123 ロ縁
直ロロ縁で、逆「ハ」の字状に開く。

淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。 TP6-3層
口唇は舌状に尖る。

11.2 内彎気味に立ち上がる。口唇は丸みを持つ。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色釉を総釉後、外底の
124 ロ縁 外面に片切り彫りの蓮弁文、内面に箆削りの蓮弁文。 微細な気泡痕。 見込みを釉剥ぎ。粗い貫入。

M14 I b 

125 VI 胴部 泉州窯系と思われる資料。雑な成形である。
淡灰白色の粗粒子。

内面に緑黄色の釉を施す。 西側畑表採
微細な気泡痕。

126 底部 底径非常に小さい。高台もがなり低く、内削りは浅い。 淡灰白色の細粒子。
高台外面まで淡黄緑色の釉を施す。

M15Ila-b 
2.9 細かい貫入。

第24函
127 皿 底部 高台はかなり低く、内削りは浅い。

灰白色の細粒子。 青灰色の釉を昼付まで施す。
Ll5 I b 図版13

4.8 微細な気泡痕。 粗い貰入。

高台はかなり低く、内削りは浅い。「ハ」の字状。 灰白色の細粒子。 青灰色の釉を高台外面まで施す。
128 底部 畳付外端を斜位に削り取る。 微細な気泡痕。 粗い貫入。

西側畑表採
4.8 

129 底部
高台は低く、内削りは浅い。腰折状に立ち上がる。

淡橙白色の細粒子。
黄緑色釉を総釉後、外底見込みを Nl5Ia~IIa 

6.0 
畳付外端を斜位に削り取る。 釉剥ぎ。細かい貫入。

不明

130 底部
高台は低く、内削りは浅い。 灰白色の細粒子。 淡黄緑色釉を総釉後、外底

西側畑表採
5.6 
畳付両端を斜位に削り取る。 微細な気泡痕。 見込みを釉剥ぎ。

131 底部
尚台はかなり低く、内削りも浅い。 淡灰白色の細粒子。 淡緑灰色釉を総釉後、外底

西側畑表採
6.8 
畳付外端を斜位に削り取る。 微細な気泡痕。 見込みを釉剥ぎ。粗い貫入。

132 底部
高台はかなり低く、内削りは浅い。「ハ」の字状。

灰白色の細粒子。
淡緑灰色の釉を総釉後、外底

西側畑表採
5.6 
畳付外端を斜位に削り取る。内底見込みに圏線。 見込みを釉剥ぎ。細かい貫入。

133 底部 高台の断面形三角形状。非常に丁寧な成形。
淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。

TP8-l層
微細な気泡痕。 畳付端部の釉を掻き取る。粗い貫入。

25 2 鍔端部をつまみ上げて成形。 淡灰白色の微粒子。 濃緑黄色の釉を両面に施す。 L15 I b 
134 ロ縁 内面に箆削りによる福の広い蓮弁文を描く。 微細な気泡痕。 全体に細かい貫入。 L151Ib 

27 4 鍔端部をつまみ上げて成形。 淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。
135 I ロ縁 内面に箆削りによる福の狭い蓮弁文を描く。 微細な気泡痕。 粗い貫入。

Ll5Ilb 

136 ロ縁
鍔端部をつまみ上げて成形。

淡灰白色の微粒子。
淡緑黄色の釉を両面に施す。

Nl5 I b 内面に箆削りによる福の狭い蓮弁文を描く。 全体に粗い貰入。

23 4 ロ縁部を逆「L」字状に折り曲げて口折れとする。 淡灰白色の微粒子。 濃緑黄色の釉を両面に施す。
137 II ロ縁 口唇の平坦面に文様？ 微細な黒色鉱物。 全体に粗い貰入。

N15表採

25 6 盤もしくは鉢となる資料を扱った。 淡灰白色の微粒子。
138 ロ縁 厚手で、内彎気味に立ち上がる。 1J唇は丸くなる。 微細な黒色鉱物。

濃緑黄色の釉を両面に施す。 Ll4 I a~b 

盤 Ill 
逆「ハ」の字状に直口させる。

139 ロ縁 淡灰白色の微粒子。 淡濃緑黄色の釉を両面に施す。 西側畑表採内面に箆削りによる蓮弁文を描く。

140 底部 高台断面三角形状。外端を斜位に削る。
淡灰白色の微粒子。 淡濃緑黄色釉を総釉後、外底

TP7-1層
11 2 微細な黒色鉱物。 見込みを掻き取る。

141 底部 高台断面三角形状。外端を斜位に削る。
淡灰白色の微粒子。 淡濃緑黄色釉を総釉後、外底 Ll4 I a~b 

11 6 微細な気泡痕。 見込みを蛇の目釉剥ぎ。 Ml5Ilb 
不明

142 底部
非常に厚手で、外面に片切り彫りによる文様。 淡灰白色の微粒子。

淡濃緑黄色の釉を両面に施す。 L12表採内面にも片切り彫りによる文様と見込みに圏線。 微細な気泡痕。

143 底部 高台断面三角形状。外端を斜位に削る。
淡灰白色の微粒子。 淡濃緑黄色釉を総釉後、外底 Nl3表採

8.0 微細な気泡痕。 見込みを蛇の目釉剥ぎ。細かい貫入。 M14 I a~b 

蓋甲頂部の撮み直下である。撮みの痕跡が残る。 淡灰白色の微粒子。
144 甲 淡濃緑灰色の釉を施す。 L15 I a~b 

内面には印花文。 微細な気泡痕。

145 甲 蓋甲頂部片。内面には印花文。
淡灰白色の微粒子。

淡濃緑灰色の釉を施す。 N14 I b 
第25圏 蓋

微細な気泡痕。

図版14 酒
淡灰白色の微粒子。

146 会 鍔 酒会壺蓋の鍔端部片。内面に調整痕が顕著。
微細な気泡痕。

濃緑灰色の釉を蓋甲面に施す。 M151Ib 
宰-

酒会壺蓋の鍔端部片。僅かにつまみ上げ波状と 淡灰白色の微粒子。
147 鍔 緑灰色の釉を蓋甲面に施す。 西側畑表採している。内面は雑な調整。 微細な気泡痕。

148 身 底部
外面に片切り彫りの蓮弁文？落とし底の造りと 淡灰白色の微粒子。

緑灰色の釉を施す。細かい貰入。 M15Ila~b 
なっているが、欠落しており判然としない。 微細な気泡痕。

5.5 ロ縁部を強く内彎させる口寄口縁。 淡灰白色の微粒子。 淡緑灰色の釉を両面に施す。 Ll4 I a~b 
149 ロ縁 外面に構成不明の文様を描いている。 微細な気泡痕。 細かい貰入。 M14 I b~Ilb 

150 ロ縁
口寄口縁。 149に比して大きいタイプとなる。

淡灰白色の微粒子。 緑灰色の釉を両面に施す。 西側畑表採外面に凸状の貼付文？

足
151 香炉 香 胴部 薄手で、外面に竹節状の稜をなす。 淡灰白色の微粒子。 緑灰色の釉を両面に施す。 西側畑表採

炉
？ 淡灰白色の微粒子。

152 胴部 薄手で、外面に竹節状の稜をなす。
微細な気泡痕。

淡緑灰色の釉を両面に施す。 TP8-3層

153 底部
腰部下方に三角状の足を付す。いわゆる「千鳥足」 淡灰白色の微粒子。 濃緑灰色の釉を施す。内面は見込み

Nl5 I b 
4.2 
外底の高台外端を斜位に削る。 微細な気泡痕。 部分を釉剥ぎ。

灰白色の微粒子。
154 馬上杯 脚 馬上杯の脚部。外面に螺旋状の凹凸。

微細な気泡痕。
緑灰色の釉を施す。粗い貫入。 L13表採

灰白色の微粒子。
155 双耳 環 双耳瓶の環破片。

微細な気泡痕。
濃緑灰色の釉を厚く施す。 M14 I b 

156 胴部
薄手で、外面には楠図不明の文様を描く。 淡灰白色の微粒子。

淡緑灰色の釉を厚く施す。 西側畑表採内面は調整痕。 微細な気泡痕。
瓶

157 不明 胴部
厚手で、外面には構図不明の文様を描く。 淡黄灰白色の微粒子。

黄緑色の釉を施す。 出土地不明内面は調整痕が顕著である。 微細な気泡痕。

158 胴部
厚手での胴部片。 灰白色の微粒子。 失透気味の淡緑灰色釉を

TP6-3冠
内面は調整痕が顕著である。 微細な気泡痕。 外面に施す。内面は露胎。

高台は低く、内削りも浅い。 灰白色の細粒子。 濃緑灰色の釉を厚く施す。
159 袋物 不明 底部 全体的に雑な造りである。 微細な気泡痕。 内面は露胎である。

M15Ib-Ila 
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5 青花

青花で確認された器種としては、碗・皿・杯・小杯・瓶がある。出士総数は 594点で、層位別出士傾向

としては、 I a~b 層中が 178 点、西側畑表採が 139 点で、全体の 5 割強を占めている。器種別傾向とし

ては、碗が562点と全体の95%強を占めている状況にある 0013表）。以下、器種別に分類概念を述べて、

詳細は観察表に記する。

碗 0026 図~27 図 1~39)

15 C 後半~17 C 代が想定される資料について、形態や文様等の特徴から I~III類に分類した。

I 類外反碗（第 26 図 1~3) 薄手で丁寧な成形。外面には四宝唐草文？、内面には雷文帯を描く。

II類直口碗（第26図4) I類と同様に薄手で丁寧な成形。外面に草花文を描く。

II1類腰折碗（第26図5) 直口口縁で外面に波濤文を描く。

当該期の胴部・底部資料について図化した0026 図 6~12)。胴部資料については、外面に梵字文（同

図 6~7) や雲堂手（同図 8) は I·II類、腰折碗（同 9) は 1II類に相当する。底部資料は、 1II類

と同時期の蓮子タイプ（同 10)、I・II類に相当する慢頭心タイプ（同 11)、II1類腰折碗の底部資

料（同 12)がある。

17 C 末~18 C前半が想定される資料について、いわゆる福建・広東系の碗をN類として分類した。

N類福建・広東系碗（第 26 図 13~27) 直□タイプと外反タイプがある。外面に草花文やコンニャ
ク印判を施す。

18 C代が想定される資料について、形態や文様等の特徴からV類として分類した。

v類直口碗（第 27 図 28~33) 薄手の直口碗で雑な成形である。外面に簡略化された波濤文・芭蕉

文を描く。

18 c~19 C前半に想定される資料として、徳化窯系の外反碗の一群をVI類とした。
VI類外反碗（第 27 図 34~38) やや厚手の外反碗で、外面に草花文や寿文等を描いている。

皿（第 27 図 40~59)

I 類外反皿（第 27 図 40~48) 外面に牡丹唐草文、見込みに十字花文のほか、特徴的なものを図化した。

II 類碁笥底皿（第 27 図 49~59) 同様な文様構成のものを碁笥底皿とした。簡略化した波濤文・芭

蕉文を描く。

杯 0027 図 60~66)

I 類直ロタイプ（第 27 図 60~64) 非常に薄手で、内外面に圏線、外面に構図不明の文様を描く。

II 類外反タイプ（第 27 図 65~66) I類と同様に非常に薄手。内外面に圏線、外面に構図不明の文

様を描く。

小杯（第 27 図 67~68) 底部資料のみを図化した。型成形で、外面に簡略化した如意文頭？や高台に

銘を描く。

瓶（第 27 図 69~75) 口縁は端部をつまみ上げるものや外反させるタイプ、頸部には芭蕉文・蓮弁文

等を描く。

第 13表青花出土状況一覧

ミ出土位謹．層位
碗

訂l 杯
15 C後~17c代 17c;-l<;~18c前 18C代 18c~19c前 小杯 瓶

年代不明 合計
I類 II類 Ior II類 皿類 W類 v類 不明 Vl類 I類 11類 I類 II類不明

口隕口 胴 底口胴 底 口胴底口服口胴口朋底胴 底 胴底口 胴 底 ロ ロ胴 口隕 広 口頸 隕

去採 I I 1 5 I I I 2 4 3 1 1 3 25 

1 1 1 1 4 

' 0 4 6 6 7 3 1 8 5 6 2 1 1 3 3 11 2 4 3 1 1 2 1 1 2 84 

d 2 6 2 11 2 3 2 5 16 2 I 4 I I 18 3 3 2 I 1 1 I 2 90 
lb-Ila 1 2 8 2 1 2 2 2 1 I 2 7 2 3 1 1 38 
I炉 lib I 2 I 2 1 1 1 1 10 

I I 1 7 1 2 5 4 I 3 3 1 1 31 

' " I 7 9 I 1 3 2 I 8 2 2 4 1 2 1 11 2 1 1 1 2 1 1 1 1 67 

•~• 1 2 1 4 

溝 遺 ~ 1 3 1 1 I 2 2 2 13 

束壁屈不•
ms 

1 1 

州遅阻不明 1 1 2 
L15llb LI改 採 L15I o-b I 1 
11511 a-b LU I a-b 1 1 
K14Ia-b 111511a 1 1 
HH I a-b 1!15Ilb I 1 
K15lla K15 I~-b 1 1 
H151Ib LH I a-b 1 1 
K15llb L15lla L15llb L14 I b-11• X1511 1 1 
H15llb HH!b 1 1 
K15llb K15 I b-11・ 1 1 

不• I 2 3 I 2 1 1 2 1 1 1 16 
百側畑去採 8 9 5 7 2 7 2 13 23 7 2 10 3 8 22 1 I 2 2 1 2 1 1 139 

' 3 2 1 10 1 3 9 1 I I 2 I 2 7 1 I I 47 

' U 2 2 1 I 1 1 1 g 

H 1 1 

' 1 2 1 1 1 1 7 

合計 22 38 19 75 10 6 21 9 41 83 32 5 9 23 5 10 19 4 85 15 I 14 15 5 9 5 2 1 I I 2 2 I 7 597 
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第 14表青花観察一覧 l
挿図番号

器種・分類 部位 翡 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地
図版番号 底径

薄手の外反碗。外面に圏線、草花文と牡丹唐草文。
1 ロ縁 内面は圏線のみ。小碗の可能性も考慮しておく。 淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈し、口唇は口禿。 西側畑表採

2 I ロ縁
薄手の外反碗。外面に圏線、草花文？

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 N15 I b 
内面は圏線、雷文。

3 ロ縁
薄手の外反碗。外面に圏線、構図不明文。

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 TP7-l層
内面は圏線のみ。蓋付碗の身／小碗の可能性。

15c 

4 II ロ縁
薄手の直口碗。外面に圏線と草花文。

白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 L15 I b 

後
内而は圏線のみ。

5 ＂［ ロ縁
腰折碗の口縁部。外面に圏線、簡略化した波溺文。

白色の微粒子。 淡青白色を豆す。 Ll5表採
半 内面は圏線のみ。

6 
I 

胴部 薄手の碗胴部片。外面に梵字文。 白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 Ml4Ib-Ila 

7 
17c 
I orll 胴部 薄手の碗胴部片。外面に梵字文。呉須が明瞭。 白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 西側畑表採

8 胴部
薄手の碗胴部片。外面に雲文。

白色の微粒子。 濁った青白色を呈す。 Ml5 I a-b 
代 いわゆる「雲堂手」タイプ。

9 ill 胴部
腰折碗の胴部片。外面に幽線、簡略化された

白色の微粒子。 濁った青白色を呈す。 西側畑表採
アラベスク？（構図不明文様）。内面は圏線のみ。

10 ill 底部
蓮子タイプの底部資料。外面に芭蕉文のくずれ

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。
M14 I a~b 

内底見込みに蓮華文と圏線。 Ml5Ila 

11 I orll 底部
鰻頭心タイプの底部資料。外面に草花文？

白色の微粒子。
淡青白色を忌す。

Ll5Ilb 
内底見込みに圏線、草花文。外底見込み圏線。 畳付のみ露胎とする。

12 ill 底部
腰折碗と思われる底部資料。高台外面に圏線。

淡灰白色の微粒子。
濁った淡青白色を呈す。総釉後に

L15Ilb 
6.0 
内底見込みに十宇花文。 畳付～外端のみ露胎とする。

11.8 
13 ロ縁

薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。
淡灰白色の微粒子。 濁った淡灰白色を呈す。 TP8-1層

外面に圏線。内面は圏線と波涵文のくずれ？

13.8 
第26図
14 碗 ロ縁

薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。
淡灰白色の微粒子。 失透気味の黄灰色を呈す。 M15 I b-Ila 図版15 外面に圏線と草花文、内面は圏線のみ。

14.1 
15 ロ縁

薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。
淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を丑す。 西側畑表採

外面に圏線と草花文、内面は菌線のみ。

16 ロ縁
薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。

淡灰白色の微粒子。 濁った黄灰白色を呈す。 014 I b 
雛櫨痕が明瞭。内外面に圏線。

17 ロ縁
薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。

淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を忌す。 L14 I a-b 
17c 外面に圏線と草花文、内面は圏線のみ。

18 ロ縁
薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。

淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。 西側畑表採外面に圏線とコンニャク印判、内面は圏線のみ。
末

薄手の直口碗で、いわゆる福建・広東系碗。 M14 I a~b 
19 ロ縁 外面に圏線と波濤文？内面は匿線のみ。

淡灰白色の微粒子。 濁った黄灰白色を呈す。

I 14.2 
20 N ロ縁 やや厚手の外反碗。外面に草花文？ 淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。 TP6-3層

14.2 
21 

18c 
ロ縁 やや厚手の外反碗。外面にコンニャク印判。 淡黄白色の微粒子。 濁った黄灰白色を呈す。 TPS-3層

月`．IJ 福建・広東系碗の底部資料。 濁った黄灰白色を呈す。
22 底部 高台は低く、内削りは浅い。畳付外端を斜位に削る。

淡黄白色の微粒子。
高台外面まで施釉。内底は露胎。

西側畑表採
6.0 

半 福建・広東系碗の底部資料。見込みに草花文。 濁った黄灰白色を呈す。一部、高台
23 底部 高台は低く、内削りは浅い。畳付外端を斜位に削る。 淡黄白色の微粒子。 内面まで施釉。細かい貰入。

M15 I a 
6.4 

24 底部
福建・広東系碗の底部資料。高台外面に圏線。

淡黄白色の微粒子。
濁った灰白色を旦す。内底見込み

出土地不明
6.2 
高台は低く、内削りは浅い。畳付外皓を斜位に削る。 蛇の目釉剥ぎ。畳付両端は露胎。

25 底部
福建・広東系碗として分類。

淡橙褐色の細粒子。 内底見込みに重ね焼きの痕跡？ Ll5表採
6.4 
高台は低く、内削りは浅い。畳付両姫を斜位に削る。

26 底部
福建・広東系碗の底部資料。「ハ」の字状に開く。

淡橙褐色の細粒子。
濁った灰白色を呈す。内底見込み

TPS-3層
7.6 
高台は低く、内削りは浅い。畳付外端を斜位に削る。 蛇の目釉剥ぎ。高台両端は露胎。

27 底部
福建・広東系碗の底部資料。「ハ」の字状に開く。

淡黄白色の微粒子。
濁った灰白色を呉す。内底見込み

015層不明
8.0 
高台は低く、内削りは浅い。畳付外端を斜位に削る。 蛇の目釉剥ぎ。高台両端は露胎。

薄手の直口碗で比較的丁寧な成形。
28 ロ縁

外面に圏線、波溺文。内面に臨線。
白色の微粒子。 淡背白色を呈す。 TP7-2層

11.8 Ll4 I b,.._, Ila 
29 ロ縁

薄手の直口碗で雑な成形。外面に圏線、簡略化
淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。 L15Ila~b 

された波湊文と芭蕉文？内面に涸線。 M151Ia,.....,b 
11.8 淡青白色を呈す。

30 18c ロ縁
薄手の直口碗で比較的丁寧な成形。

白色の微粒子。 TPS-2層
外面に圏線、波濤文。内面に圏線。 粗い貫入。

V 

31 代 ロ縁
薄手の直口碗で雑な成形。外面に圏線、簡略化

淡灰白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。 M15Ilb 
された波湊文と芭蕉文？内面に圏線。

32 胴部
薄手の直口碗の胴部片。比較的丁寧な成形。

白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 M14lb 
外面に芭蕉文。内面に圏線。

33 胴部
薄手の直口碗の胴部片。比較的丁寧な成形。

白色の微粒子。 淡青白色を豆す。
M14 I a~b 

外面に芭蕉文。内面に圏線。 M15Ilb 
碗

第27図
34 ロ縁

ロ縁部を緩やかに外反させる。
淡灰白色の微粒子。 濃灰白色を呈す。 西側畑表採因版16 外面に圏線、草花文

18c ロ縁部を緩やかに外反させる。
35 ロ縁 外面に圏線、草花文。内面に圏線。

淡灰白色の微粒子。 灰白色を呈す。 M14 I b-Ilb 

¥ 
ロ縁部をきっく外反させる。

36 19c VI ロ縁 外面に圏線、寿文。内面に圏線。
淡灰白色の微粒子。 灰白色を呈す。 L14Ib 

月`．IJ 12.6 
37 ロ縁

ロ縁部をややきつく外反させる。
淡灰白色の微粒子。 灰白色を呈す。 Ml5Ilb 

外面に圏線、草花文。内面に臨線。

半 14.8 
38 ロ縁

ロ縁部をややきつく外反させる。
淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 L15 !Ib 

外面に圏線、草花文。内面に圏線。

39 I前&17末S , N 胴部
VI類としていたが、見込みを釉剥ぎ（露胎）と

淡灰白色の微粒子。 灰白色を呈す。 西側畑表採
するため、福建・広東系碗の胴部片とした。

薄手の外反皿胴部。外面に圏線、牡丹唐草文。
40 皿 I 胴部

内面の文様は構図不明。
淡灰白色の微粒子。 淡官白色を呈す。 西側畑表採
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第 14表青花観察一覧2

挿図番号
ロ径

図版番号
器種・分類 部位 器高 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地

底径

型成形であると思われる。外面は胴下部と
41 底部 高台外面に圏線、内底見込みに圏線と菊花状文様。 淡黄白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。 TP6-3吊

48 
＇ 

42 底部
薄手での外反皿。畳付外端を斜位に削る。

淡黄白色の微粒子。 濁った灰白色を呈す。
M15 I b~Ila 

4.4 
外面に唐草文、内底見込みに十字花文と圏線。 M15 !Ib 

I 

43 底部
福建・広東系碗に成形近似。「ハ」の字状に開く。

淡黄白色の微粒子。
濁った灰白色を呈す。

残土内採集
4.8 
畳付外端を斜位に削る。見込みに構図不明文様。 細かい貫入。

＇ 

44 底部
大き目の外反皿。畳付外端を斜位に削る。

淡灰白色の微粒子。
淡青白色を呈す。

Ll5 I b 
7 6 
外面に圏線、内底見込みに圏線と草花文？ 粗い貰入。

I I 

45 底部
大き目の外反皿。外面に圏線と如意文頭？

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 TP4-l層
内底の見込みに圏線と構図不明文様。

＇ 

46 底部
外反皿になると思われる底部資料。

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 N14 I b 見込みに花弁文？

＇ 
外反皿になると思われる底部資料。

47 底部 見込みに花弁文？ 淡灰白色の微粒子。 淡青白色を星す。 L14 I b 

I 

48 底部
外反皿になると思われる底部資料。

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 M14 I b 
外底の見込みに銘。

＇ 10.4 
49 ロ縁

直ロロ縁の碁笥底皿。
淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。

L14 I a~b 
外面に圏線、簡略化した波活文。内面に圏線。 M15 !Ib 

＇ 11 4 
50 皿 ロ縁

直口口縁の碁笥底1IIl。外面に圏線、簡略化した
淡灰白色の微粒子。 濁った黄灰白色を呈す。

Ml4 I b 
波灘文と芭蕉文。内面に圏線。 Ml5 !Ib 

I 
10.8 

51 ロ縁
直ロロ縁の碁笥底皿。外面に西線、簡略化した

淡灰白色の微粒子。 淡育白色を呈す。 L-Ml4 I b 
波癖文と芭蕉文。内面に圏線。

＇ 10 4 
52 ロ縁

直ロロ縁の碁笥底皿。外面に幽線、簡略化した
淡灰白色の微粒子。 淡青白色を足す。 L14 I a~b 

波濤文と不明文様。内面に圏線。
I 

53 ロ縁
直ロロ緑の碁笥底皿。外面に圏線、簡略化した

淡灰白色の微粒子。 淡青白色を呈す。 M14 I b-Ila 
波消文と芭蕉文。内面に圏線。

＇ L15表採
II 碁笥底皿の底部。内削りは浅く、雑な成形。

54 底部 外面に圏線と芭蕉文。内面に圏線と草花文？ 淡灰白色の細粒子。 淡青白色を呈す。 Ll5 I a,..._,b 

3.4 L151Ib 

＇ 

55 底部
碁筍底皿の底部。内削りは浅く、雑な成形。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 西側畑表採
28 
外而に固線と芭蕉文？内而に草花文？

I 

56 底部
碁笥底皿の底部。内削りは浅く、雑な成形。

淡灰白色の細粒子。 失透気味の濁った黄灰白色を呈す。 西側畑表採
30 
外面に簡略化された芭蕉文。内面に草花文？

＇ 

57 底部
碁笥底JII1の底部。内削りは浅く、雑な成形。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 Ml5 !Ib 外面に芭蕉文？内面に謡線と草花文？
I 

第27函
58 底部

碁笥底皿の底部。内削りは浅く、砂粒が付洛。
淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 Ml5 !Ib 図版16 外面に圏線、内面に草花文？

＇ 

59 底部
碁筍底皿の底部。内削りは浅く、雑な成形。

淡灰白色の細粒子。 失透気味の濁った黄灰白色を呈す。 M14 I b-Ila 外面に簡略化された芭蕉文。内面に花井文？

60 ロ縁
直ロロ縁の杯。

淡灰白色の細粒子。
淡青灰白色を局す。

Ll4 I b 外面に圏線と不明文様。内面に圏線。 口唇部を口禿とする。
I 

52 
61 ロ縁

直ロロ縁の杯。型成形と思われる。
淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を局す。 M15Ila 外面に圏線と花井文？

＇ 5,0 
62 I ロ縁

直ロロ縁の杯。型成形と思われる。
淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 TPS-1層

外面に圏線と花丼文？
I 

6.8 
63 杯 ロ縁

直ロロ縁の杯。型成形と思われる。
淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 Ml5 I b 内外面に圏線。

＇ 

64 ロ縁
直ロロ縁の杯。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 残土内採集内面に不明文様。

＇ 

65 ロ縁
薄手での外反口縁。

淡灰白色の細粒子。 淡灰白色を呈す。 西側畑表採外面に園線と花丼文、内面に圏線。
I II 

7 0 
66 ロ縁

厚手の外反口縁。
淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を届す。 L15 I a~b 

両面に圏線。

型成形。杯の可能性も考慮しておく。 淡灰白色を呈す。67 底部 外底見込みに銘。 淡灰白色の細粒子。 L15 I b 

＇ 
小 杯 不明

2.4 

68 底部
型成形。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 M15 I a~b 
1 6 
外面に圏線と如意文頭。外底見込みに銘。

5.4 瓶の口縁。端部を上方につまみ上げる。
69 ロ縁 外面に圏線と芭蕉文。 淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 西側畑表採

＇ 7 1 
70 ロ緑 外反口縁◇ 口唇に圏線。 淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を星す。 L15 I b 

I 

71 頸部 外面に芭蕉文。内面に黒い変色。 淡灰白色の細粒子。 育灰白色を呈す。 Ml5 I a~b 

＇ 

72 瓶 胴部
内面に積み痕が明瞭に残る。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 Ll4 I b 外面に圏線とラマ式蓮弁文？

＇ 

73 胴部
内面に積み痕が明瞭に残る。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を足す。 Ll5 I a~b 
外面に下向きのラマ式蓮弁文。

I 

74 胴部
内面に積み痕が残る。

淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を呈す。 出土地不明外面に宝相華唐草文？

＇ 

75 胴部 瓶の胴下部。外面に蓮弁文。 淡灰白色の細粒子。 淡青灰白色を星す。 TP6-3層
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6. 褐釉陶器

ここでは中国産褐釉陶器及びタイ産褐釉陶器について述べる。確認された器種としては、中国産褐釉陶器

が壺・揺鉢、タイ産褐釉陶器が壺のみである。出士総凄（は566点で、層位別出士傾向は、 Ia~b層中 155 点、

西側畑表採 160点で、全体の5割強を占め、産地別だと中国産褐釉陶器が85%を占めている。以下、比較

的に形状が窺える資料について図化し、概要を記することとする。

中国産褐釉陶器（第 28 図 1~17)

壺（第 28 図 1~16)

一般的な大型壺をいわゆる中国産褐釉陶器壺（第 28 図 1~10) として扱い、小型の壺や口縁形態の異

なる資料等はその他中国産褐釉陶器壺（第 28 図 11~16) とした。いずれも素地は淡灰色で微細な白色

鉱物を含み、釉調は黄茶褐色～淡黄茶褐色を呈する。

1~2 は口縁部の断面が方形状を呈する有頸壺である (L15 I a~b/L15 II b) 。 3~4 は有頸壺の頸部

資料である (Ll5 I b~II b/ L15 II b) 。 5~5 は有頸壺の耳であるが縦耳であると思われ、先述の 1~

4とは若干異なる上質なタイプの有頸壺であると思われる。首里城京の内出上資料が参考資料となる (M14

I b/N 15 I b~II a) 。 7~8 の胴部 (M15 I a~b/Ll 5 I b) 、 g~10 の底部資料 (N15 I b/L15 I 

a~b) については 1~4 と同タイプに分類できる。

11は短頸もしくは無頸壺の口縁で、微弱に外反するタイプである (M15II b)。12は肩部から角度を変

えてすぼまるように立ち上がる無頸壺であると思われる (L15I a~b) 。 13~15 は小型壺の底部である

が、 15は薄作りで広底のタイプである（西側畑表採/L14I b/ L15 II b)。16は中国産褐釉陶器でない可

能性も考慮されるが本文にて扱った。口縁を外側に折り曲げた後で立ち上がらせており、蓋の受けのように

成形されている（西側畑表採）。

擢鉢（第28図17)

播鉢の口縁が1点得られている。口縁部を折り返して玉縁状に成形している。筋目は確認できない。一般

的な中国産褐釉陶器の播鉢に比して厚手であることから、他産地の可能性も考慮しておく（西側畑表採）。

タイ産褐釉陶器（第 28 図 18~21)

口縁部をきつく外反させて、口唇を上方につまみ上げ突出させるものや緩やかに外反させるものがある。

いずれも素地は灰紫色で微細な白色・茶褐色の鉱物を含み、釉調は濃茶褐色～黒茶褐色を星する。

18~20 は、頸部で一端締まった後にラッパ状に開く有頸壺の口縁資料である (Ll5 II b/西側畑表採／西

側畑表採）。 18は口唇が下方に突出するタイプで、 20は上方につまみ上げるように突出するタイプである。

21 は底部資料で 18~20 と同タイプに分類できる有頸壺の底部である。

第 15表褐釉陶器出士状況一覧

出三土位置・眉位位

中国産 タイ産

"' （その他）壺 揖鉢 !l! 
合計

口緑 頸 耳 I'! 朋部 底部 口縁 胴部 底部 口緑 口緑 頸 耳 !'! 朋部 底部

表採 1 14 5 5 25 
la 2 1 3 

I lb 1 I 1 31 3 21 2 1 5 66 
la~b 1 1 51 2 I 21 I 8 86 

I a~ Ila 1 1 
I b~、Ila 1 I 18 11 I 3 35 
I b~ Ilb 1 5 2 1 ， 
a I 12 14 I 2 30 

Il lb I 3 32 1 I 21 1 4 1 8 73 

la-b 1 1 1 3 
溝状遺構l② 4 4 1 ， 
LIS層不明 2 I 1 4 
015南嘩層不明 1 1 
L14 I b・LlSIIb 1 I 2 
L14 I a b・014 I b 1 1 
L15 I b・L15Ilb 1 1 
LIS I a~b・M:14 I b 1 1 
LIS I b~Ila• M:14 I b・M15Ilb 1 1 
LlSIIa・MIS I a~b 1 1 
1114 I a~b・M14Ilb 1 1 
不明 I 6 1 8 
西側畑表採 1 4 3 85 2 38 1 1 3 3 19 160 

11 1 18 5 3 27 

TP 12 8 I I 4 14 
1~2 1 1 
3 2 I 3 

合計 4 7 2 12 298 6 4 146 4 1 8 I 3 5 64 1 566 
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図版 17 褐釉陶器
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7. 黒釉陶器

いわゆる天目茶碗が得られている。表採やIa~b層中等から出土しており（総数47点入部位別では口縁 12点、

胴部34点、底部1点となっている。

1~3 は口縁部片。 1 は内傾後に角度を変えて立ち上がる。淡灰色の細粒子で両面に黒色釉を施釉する (M15

I a~b)。 2 も 1 と同様で、内傾後に角度を変えて立ち上がる。淡灰色の細粒子で両面に茶褐色釉を施釉する (Ll5

I b~II a) 。 3 は 1~2 に比して内傾は弱い。淡黄灰色の粗粒子で両面に黒色釉を施釉する（西側畑表採）。

4~7 は胴部片。 4 は裔台脇を水平に削り、灰黒色の細粒子で両面に茶褐色釉を施す（西側畑表採）。 5 も同タ

イプで、灰黒色の細粒子で両面に黒色釉を施す（西側畑表採）。 6も同タイプで、灰黒色の細粒子で両面に茶褐

色釉を施す(M15I a~b)。 7 も同タイプ。灰黒色の細粒子で両面に茶褐色釉を施す(TP3-3 層）。 8 は底部資料。

高台脇を水平に削り、底径は2.8cmで、内削りは浅く雑な成形である。灰黒色の細粒子で両而に黒褐色釉を施す

(Ll3表採）。

8三彩・鉄釉染付．瑠璃釉

その他の中国蘭萄磁器として、三彩・鉄釉染付・瑠璃釉がある。三彩は6点得られており、西側畑表採やIa~ 

b層中、 IIb層等より出士している。

9は鶴型7怜主の頸部資料である。白化粧後に外面に緑釉と黄釉を施釉している（西側畑表採）。 10は鴨型の水

注の胴部片で外面に羽状文が見られ、白化粧後に緑釉と黄釉を施釉する（西側畑表採）。 11は瓜型7椅主の胴部片

で、白化粧後に外面に緑釉と黄釉を施釉する (L14I b)。いずれの素地も淡橙色で軟質。 12は鉄釉染付小杯の

胴部片。内面に呉須による文様、外面には茶褐色の鉄釉を施釉。白色微粒子を含む（西側畑表採）。 13は瑠璃釉

の袋物底部。型成形で内面に白色、外面に白濁の藍色の釉を施釉。白色微粒子を含む（西側畑表採）。

9. タイ鉄絵・タイ半練

タイ鉄絵合子の蓋4点と身1点の破片計5点、タイ半線は落とし蓋の破片l点が得られている。

14はタイ鉄絵合子の蓋片。外面に灰黒色釉で圏線を描き、灰白色釉を施して縁端部の釉を掻き取る。内面露

胎で輔櫨成形後にナデ調整をする。素地は淡黄灰色の粗粒子で微細な黒色鉱物を含む（表採）。 15は蓋の図上復

元資料で径は 11.8C皿外面に灰黒色釉で圏線・縦線を描いて灰白色釉を施して端部の釉を掻き取る。器面調整・

施釉・素地等は 1と同様 (TP7-1層）。 16・17とも蓋の破片資料で、外面に灰県色釉で圏線を描き、灰白色釉

を施す。器面調整・施釉・素地等は 1~2 と同様 (L15 I a~b/ 西側畑表採）。 18 は合子の身で見受けの突起

は欠損する。外面に灰県色釉で圏線・格子状線を描き、透明釉を施すも失透知床器面調整・施釉・素t胆寺は 1~

3と同様 (L14II b)。19はタイ半練の落とし蓋の端部破片である。折り曲げた先端部をつまみ上げて突起伏に

成形している。器而にはナデ調整を施す。焼成は比較的良好だが軟質である (Ml5I b~II a)。

10. 本土産陶磁器

ここでは、肥前を産地とする陶磁器について扱うことし、産地不明とした資料については、現在整理中の緊

急発掘調査より得られた資料とともに産地同定を行った上で再整理する予定である。今回の調査にて確認され

た肥前産の陶磁器には陶器と磁器がある。確認された器種は、陶器が碗.lIIl、磁器が碗・瓶・袋物で、出土総数

20点のうち8点が磁器の瓶である。このような出土状況は沖縄の集落遺跡での特徴的な傾向であると言える。

20は陶器で、内野山産の碗底部。外面銅緑釉、内面に透明釉を掛け分ける。外底無釉で淡灰白色粗粒子。底

径2.5cm (Ll5 I b)。21は磁器で4湘支りの丸碗3 外面に呉須による文様〕白色微粒子。口径10.8cm(Ll5 I b)。

22~25 は磁器で瓶の胴部片。 22 は外面に網目文と圏線を描き、白色の釉を施す。は白色微粒子（出士地不明）。

23も同様に外面に網目文を描き、白色釉を施す。白色微粒子 (N15I a~b)。 24 は外面に草花文？を描き、

灰白色釉を施す。淡灰白色微粒子(L15I b)。25は外面に圏線と縦位の線を描く。外面白色釉で白色微粒子(L15

I b~II a)。
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11. 沖縄産施釉陶器

沖縄産施釉陶器の出土総数は 2,047点で、アカムヌー、沖縄産無釉陶器に次いで多い。確認された器種

としては、碗・小碗・皿・鉢・鍋・壺・瓶・急須・酒器・香炉・火炉・灯明具・袋物がある。層位別出士状

況としては、西側畑表採が682点、 I a~b 層中が 519 点、 II a~b 層中が 337 点となっており、実に

全体の75%を占めている。耕作行為に伴う撹乱等に起因すると言え、他の出土遺物と同様な傾向である。

器種別出土傾向を見た場合、碗が 1,226点と約6割を占めており、次いで急須 181点、壺 137点となっ

ている（第 17表）。基本的に、分類に際しては器種ごとに、主として施釉方法に注目して、下記のように

I~III類に大別しており、形態的特徴や蛇の目釉剥ぎの有無等から細分を行っている。以下、分類概念につ

いて述べることとし、詳細については観察表に記載する。

I 類灰釉（イ）・鉄釉（口）•黒釉（ハ）を単掛けするタイプである。

11類 内外面に釉薬を掛け分けるタイプで、外面に鉄釉（口）•黒釉（ハ）等を施釉し、内面には透明釉の

み（①白化粧無）か白化粧後に透明釉を施釉（②白化粧有）する。

I11類 内外面の両面に白化粧を施した後、透明釉（灰釉）を施釉するタイプである。

碗（第 30 図 1~28· 第31図29)

I 類（第 30 図 1~12)

口縁形態から A直口、 B外反とし、 a腰が張らない、 b腰が張るとした。また、内底の施釉状況

から (1)フィガキー、 (2)錆釉による同心円、 (3)蛇の目状釉剥ぎに細分した。

11 類（第 30 図 13~24)

内面の白化粧の有無から、①白化粧無か②白化粧有に大別し、口縁形態からA直口、 B外反、 C玉

縁とした。

III類（第 30 図 25~28)

口縁形態から A直口かB外反に大別した。

筒碗（第31図29) 筒状の碗（小碗？）で、内外面に透明釉を施釉する。

小碗（第 31 図 30~40)

I類 口縁形態が直口となるタイプが得られているが、小破片であるため割愛した。

11 類（第 31 図 30~33)

内面の①白化粧無か②白化粧有とし、口縁形態からA直口、 B外反、 C玉縁（小破片のため割愛）に

細分した。

I11類（第 31 図 34~40)

口縁形態から A直口、 B外反とし、外面の面取りの有無で、 a面取り無し、 b面取り有りに細分した。

皿（第 31 図 41~45)

I類のみが得られており、大・中・小に分類した。口縁形態は直口のみが確認されている。

鉢（第 31 図 46~57)

I 類（第 31 図 46~47)

浅鉢になると思われるタイプの口縁資料と深鉢の底部とがある。

11 類（第 31 図 48~57)

白化粧の有無から、①白化粧無か②白化粧有にとし、口縁形態から A逆L字、 B外反、 C波状に細

分した。

鍋（第 31 図 58~64)

I類のみが得られており、胴部がa張る、 b張らないに細分した。

壺（第 32 図 65~75)

蓋と身が得られており、大きさから大と中に大別した。 I類のみで、身は胴部がa張る、 b張らないに

細分した。
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瓶 0032 図 76~80)

円筒形の瓶 (76) や瓶子 (77~so) の破片資料が得られている。 I 類と III類のみである。

急須 0032 図 81~94)

蓋と身が得られており、大きさから大と巾に大別した。 I類とIII類のみである。

酒器 0032 図 95~95)

いわゆるカラカラと称されるタイプ。 I類とIII類が得られているが、小破片のため、 N類び樹敗的なものだ

け図化した。

香炉 0032図97)

ー類の底部資料が得られている。 1点のみ図化した。

火炉 0032 図 98~101)

III類のみが得られており、口縁形態から a直口、 b微弱に内彎するタイプに細分した。

灯明具 0032図102)

特徴的な口縁資料について図化した。乗燭や燭台と思われる資料である。

袋物 0032図103)

全て小破片であるため、全体の状況は把握できない。薄手のI類の胴部片のみ図化した。

第 16表沖縄産施釉陶器観察一覧 l
挿図番号

器種・分類 部位 籠 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貰入等 出土地
図版番号

1 A-(1)ーイ ロ縁 直ロロ縁。いわゆる灰釉碗。外面に鉄絵。 淡灰白色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

2 A-(1)ーイ 胴部 直ロロ縁。いわゆる灰釉碗。外面に鉄絵。 淡灰白色の細粒子。 両面に施釉。 TP6-2層

外側に大きく直口する。いわゆる灰釉碗。
3 A-(1)ーイ 胴部 外面に鉄絵。 淡灰白色の細粒子。 内底は露胎とする。 出士地不明

4 Aー ーイ ロ縁 小破片のため、詳細な施釉状況は不明。 淡橙褐色の細粒子。 M15 I a~b 

5 A-(1)ーイ ロ縁 直ロロ縁。いわゆる灰釉碗。 淡灰白色の細粒子。 内面胴中央から見込みは露胎。 TP3-3層

13.6 直ロロ縁。いわゆる灰釉碗。 胴中央から底部にかけて露胎。
6 A-(1)ーイ 完形 63 丁寧な成形。高台脇を水平に切る。 灰白色の細粒子。

細かい貫入。
L15Ilb 

62 I 
胴中央から底部にかけて露胎。

7 A-(1)ーイ 底部
いわゆる灰釉碗。雑な成形。

灰白色の細粒子。 Ml5 lb 
62 高台脇を水平に切る。 細かい貫入。

いわゆる灰釉碗。雑な成形。 胴中央から底部にかけて露胎。
8 A-(1)ーイ 底部 灰白色の細粒子。 Kl5表採

6R 裔台脇を水平に切る。砂粒が多葦に付着。 粗い貫入。

， ー(I)ーイ 底部 いわゆる灰釉碗。内底見込みに丸文。 淡橙白色の細粒子。 内底見込みの丸文以外が露胎。 Ll51Ib 

ロ縁が微弱に外反気味。
10 B-(2)ーロ ロ縁 重ね焼き時の溶着痕。判然としないが②とした。 淡橙白色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

11 B-(1)ーイ ロ縁
12.0 
ロ縁緩やかに外反させる。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 TP6-l層

12 B-(1)ーイ ロ縁
13.4 
ロ縁緩やかに外反させる。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 Nl5 I b 

第30因
碗圏版19

13 ① -Aーロ ロ縁 直ロロ縁。外面IJ縁直下を箆削りする。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

14 ① -Aーロ ロ縁 直ロロ縁。外面IJ縁直下を箆削りする。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 Ll41Ib 

両面に施釉。
15 ① -Bーロ ロ縁 微弱に外反させる。 淡橙白色の細粒子。

内面口縁直下まで黒釉を施す。
L151Ia-b 

両面に施釉。外面口縁直下まで
16 ② -Bーロ ロ縁 微弱に外反させる。 灰白色の細粒子。

白化粧・透明釉を施す。
M15 I a~b 

17 ② -cーロ ロ縁 外面口縁直下箆削りを加えて、宝縁状とする。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 M15Ib~IIa 

18 ② -cーロ ロ縁 外面口縁直下箆削りを加えて、玉縁状とする。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

II 
両面に施釉。

19 ①ーーロ 底部 ロ縁形態不明。 灰白色の細粒子。
内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。

TP2-1層

両面に施釉。重ね焼き時の胎土目？
20 ①ーーロ 底部 ロ縁形態不明。 灰白色の細粒子。

内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。
西側畑表採

錆釉で丸文。内面見込みを
21 ①ーーロ 底部

涵台逆「ハ」の字状。比較的丁寧な成形。
淡橙白色の細粒子。 Ml5Ilb 

62 高台脇をやや水平に切る。 蛇の目状釉剥ぎ。畳付に白化粧土。

涵台逆「ハ」の字状。比較的丁寧な成形。 錆釉で丸文。胎土目。畳付化粧土。
22 ①ーーロ 底部 灰白色の細粒子。 西側畑表採

fi R 高台脇をやや水平に切る。 内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。

23 ②ーーロ 底部
高台逆「ハ」の字状。比較的雑な成形。

淡橙白色の細粒子。
重ね焼き時の胎土目？畳付化粧土。

Ml51Ib 
6.5 高台脇をやや水平に切る。 内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。

高台逆「ハ」の字状。比較的雑な成形。 重ね焼き時の胎土目？畳付化粧土。
24 ②ーーロ 底部 高台脇をやや水平に切る。 淡橙灰色の細粒子。

内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。
Ll51Ib 

60 
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第 16表沖縄産施釉陶器観察一覧2

挿図番号 ロ径
器種・分類 部位 器高 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貫入等 出土地

図版番号 底径
13.2 腰から丸みを持つ直ロロ縁。 両面に施釉。一部失透気味。

25 A ロ縁 外面に呉須による草花文。
淡黄白色の粗粒子。

粗い貰入。
西側畑表採

I 
12.8 腰から丸みを持つ外反口縁。 総釉後、見込み蛇の目釉刹ぎと

26 B 完形 6.3 外面に丸文。 灰白色の細粒子。
畳付の釉を掻き取る。粗い貫入。

K14~15表採
第30函 5.8 
図版19I 碗 m 13.4 
27 B 完形 6.6 

腰から丸みを持つ外反口縁。
灰白色の細粒子。

総釉後、見込み蛇の目釉剥ぎと K-Ll5表採
5.7 外面に丸文。 畳付の釉を掻き取る。細かい貫入。

I 

28 B? 底部
腰から丸みを持って立ち上がる。

淡灰白色の細粒子。
総釉後、見込み蛇の目釉剥ぎと

西側畑表採
6.2 外面に丸文。 畳付の釉を掻き取る。

7.2 薄手の筒碗（小碗？）。両面とも帷櫨痕顕著。
29 筒碗 I ロ縁 本土産の可能性も考慮しておく。

淡灰白色の微粒子。 両而に施釉。 L15Ila 

両面に施釉。
30 ① -Aーロ ロ縁 直ロ口縁。 淡橙褐色の細粒子。

内而口縁直下まで黒釉を施す。
西側畑表採

＇ 

31 ② -Bーロ ロ縁 微弱に外反させる。 淡橙褐色の細粒子。
両而に施釉。

西側畑表採
内面口縁直下まで黒釉を施す。

＇ 
II 

32 ①ーーロ 底部
高台逆「ハ」の字状。比較的丁寧な成形。

淡黄白色の細粒子。
内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。

西側畑表採
4.3 高台脇をやや水平に切る。 畳付に白化粧土。

＇ 

33 ②ーーロ 底部
高台逆「ハ」の字状。比較的雑な成形。

淡黄白色の細粒子。
内面見込みを蛇の目状釉剥ぎ。

Ml5 I a~b 
4.0 高台脇をやや水平に切る。 重ね焼き溶着痕。畳付白化粧土。

＇ 

34 A-a ロ縁 直ロロ縁。面取りなし。 灰白色の細粒子。 両面に施釉。 Ll5 I a-b 

＇ 

35 1j碗 A-b ロ縁 直ロロ縁。面取りあり。 淡橙褐色の細粒子。 両面に施釉。細かい貰入。 Ml5 I a~b 

＇ 

36 B-a? ロ縁 微弱に外反させる。面取りなし？ 淡橙褐色の細粒子。 両而に施釉。粗い貫入。 TPl-2層

I 

37 且I B-b ロ縁 微弱に外反させる。面取りあり。 淡灰白色の微粒子。 両面に施釉。細かい貰入。 TP6-3層

I 

38 B-b ロ縁 微弱に外反させる。面取りあり。 淡橙褐色の細粒子。 両面に施釉。細かい貫入。 西側畑表採

I 

腰から丸みを持って立ち上がる。 総釉後、見込み蛇の目釉剥ぎと
39 -b 底部 高台脇をやや水平に切る。面取りあり。 淡橙灰色の細粒子。

畳付の釉を掻き取る。
Ml5表採

3.0 
I 

40 -b 底部
腰から丸みを持って立ち上がる。

淡橙灰色の細粒子。
総釉後、見込み蛇の目釉剥ぎと

M15 !Ib 
3.4 高台脇をやや水平に切る。面取りあり。 畳付釉を掻き取る。重ね焼き溶着痕。

41 小ーイ ロ縁 やや内鰻気味の直ロロ緑。 淡灰白色の粗粒子。 両面に施釉。細かい貰入。 西側畑表採

I 

42 中ーロ ロ縁 やや内彎気味の直ロロ縁。 淡橙灰色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

I 

43 皿 I 大ーイ ロ縁 やや内慨気味の直口口繰。 淡橙灰色の細粒子。 内面に錆釉後、両而に施釉。 TPS-1 

＇ 薄手で高台は低く、内削りは浅い。 内面に錆釉。
44 小ーロ 底部 比較的雑な造り。 淡橙灰色の細粒子。

両面施釉後、見込み蛇の目釉剥ぎ。
M15 I b~IIa 

3.6 
＇ 

45 中ーロ 底部
薄手で高台は低く、内削りは浅い。

淡灰白色の細粒子。
両而施釉後、見込み蛇の目釉剥ぎ。

西側畑表採
3.0 比較的丁寧な造り。 畳付白化粧土。重ね焼き胎上目。

朝顔状に大きく隅く。口縁内端をつまみ上げる。
46 浅ーロ ロ縁 外面に輔櫨痕が顕著。 淡橙灰色の細粒子。 内面口縁直下まで施釉。 西側畑表採

第31図
図版20＇ I 

47 深ーロ 底部
高台断面三角形状。雑な成形。 赤紫色の細粒子。 外底施釉。高台外面まで施釉。

出土地不明
9.8 
11類の可能性も考慮しておく。 白色鉱物を含む。 畳付に白化粧土。

＇ 両面に施釉。
48 ①—深—Aーロ ロ縁 ロ縁断而弱い逆L字状。 淡灰白色の細粒子。

内面口縁直下まで黒釉を施す。
西側畑表採

＇ 

49 ①—深—A—ロ ロ縁 ロ縁断面弱い逆L字状。 淡灰白色の細粒子。
両面に施釉。

015表採
ロ縁上端まで黒釉を施す。

＇ 

50 ②—深—Aーロ ロ縁 ロ縁断面逆L字状。 淡橙灰色の細粒子。
ロ縁外端まで白化粧。口縁外端まで L~Ml51Ib 
黒釉。口縁上端の釉掻き取り露胎。

＇ 28.0 ロ縁上端まで白化粧。口縁外端まで
51 ②—深—Aーロ ロ縁 ロ縁断面逆L字状。 灰白色の細粒子。

鉄釉。内面に細かい貫入。
Ml5 I a~b 

鉢
＇ 31.5 ロ縁外端まで白化粧。口縁下端まで
52 ②—深—Aーロ ロ縁 ロ縁断面逆L字状。両面とも輔憾痕顕著。 灰黒色の細粒子。

黒釉。
015 lb 

＇ 
II 

53 ②―深—Bーロ ロ縁 ロ縁部を緩やかに外反させる。 淡橙灰色の細粒子。
口唇部まで白化粧。口縁外端まで

M15 Ia 
黒釉。内面に細かい貰入。

I 

54 ②深—Bーロ ロ縁 ロ縁部を微弱に外反させる。 淡橙灰色の細粒子。
内面口縁下部まで白化粧。内面の

西側畑表採
ロ縁下部に黒釉の釉垂れ。

I 

55 ②―深—Cー口 ロ縁 ロ縁を波状（片口？）に成形。 淡橙灰色の細粒子。 両面に施釉。内面に細かい貫入。 M14 I a-b 

I 

高台は高く、打ち削りも深い。 外底施釉。高台外面まで施釉。
56 ②—深ーーロ 底部 比較的雑な成形。 淡橙灰色の細粒子。

内底蛇の目釉剥ぎ。
L13表採

8.6 I 

57 ②―深ー一 底部
高台は高く、打ち削りも深い。

灰白色の細粒子。
畳付には白化粧土。

Nl5 lb 
7.8 比較的丁寧な成形。 内底蛇の目釉剥ぎ。

ロ縁部をくの字状に折れ、やや内彎気味に
58 a—口 ロ縁 薔受け部を成形。胴部は張る。 淡橙白色の細粒子。 蓋受け部のみ露胎。 西側畑表採

＇ 

59 a—口 ロ縁
ロ縁部をくの字状に折り、蓋受け部を成形。

淡灰白色の細粒子。 蓋受け部のみ露胎。 西側畑表採
耳は欠落する。胴部は張る。

＇ 18.0 
60 aーロ ロ縁

ロ縁部をくの字状に折れ、やや内彎気味に蓋受け
灰白色の細粒子。 蓋受け部のみ露胎。 M14-15 I a-b 

部を成形。胴部は張る。下向きの耳を貼付。

＇ 

61 鍋 I bーイ ロ縁 ロ縁部をくの字状に折り、蓋受け部を成形。 淡橙褐色の粗粒子。 両面に施釉。失透気味。 西側畑表採

＇ 平底タイプ。
62 a—口 底部 三足と思われる脚部のナデ調整痕。 淡灰白色の細粒子。 外面胴下部まで施釉。 西側畑表採

7.0 
＇ 

63 a—口 底部
平底タイプ。

淡灰白色の細粒子。 外面胴下部まで施釉。 西側畑表採
6.4 
三足と思われる脚部欠落した痕。

＇ 

64 a—口 底部
平底タイプ。 淡灰白色の細粒子。

両而に施釉。 L15 I a-b 
三足と思われる脚部欠落した痕。 白色鉱物を含む。

-72-



第 16表沖縄産施釉陶器観察一覧3

挿図番号
器種・分類 部位 員 器形・成形・文様等の特徴 素地 釉色・施釉状況・貰入等 出士地

図版番号

アンダガーミの蓋。身請けの突起は欠落。
65 中ーロ 鍔 径12.2。蕪甲面に3条の凹線。 淡橙白色の細粒子。 蓋甲面から鍔端部まで施釉。 出土地不明

＇ 

66 中ーロ 鍔
アンダガーミの蓋。身請けの突起は欠落。

淡橙白色の細粒子。 蓋甲面のみ施釉。 西側畑表採径12.6。蓋甲面に2条の凹線。

＇ 
蓋

67 中ーロ 鍔
アンダガーミの盤。身請けの突起は欠落。

淡灰白色の細粒子。 蓋甲面から鍔端部まで施釉。 L14 I a~b 
径11.8。蓋甲面に3条の凹線。

＇ 

68 中ーロ 鍔
アンダガーミの器か。

淡灰白色の細粒子。 蓋甲面から鍔端部まで施釉。 Ml4 I b 径9,0。身諸けの突起は内傾する。
I 

69 中ーーロ ロ縁
アンダガーミの口縁。

淡橙褐色の細粒子。 口唇上端以外に施釉。 L15Ib 
ロ縁部を逆L字状に成形。

＇ 

70 餌ギ 中ーbーロ ロ縁
アンダガーミの口縁。

淡橙白色の細粒子。
口唇上端以外に施釉。

西側畑表採ロ縁部を方形状に成形。 口唇上端に白化粧土。
I 

71 中ーbーロ ロ縁
アンダガーミの口縁。

淡灰白色の細粒子。
口唇上端以外に施釉。

M151Ia 
ロ縁部を逆L字状に成形。 口唇上端に白化粧土。

＇ 

72 身 中一ーロ ロ縁
アンダガーミの口縁。

淡橙白色の細粒子。 口唇上端以外に施釉。 L15Ilb 
ロ縁部を逆L字状に成形。

＇ 8.8 アンダガーミの口縁。 外而及び内而口縁直下のみ施釉。
73 中ーaーロ ロ縁 ロ縁部を逆L字状に成形。

淡灰白色の細粒子。
内面口縁直下に砂目と釉垂れ。

Ml5 I b-Ilb 

I 
7.9 アンダガーミの口縁。 外面及び内面口縁直下のみ施釉。

74 中ーaーロ ロ縁 ロ縁部を逆L字状に成形。
淡橙褐色の細粒子。

ロ縁上端白化粧土。内面釉垂れ。
Ml5Ilb 

＇ 

75 大ーロ 底部
アンダガーミの底部か。

淡灰白色の細粒子。 畳付を露胎とする。 M15Ilb 
9.6 
比較的丁寧に成形。

円筒形の瓶肩部。外面に2条の圏線。
76 角瓶？ 肩部 本土産の可能性も考慮しておく。 淡灰白色の細粒子。 両面に灰釉を施す。 TPS-2層

＇ 

77 I 底部
瓶子の底部片。

淡橙白色の細粒子。 両面に黒釉を施す。内面に錆釉。 西側畑表採両面の帷櫨痕顕著。
I 瓶子

78 瓶 底部
瓶子の底部片。

淡灰白色の細粒子。 外面に灰釉を施す。 西側畑表採
8.2 
外面は11!J状の沈線を2条。

＇ 

79 頸部
瓶子の頸部片。外面に線描きの後、呉須で圏線。

淡橙白色の細粒子。 内面に釉垂れ。 西側畑表採内面口縁直下にも呉須。

＇ 
m 瓶子

80 底部
瓶子の底部片。端部断面三角形状。

淡黄白色の細粒子。 外面にのみ施釉。 西側畑表採
9.4 
両面とも輔帽痕顕著。

把手 按瓶の把手or注口と思われる。
81 

（注口） 雑な成形である。
灰黒色の粗粒子。 両面に黒釉を施す。 西側畑表採

＇ 

82 大 I 注口
按瓶の注口と思われる。

灰黒色の粗粒子。 両面に鉄釉を施す。 M15 I a-b 
比較的丁寧な成形である。

I 

83 底部
按瓶の底部と思われる。

灰白色の細粒子。
外面に灰釉を施す。

西側畑表採
雑な成形である。 鉄釉の釉垂れ？

＇ 
第32図
84 蓋

撮径2.2。按瓶蓋の可能性も考慮しておく。
淡橙白色の細粒子。 外面にのみ鉄釉を施す。 西側畑表採図版21 両面とも調整痕が明瞭である。

＇ 

85 ロ縁 簿手で、口縁部で角度を変えて立ち上がる。 淡橙白色の細粒子。 外面にのみ黒釉を施す。 TP6-1層

I I 

86 耳 胴上部に貼付。外面に2本の沈線。 淡黄白色の細粒子。 両面に黒釉を施す。 Ml5Ilb 

＇ 

87 注口 胴上部に穴を1つ穿った後、注口を貼付。 淡灰白色の細粒子。 黄緑気味を星した鉄釉を施す。 M151Ia 

I 急須

88 蓋 鍔径50。白化粧後、十字状の三角文を線描き。 灰白色の細粒子。 蓋甲面のみ施釉。 西側畑表採

＇ 鍔径5.6。
89 中 蓋 白化粧後、線彫りによる圏線とトビカンナ。 灰白色の細粒子。 蓋甲面のみ施釉。 TP7-1層

I 
5.0 

90 ロ縁
胴上部から角度を変えて立ち上がらせ

淡黄白色の細粒子。 両面に施釉。 Ml4Ib~Ilb 
ロ縁部を成形。外面に線彫りの瀾線と縦位の線。

＇ 

91 m 注口 胴上部に穴を2つ穿った後、注口を貼付。 淡黄白色の細粒子。 両面に施釉。 LM15 I b-Ilb 

＇ 楕円形状に成形。外面に注IJの貼付痕。
92 胴部 縦位・格子状・横位の線彫りと呉須・緑釉。 淡灰白色の細粒子。 外面にのみ施釉。 Kl5表採

I 

93 底部
楕円形状に成形。

淡灰白色の細粒子。 両面に施釉。 Ml4-15 I a-b 
横位の線彫りと呉須。

＇ 

94 胴部
榜円形状に成形。

淡灰白色の細粒子。 外面にのみ施釉。 TP6-2層
白化粧後、線彫りの圏線とトビガンナ。

5.0 カラカラの口縁部。
95 ロ縁 朝顔状に開き、端部を上方につまみ上げる。 淡橙褐色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

＇ 
酒器 m 

5.5 
96 ロ縁

カラカラの口縁部。
淡灰白色の細粒子。 両而に施釉。 西側畑表採朝顔状に開き、端部を上方につまみ上げる。

香炉の底部と思われる。三脚をなす脚部を貼付。
97 香炉？ I 底部 平底状を呈す。比較的雑な成形。 灰白色の細粒子。 外面にのみ施釉。 L15Ilb 

11 2 内而胴上部まで施釉。口唇部は
98 a ロ縁 ロ縁部を筒状に成形。 灰白色の細粒子。

掻き取る。口唇部にアルミナ？
Ll5表採

＇ 8.7 
99 b ロ縁 ロ縁部を内彎気味に成形。 灰白色の細粒子。

内面口縁直下まで施釉。
Kl5表採

火炉
口唇部は掻き取る。

I m 
100 不明 底部

胴下部から腰折れとし、角度を変えて立ち上がる。
灰白色の細粒子。

外面高台脇まで施釉。
K15表採

7.6 
高台内削りはハの字状に斜位。 内面・外底は透明釉なし。

＇ 

101 不明 底部 胴下部から腰折れとし、角度を変えて立ち上がる。 灰白色の細粒子。
外面高台脇まで施釉。

M14 I a-b 
6.6 内而・外底は透明釉なし。

102 灯明具 m ロ縁 乗燭or燭台の口縁部。 淡灰白色の細粒子。 両面に施釉。 西側畑表採

薄手の袋物胴部片。
103 袋物 I 胴部 茶褐色の素粒子。 外面にのみ施釉。 M151Ia 

内面調整痕が明瞭。
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12. 沖縄産無釉陶器

沖縄産疇陶器の出且諏は2,276点で、アカムヌーに次いで多い。躙認された器種としては碗・壺・甕・厨子甕

鉢・播鉢・急須・瓶・香炉・袋物・窯道具？が得られている。層位別出土状況としては、西側畑表採が674点、

I a~b層中が 583 点と全体の半数以上を占めている。器種別の出上傾向は壺 153 点、甕 117 点で壺・甕不

明の破片資料を含めると 777点にも及び、鉢・播鉢計の246点を圧倒しており、両者だけで全体の4割強を占

める（第 18表）。以下、分類概念について述べることとし、詳細については観察表に記す。なお、碗・瓶・香炉・

袋物については小破片のため割愛することとし、窯道具については現在整理中の緊急調査報告書にて報告するこ

とを了されたい。

壺償!33 図 1~13)

l 類償⑬3 図 1~3) 口縁断面が逆L字状を呈する長頸タイプで、概ね小型・中型となる。

II類償!33 図 4~9) 口縁断面が玉縁状を呈するタイプで、有頸壺である。概ね中型・大型となる。

III類償 33 図 10~13) 口縁断面が逆L字状を呈するタイプで、短頸あるいは無拇暉である。概ね大

型壺となる。

甕 0033 図 14~19、第 34 図 20~23)

l類 0033図14) 口縁断面が三角形状を呈し、口縁部からすぐに胴部へと移行する。

II類 0033図15・19) 口縁断面が逆L字状で、口縁上面の幅が広い。頸部から胴部へ緩やかに膨らむ器形。

III類頃33図16、第34図20) 口縁断面逆L字状で方形状に肥厚。口縁から大きく曲がり、胴部へと移行

する。

N類頃 33 図 17~18· 第 34 図 21~23) 口唇部を平坦に成形し、口縁両端が張り出す。胴部からやや

開き気味に立ち上がるほぼ直口の甕。

播鉢 0034 図 24~28·35~38)

I 類頃 34 図 24~25) 口縁断面がくの字状で、口縁直下には稜が施される。

II類頃 34 図 26~28) I類に比して、口縁断面がゆるやかにくの字状をなし、口縁直下には稜が施される。

I11類算 34 図 35~36) 口縁断面が逆 L字状で口唇部の幅が広い。 I~II類に比して深い。

疇資料については、網鄭勺なものだけを図化した (ffi34 図 37~38)

鉢償!34 図 29~34)

l 類償 34 図 29~31) 口縁部が内彎し、断面杉が舌状•平坦を呈する。一般にミジクブサーと称される。

II類償釈34 図 32~33) 口縁部が内彎し、断面杉が玉縁状を呈する。 I類と同様にミジクブサーと称される。

III類償閃4図35) 口縁断面が逆L字状をなし、口唇部の幅は広い。

蓋償認4 図 39~40) 厨子甕(39)と急須(40)の蓋が得られている。

第 18表沖縄産無釉陶器出士状況一覧

ミ出土位芭・恩位位

壺 甕
以: I 鉢

揖鉢

魯瓶碗 壼or甕 香炉 袋 物 窯道!; 器樟不明
合計1 n m 不明 1 n m N 不明 Il ID I II II 不

一
蓋 大小

蓋 口 頸 旧底ロロ 頸 胴底口頸耳胴底口囮 頸 胴底 口底口胴口肘口胴胴底 肘底 口脹口胴口口 ロロロ旧底 口厨底 口胴底 7 同'"i―
紐 l ● l ' .' '' s ' ' ''" " ' ' s '' " s ' ' '"" 

,M 

' ' ' s '. '' '' '. '' ' ' ''., 's  '' "' ' ' ' l岱 '" ,-b '' '' '' '' '' " '' ''' " 
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'' ' 'm  m 
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' ' ' Ia-Ilb ' ' ' rn 

I炉 Ila ' '' rn '' s'  '' '. " I炉 Ilb ' 
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'' ' 
， . ' ' '" 00 
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第 19表沖縄産無釉陶器観察一覧

挿図番号
器種・分類 部位 闘 器色 素地 観察事項 出土地

図版番号

10.2 暗赤茶褐色。
胴部に斜位の沈線。楠櫨痕明瞭。1 ロ縁 両面ともに暗茶褐色。

白色鉱物を含む。
N15 I a~b 

I 
9.6 暗赤茶褐色。

両面ともに輔櫨痕が明瞭である。 西側畑表採2 I ロ縁 両面ともに茶褐色。
白色鉱物を含む。

I 
9.8 外面は白濁した暗茶褐色。 暗赤茶褐色。

内面は輔櫨痕が明瞭である。3 ロ縁 内面はにぶい黒褐色。 白色鉱物を含む。
Ml5Ilb 

＇ 15.0 暗赤茶褐色。
4 ロ縁

外而は暗茶褐色。
両面ともに糠櫨痕が明瞭である。 L15 I a-b 

内面は赤茶褐色。 白色鉱物を含む。

＇ 13.4 暗赤茶褐色。 外面泥釉？
5 ロ縁 両面とも白濁した暗茶褐色。

白色鉱物を含む。 両面ともに調整痕が明瞭である。
015 I b 

＇ 10.0 暗赤茶褐色。 外面泥釉？
西側畑表採6 ロ縁 両面とも濁った黄茶褐色。

白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ II 
11.0 

7 宰ギ ロ縁 両面とも赤茶褐色。 暗赤茶褐色。 両面ともに楠櫨痕・調整痕が明瞭である。 L15Ila 

＇ 外面は濁った黄茶褐色。 暗赤茶褐色。 外而に凸帯文。
8 胴部 内面は赤茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面とも帷櫨痕が明瞭である。

N15 I a-Ila 

I 

暗赤茶褐色。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。， 底部
外面は黒褐色。

Nl2表採
14.4 
内面は赤茶褐色。 白色鉱物を含む。 内面に漆喰を塗布している。

I 
15.6 

第33医
10 ロ縁 両面とも暗茶褐色。 暗赤褐色。

外面泥釉？
L14Ib 四版22 両面ともに調整痕が明瞭である。

I 
14.6 暗赤褐色。 外面泥釉？

Ll5表採11 ロ縁 両面とも暗茶褐色。
白色鉱物を含む。 両面ともに調整痕が明瞭である。

I lII 
外面に2本の沈線。

12 胴部 両面とも明茶褐色。 明茶褐色。
両面ともに調整痕が明瞭である。

L14lb 
I 

暗茶褐色。 外面に波状の凸帯文。
13 胴部 両而とも暗茶褐色。

白色鉱物を含む。 両面ともに調整痕が明瞭である。
M15 I b-Ilb 

15.4 茶褐色。
両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。 K12表採14 I ロ縁 両面とも茶褐色。

白色鉱物を含む。

＇ 茶褐色と黒色のサンドウィッチ 口唇部に1本の沈線。
15 II ロ縁

外面は茶褐色。
015 I b 内面は明茶掲色。 状。白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ 外面に2本の沈線。
16 lII 胴部

外面はにぶい茶褐色。
赤茶褐色。 出土地不明内面は明茶褐色。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ 外面に沈線・波状沈線・貼付の丸文。
17 胴部

外面はにぶい茶褐色。 暗茶褐色。
Ml5 I b~Ila 

内面は明茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面ともに糠櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ N 

18 胴部
外面はにぶい茶褐色。 暗茶褐色。 外面に沈線・貼付の丸文。

K15表採内面は暗茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ 甕
外面はにぶい茶褐色。 茶褐色。 外面に沈線・凸帯文。

19 II 胴部 内面は暗茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。
L14 I a~b 

外面は濁った暗茶褐色。 赤茶褐色。 外面に波状の凸帯文。
20 lII 胴部 内面は明茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

M15Ib~IIa 
I 

外面に沈線・波状沈線。
21 胴部

外面は濁った茶褐色。
明茶褐色。 Ll4 I a~b 

内面は明茶褐色。 両面ともに楠櫨痕・調整痕が明瞭である。
I 

外面に沈線・波状沈線・貼付の丸文。赤茶褐色。
22 N ロ縁 両而とも暗茶褐色。

白色鉱物を含む。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。
L15Ilb 

＇ 赤茶褐色。 外面に沈線・波状沈線・貼付の丸文。
23 ロ縁 両面ともにぶい茶褐色。

白色鉱物を含む。 両而ともに楠櫨痕・調整痕が明瞭である。
K16表採

外面に凸状の稜線。
24 ロ縁 両面とも暗茶褐色。 赤茶褐色。

内面に間隔の狭い櫛目を施す。
Ll5Ib~Ila 

＇ I 
外面に凸状の稜線。

25 ロ縁 両面ともにぶい黒褐色。 赤茶褐色。
内面に間閤の広い？櫛目を施す。

西側畑表採

＇ 播鉢としたが、鉢の可能性も考慮しておく。
26 揺鉢 ロ縁

外面は濁った黄茶褐色。 赤茶褐色。
Nl51Ia-b 

内面は赤茶褐色。 白色鉱物を含む。 両面とも調整痕が明瞭である。

＇ 
27 II ロ縁

外面は濁った黄茶褐色。
赤茶褐色。

内面に櫛目。
N15 I b 内面は赤茶褐色。 両面とも調整痕が明瞭である。

＇ 内面に櫛目。外面に凸状の稜線。
28 ロ縁 両面とも黄色く濁った黒茶褐色。 暗赤茶褐色。

両面とも調整痕が明瞭である。
Ml5Ib~Ilb 

外面は濁った黄茶褐色。 外面に波状沈線。
29 ロ縁 内面は赤茶掲色。 赤茶褐色。

両面とも調整痕が明瞭である。
Ml5 I a-b 

I 

外面に波状沈線。第34医
30 I ロ縁 両面ともにぶい黒茶褐色。 にぶい黒褐色。 西側畑表採

函版23 両面とも雑な成形である。
I 

27.0 外面に沈線、波状沈線。
31 ロ縁 両面ともにぶい赤茶褐色。 赤茶褐色。

両面とも調整痕が明瞭である。
K14表採

＇ 鉢 12.0 
32 ロ縁 両面ともにぶい黒褐色。 暗赤茶褐色。 内面に調整痕。全体的に雑な成形である。 西側畑表採

＇ II 
外面に波状沈線。

33 ロ縁
外面は濁った黄茶褐色。

暗赤茶褐色。 Ll5 I b 内面は赤茶掲色。 両面とも雑な成形である。

＇ 30.2 
34 lII ロ縁

外面は暗茶褐色。
暗赤茶褐色。 両面ともに帷櫨痕・調整痕が明瞭である。 LM14-15 I a-b 

内面は赤茶褐色。

ロ唇に片口を成形。内面に櫛目。
35 ロ縁 両面ともにぶい暗茶褐色。 暗赤茶褐色。

両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。
Ll4 I b 

＇ lII 
15.2 口唇部に1本の沈線。内面に櫛目。

36 ロ縁
外面は暗茶褐色、明茶褐色。

明茶褐色。 015 I b 内面は明茶褐色。 両面ともに輔櫨痕・調整痕が明瞭である。

＇ 揺鉢
茶褐色と黒色のサンドウィッチ 内面に櫛目。

37 底部 両面とも赤茶褐色。
状。白色鉱物を含む。 外面に明瞭な調整痕。

Ml5Ib~IIa 
7.6 I 不明

内面に櫛目。
38 底部 両面とも明茶褐色。 明茶褐色。

外面に明瞭な調整痕。
Ll5表採

10.8 

ボージャー厨子の蓋破片と思われる。
39 厨子 両面とも明茶褐色。 明茶褐色。

両面に明瞭な轄櫨痕・調整痕
TP6-1層

I 蓋
急須の蓋と思われる。丁寧な成形。

40 急須 両面とも赤茶褐色。 暗赤茶褐色。
両面とも明瞭な調整痕。

M14lb-Ilb 
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13. アカムヌー

本文でアカムヌーとしたものは、一般に壺屋焼の中でも小型の登り窯で焼成された雑器を言い、「アカムヌー」・

「アカモノ」と称されているものを指す。従来は陶質士器として整理されており、焼成温度の影響から軟質なタ

イプと瓦質士器様に焼き締まる硬質なタイプとがあるが、中世の「いわゆる瓦質士器」とは似て非なるものとし

て扱った。

アカムヌーの出士総数は3,056点で、今次調査における出士点数としては最も多くなっているが、大部分が

4鰤となっている。確認された器種としては鉢・揺鉢・鍋・急須・火炉・皿・壺がある。出士層位別の出士傾

向は、西側畑表採が2,252点と全体の74%を占めており、次いでIa~b層が 789 点となっている。他の出士

遺物と同様な傾向として、耕作土における撹乱に伴い、巻き上げや砕片化しているものと思われる。器種別出土

傾向としては、鍋が467点、急須223点となっており興味深い 0020表）。以下、分類概念について整理し、

語珊は観察表に記す。

鍋 0020 表 1~11)

蓋 0035 図 1~4) 皿に類似するが、外而を丁寧に成形し、やや外傾した高台状の撮みを有する。

身 0035 図 5~9) サークと称されるもので、口縁部をくの字状に折って見受けを造り、紐状の耳を貼り

付ける。

鉢 0035 図 10~13)

I類 0035 図 10~12) 口縁部が内彎し、外面に櫛描きの波状沈線を描く。一般にミジクブサーと称され

るもの。

II類 0035図13) 内彎口縁で、断面が玉縁状を呈す。 I類と同様にミジクブサーと称され、文様構成も同様。

III類 口縁断而が逆L字状を呈し、沖縄産無釉陶器の鉢・播鉢と類似する。小破片のため割愛した。

疇頸については、形状が窺える資料について図化した 0036 図 29~30)。

摺鉢櫛目を有する胴部資料が得られているが、小破片のため割愛した。

急須 0035 図 14~21)

蓋 0035 図 14~18) 撮みを有するタイプで、身受けの突貼が小さいのと大きく直立するタイプとがある。

注口 0035 図 19~21) 特徴的な注口を図化した (19~21)。

火炉（第 36 図 22~27)

I 類 0036 図 22~25) 胴部中央から口縁部へと大きく内傾させるタイプで、身受けの突起を下方に張り

付ける。

II類 0036 図 26~27) 胴部からくの字状に折れて内傾するタイプである。

壺 0036図28) 口縁資料が僅かに得られているが、特徴的な資料を図化した。

第20表 アカムヌー出上状況一覧
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第21表 アカムヌー観察一覧

挿図番号
ロ径

図版番号
器種・分類 部位 器麻 器色 素地 観察事項 出土地

底径
(5.3) 

やや硬質。明茶褐色。 外傾する高台状の撮み。
1 撮み 明橙褐色。

赤色粒。 回転ヘラ成形。焼成良好。
015 I b 

I 
(4.6) 

軟質。淡橙褐色。 外傾する高台状の撮み。
2 撮み 淡橙褐色。

ニービ様の黒色砂粒。 回転ヘラ成形。焼成良好。
L14 I b 

I 蓋
(5 4) 

やや硬質。明茶褐色。 外傾する高台状の撮み。全体に磨耗気味。
3 撮み 明橙褐色。

赤色粒。黒色砂粒。 回転ヘラ成形。焼成やや良好。
L12表採

I 
(7 2) 

軟質。淡橙褐色。 外傾する高台状の撮み。全体に磨耗気味。
4 撮み 淡橙褐色。

白色粒、黒色砂粒。 回転ヘラ成形。焼成やや良好。
Ll5 I b 

I 

軟質。淡橙褐色。 口折れ後、口縁はやや内傾。端部に煤。
5 鍋 ロ縁 淡橙褐色。

白色粒、黒色砂粒。 回転ヘラ成形とナデ調整。焼成やや良好。
Ll5表採

＇ 19.6 
6 ロ縁 淡橙褐色。

軟質。淡橙褐色。 口折れ後、口縁はやや内傾。端部に紐状耳。
L15 I b 

白色粒、黒色砂粒。 外面に煤。ヘラ成形とナデ調整。焼成良好。

＇ 

7 身 ロ縁 淡橙褐色。
軟質。淡橙褐色。雲母。 口折れ後、口縁はやや内傾。ヘラ成形とナデ調整。

L15 I b~IIa 
白色粒、黒色砂粒。 焼成良好。

＇ 19.6 
8 ロ縁 明橙褐色。

軟質。明橙褐色。 口折れ後、口縁はやや内傾。端部に紐状耳片。
Ml51Ib 

白色粒、黒色砂粒。 回転ヘラ成形とナデ調整。焼成やや良好。

＇ 21.0 ， ロ縁 明橙褐色。
軟質。明橙褐色。 口折れ後、口縁はやや内傾。

L17表採
赤色粒、黒色砂粒。 回転ヘラ成形とナデ調整。焼成やや良好。

軟質。橙褐色。 内傾後、口唇は舌状。回転ヘラ成形とナデ調整。
10 ロ縁 橙掲色。

白色粒、黒色砂粒。 外面に波状沈線。焼成やや良好。
西側畑表採

＇ 

第35図
11 I ロ縁 明橙褐色。

やや硬質。明橙褐色。 内傾後、口唇は舌状。回転ヘラ成形とナデ調整。
西側畑表採図版24 赤色粒、黒色砂粒。 外面に沈線と波状沈線。焼成やや良好。

鉢
＇ 19.0 
12 ロ縁 淡橙褐色。

軟質。淡橙褐色。 内傾後、口唇は舌状。回転ヘラ成形とナデ調整。
Ml4 lb 

白色粒、黒色砂粒。 外面に波状沈線。焼成やや良好。

＇ 

やや硬質。明橙褐色。 内傾後、口唇は玉縁状。回転ヘラ成形とナデ調整。
13 II ロ縁 明橙褐色。

赤色粒、黒色砂粒。 外面に波状沈線。焼成やや良好。
M15 lb 

(2.2) 
やや硬質。淡橙灰褐色。

14 撮み 淡橙灰褐色。
白色鉱物。

台形状。ナデ調整。雑な成形。焼成不良。 西側畑表採

＇ 

軟質。橙褐色。 蓋端部を下方へ丸みを持たす。見受けの突起は
15 蓋端部 (9 2) 橙褐色。

黒色鉱物。 短く尖る。ナデ調整。
西側畑表採

＇ 

(6.8) 

軟質。橙褐色。 蓋端部を下方へ丸みを持たす。見受けの突起は
16 蓋~ 蓋端部 (9.6) 淡橙褐色。

黒色鉱物、白色鉱物。 短く尖る。ナデ調整。全体に磨耗気味。
西側畑表採

＇ 

(7.0) 

軟質。橙褐色。赤色粒。 蓋端部を下方へ丸みを持たす。見受けの突起は
17 蓋端部 (9.0) 橙褐色。

黒色鉱物、白色鉱物。 短く尖る。ナデ調整。
西側畑表採

＇ 
急須

(6.4) 

軟質。橙褐色。赤色粒。 蓋端部を下方へ丸みを持たす。見受けの突起は
18 蓋端部 (9.0) 明橙褐色。

黒色鉱物、白色鉱物。 短く尖る。ナデ調整。全体に磨耗気味。
出土地不明

＇ 

(7.0) 

やや硬質。橙褐色。赤色 手捻り成形で押圧後、ナデ調整。
19 注口 にぶい明橙褐色。

粒。黒色鉱物、白色鉱物。 外面下部は黒色に変色。
西側畑表採

＇ 

やや硬質。橙褐色。赤色 手捻り成形で押圧後、胴部に貼付。ナデ調整。
20 注口 にぶい明橙褐色。

粒。黒色鉱物、白色鉱物。 全体的に雑な調整。磨耗気味。
西側畑表採

I 

21 注口 にぶい橙褐色。
やや硬質。橙褐色。黒色 手捻り成形で押圧後、胴部に貼付。ナデ調整。

L16表採
鉱物、白色鉱物。 全体的に丁寧な調整。

15.0 
やや硬質。橙褐色。 内傾後、口唇部を舌状。ヘラ成形後にナデ調整。

22 ロ縁 にぶい橙褐色。
黒色鉱物、白色鉱物。 ロ縁内面に下方突起を貼付。

西側畑表採

I 
13.7 

23 ロ縁 明橙褐色。
やや硬質。明橙褐色。 内傾後、口唇部を舌状。ヘラ成形後にナデ調整。

西側畑表採
黒色鉱物、白色鉱物。 ロ縁内面に下方突起を貼付。

I I 
15.8 

24 ロ縁 明橙褐色。
やや硬質。明橙褐色。 内傾後、口唇部を舌状。ヘラ成形後にナデ調整。

M15 I a-b 
黒色鉱物、白色鉱物。 ロ縁内面に下方突起を貼付。

I 火炉
14.0 

25 ロ縁 明橙褐色。
軟質。明橙褐色。赤色粒 内傾後、口唇部を舌状。ヘラ成形後にナデ調整。

L15Ilb 
黒色鉱物、白色鉱物。 外面胴部に横耳を貼付、穴を穿つ。

I 
12.8 

第36圏
26 ロ縁 淡橙褐色。

軟質。淡橙褐色。 くの字状に折り内傾させる。口縁外面を段状に成形。
014 I b 図版25 黒色鉱物、白色鉱物。 全体的に磨耗気味。

I II 
14.6 

やや硬質。橙褐色。赤色粒。 くの字状に折り内傾させる。口縁外面を段状に成形。
27 ロ縁 橙褐色。

黒色鉱物、白色鉱物。 ロ縁上部は平坦。全体的に磨耗気味。
014表採

13.0 
軟質。明橙褐色。赤色粒。 ロ縁部は内慨。口縁外面を段状に成形。

28 宰ギ ロ縁 明橙褐色。
黒色鉱物、白色鉱物。 ロ縁上部は平坦。全体的に磨耗気味。

西側畑表採

軟質。灰色・橙褐色。 底部はベタ底状。糸切痕が明瞭。
29 底部 橙褐色。

白色鉱物、黒色国物。 胴部は丸みを持って立ち上がる。全体に磨耗気味。
出土地不明

I 鉢 不明
8.8 

やや硬質。灰色・橙褐色。 底部はベタ底状。糸切痕は不明瞭。
30 底部 橙褐色。

白色鉱物、黒色国物。 胴部は丸みを持って立ち上がる。
K~Ll5表採

8.0 
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14. 銭貨

今回の範囲確認調査においては、銭貨が計6点得られており、有文銭が5点、無文銭が1点となっている。現

在撒理中の緊急調査報告書において詳細は記すことを了されたい（図版26)。

1~5 は有文銭J 1は完形だが、「口口通賣」で判読不能。外径5.0cm・孔径 1.2cm (M 14 I b)。2・3・4

も劣化が著しく判読不能 (Ml4I b /L15 I a~b /L15 I b /L15 II b)。6は無又銭 (Ll5II b)。

0-0 ...... ...., 3 
1 2 

,. -、 、~ - ~ r -., 4 5 6 

図版26 銭貨 ゜
5cm 

15. ジーファー（醤）

竿部分のみl点が得られている償閃7図1)。ムディーから上位は欠落しており、全形は窺えない。断面は

六角形を呈す (US溝状窃甥鳴構②）。

16. 玉

玉は5点得られている。いずれもガラス製である。 5は白色で外径0.8cm、孔径0.4cm (015 No.2)。6は青

色で外径0.75cm、孔形0.25cm(015 II a)。7は淡青白色で外径0.6cm、孔径0.15(Ll 5 II b)。8は淡黄白

色で外形0.9cm、孔径0.3cm (US II b)。9は白色で外形0.6cm、孔径0.25cm (Ml4 I b)。

17. 煙管

煙管は9点得られている。 7点が沖縄産陶製で、 2

点は青銅製となっている償~22 表）。特徽的なものを

図化した償37 図7~12)。詳細は次回報告に委ねる。

10は沖縄産施釉陶器製の吸口で、緑釉を施す。長

さは3.7cm、接続部径が3.0cm、吸口が0.9cm (TP8-1 

層）。 11も沖縄産施釉陶器製の吸口で、緑釉を施す。残存部の長さは2.7cm、接続部径が約 1.3cm、吸口が0.9

第22表煙管出土状況

ミ出土位器・層位醗

沖縄産施釉陶器 沖縄産 金属製
無釉陶器 合計

吸口 雁首 雁首 吸口 雁首
I la~b 1 2 3 
I a~Ila 1 I 
I b~lib 1 I 
II lb I I 
西側畑表桜 2 2 
TP 11 1 I 
甘訂 3 3 I 1 1 ， 

cm (西側畑表採）。 12は焼き締め陶器に鉄釉を施した雁首破片。断面八角形を呈す。火皿径は2.6cm、接続部径

は約 1.2cm (西側畑表採）。 13も同様で、焼き締め陶器に鉄釉を施した雁首破片。断面八角形を呈す。接続部径

は1.6cm (M 14 I a~b)。 14 は青銅製の雁首で完形。長さは 4.5cm、火皿は 0.7cm、接続部は 1.0cm (M15 

I b~IIb)。 15 は青銅製の吸口で完形。長さ

は2.2c皿接続部はつぶれて 1.3C皿吸口は0.5cm

(Nl5 I a~II a)。

18. 高麗系瓦

高麗系瓦の平瓦片が1点得られている。外面
図版28 高麗系瓦

に凸面に羽状押捺文を施し、凹面には布目痕が

認められる。焼成は還元焼成により、灰色を帯

びており、器壁は 1.6cmとなっている。小破片

であることから、「大天」等の刻銘部位は確認で

゜
5cm 

゜
5cm 

きていない。
第38図高麗系瓦
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第w章 自然科学分析調査の成果

第1節 グスク土器胎土分析

分析目的と試料の選択

前章までに述べたように、 N-15グリッドNo.4土坑よりグスク上器が一括して検出されており、廃棄土坑が

想定されている。一般にグスク土器は、胎土の様相の差異が地域間において顕著であり、同地域の遺跡間や

遺跡内の差異が顕著である場合も少なくない。当該期におけるグスク土器製作事情を考える上で、胎土分類は

璽要な要素である。本報告においても胎土分類における観察項目として質感・色調・焼成状況とともに、

特徴的な混和材や緻密度等を属性とした初期の胎士分類を下記のように行っている。本節では、初期分類に

ついて精査することを主たる目的として剥片観察を行い、混和材の鉱物・岩石組成、砕屑物の量比、粒径組成を

疇をすることで肉暉諏との比餃・整合性を図り、客観i勺な検証や新たな観察視点、分類基準の提示を試みた。

試料は、 N-15グリッドNo.4土坑より出土したグスク土器片10 点である。土器片には分析番号として、 1~

10までの番号を付しており、試料の選択に際しては、下記にもとづく選択を行った。

I類 軟質泥胎であばた状を呈する多孔質の土器で焼成も比較的良好。胎土中には石英のみ、もしくは石英と長石が認められ、
僅かではあるが鉱物片あるいは岩石片等の有色鉱物を含み、調整痕も顕著である。真志喜森川原遺跡A口類に相当する
ものと思われる。内外面に土付着が著しいタイプをa、やや硬質なタイプをb、いわゆる軟質泥胎をC、やや砂質な
タイプをdとして細分した。

11類 軟質泥胎であばた状の多孔質土器で調整痕も認められ、焼成も良好である。肉眼観察的な情報は I類に類似するが、
胎土中には混和材としての石灰質砂粒が顕著に認められる。真志喜森川原遺跡Aハ類に相当するものと思われる。

m類 比較的硬質で胎土は砂質である。器面は鉱物片あるいは岩石片と思われる有色鉱物の混和材の露出によりザラッキ
感がある。真志喜森川原遺跡B口類に相当するものと思われる。

w類硬質で胎土は泥砂質を呈しており、 m類に類似する。滑石粒の混和が認められ、細粒と粗粒とがあり、量により
青灰色を呈するものもある。 rn類に比して少量ではあるが、鉱物片あるいは岩石片と思われる有色鉱物の混和材が
認められる。

今回の分析では、 I 類とされた試料から4 点（分析番号 1~4)、 11類及びIII類とされた試料からそれぞれ3点

ずつ（分析番号5~7、分析番号 s~10)、計 10 点の試料を選択した。 N類とされた試料は、今回の分析対象

とはしなかった。各試料の肉眼観察茶鴇足を第23表に示す。いずれの試料も器種は鍋として想定している。

各試料の試料番号は、観察結果を呈示した第23表に併記する。

第 23表分析試料一覧及び胎士分類結果
分析 考古的情報 胎土朗眼観察結果

番号試料器種部位
混入物 l 

備考 I分類
番号 外器面 内器面 断面 I 番号

1 514 鍋 胴部 石＞長 石＞長＞赤 石＞長＞赤

2 507 鍋 胴部 石＞長 石＞長 石＞長 細長

3 501 鍋 胴部 石＞長＞赤 石＞長＞赤 石＞長＞赤 大

4 510 鍋 胴部 石＞長＞角 石＞長＞赤 石＞長＞赤 内外面丁寧な調整 I 

5 172 鍋 胴部 石＞長＞石灰質＞赤 石＞長＞石灰質＞赤 石＞長＞石灰質＞赤
小。断面に石灰質

II 
砂粒多い。

6 172 鍋 胴部 石＞長＞赤 石＞長＞石灰質＞赤＞角 石＞長＞赤
中1。内面に石灰質

II 
粒が多い。

7 172 鍋 胴部 石＞長＞石灰質 石＞長＞石灰質 石＞長＞石灰質 中2。 II 

8 490 鍋 胴部 石＞長＞角 石＞長＞角＞輝 石＞長＞輝 lII 

， 500 鍋 胴部 石＞長＞角＞輝 石＞長＞角＞輝 石＞長＞角＞輝 大・内面丁寧な調整 m 

10 502 鍋 胴部 石＞長 石＞長＞輝 石＞長
赤色・内面は比較

ill 的T寧な調整

＜胎土肉眼観察分類＞
I類：肉眼観察で石英のみもしくは石英＋長石のみが確認される混入物の少ない試料と黒色鉱物を少量含む試料とが有るが、前述と後述の試料に接合試料があるため、
Il類：石灰質砂粒の混入が顕著なものである。 1と質感は類似する。
m類：黒色鉱物の呈比が多く、 4の質感に類似する。
w類：滑石混入がみられるものであり分類3と質感は類似する合回の薄片観察試料にはない。
＜胎土薄片観察分類＞
1)鉱物・岩石組成
A類：砂粒の主体は微皇の石英と斜長石の鉱物片であり、これに微皇の石灰質化石片を含むものをA2類とした。
B類：石英の鉱物片を比較的多く含み、これに少皇の斜長石の鉱物片と少蚕または微皇のチャートの岩石片を含む。さらに石灰質化石を含むものをB2類とした。
c類：斜長石の鉱物片を主体とし、少呈の輝石類の鉱物片および安山岩の岩石片を伴い、微呈の不透明鉱物や流紋岩・デイサイト、火山ガラスなどを含む。
2)砕屑物の星比
①類：砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の星比が5%未満。
②類：砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の塁比が5-15%。
③類：砕屑物・基質・孔隙の割合において砕屑物の皇比が20%を超える。
3)砂粒の粒径組成
a類粗粒砂にモードがある。
b類；中粒砂にモードがある。
c類：細粒砂にモードがあるが、極細粒砂および粗粒シルトの割合も比較的高い。
d類：粗粒シルト～中粒シルトにモードがある。
e類：粗粒シルトおよび中粒砂が突出して多い。
f類：粗粒シルトが突出して多い。
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分析方法

胎士分析には、大きく分けて鉱物組成や岩片組成を求める方法と化学組成を求める方法がある。前者は重鉱

物分析や薄片作製などが主に用いられ、後者では蛍光X線分析が用いられている。比較的粗粒の砂喋立を含み、

低温焼成と考えられるグスク土器の分析では、前者の方が、胎土の特徴が捉えやすい、地質との関連性を考え

やすいなどの利点がある。さらに前者の方法の中でも薄片観察は、胎士中における砂粒の量、粒径組成や砂を

構成する鉱物、岩石片及び微化石の種類等も捉えることが可能となる。客観的方法で表現した例として、松田

ほか (1999)の方法がある。これは、胎土中の砂粒について、中粒シルトから細礫までを対象とし、各粒度階

ごとに砂粒を構成する鉱物片及び岩石片の種類構成を調べたもので、この方法では、胎士中における砂の含量

や粒径組成により、土器製作技法の違いを見出せるため、同一の地質分布範囲内にある近接した遺跡間での土

器製作事情の解析も可能となるため、ここでは薄片観察法による胎士分析を行う。以下に手順を述べる。

薄片は、試料の一部を切断し、 0.03mmの厚さに研磨して作製した。観察は偏光顕微鏡による岩石学的な

手法を用い、胎士中の鉱物片、岩石片及び微化石の種類構成を明らかにした。砂粒の計数は、ポイント法に

より行った。なお、径0.5mm以上の粗粒砂以上の粒子については粒数を計数し、同時に孔隙と基質のポイ

ントも計数した。これらの結果から、各粒度階における鉱物・岩石別出現頻度の3次元棒グラフ、砂粒の

粒径組成ヒストグラム、孔隙•砂粒・基質の割合を示す棒グラフを呈示する。

結果

薄片観察結果を第24表、第39図に示す。計数された鉱物片及び岩石片の種類構成をみると、互いに類

似した種類構成を示す試料がある一方、異なる組成を示す試料も認められる。また、砕屑物・基質・孔隙の

割合では、砕屑物の割合が5%未満のものから 20%を超えるものまである。さらに、各試料の粒径組成を

みると、モードを示す粒径が試料によって異なり、粗粒砂から粗粒シルトまでの各粒径にばらついた。以上

に述べた鉱物・岩石組成と砕屑物の量比及び粒径組成の状況を整理して、以下に分類した。

①鉱物・岩石組成

A類：砂粒の主体は微量の石英と斜長石の鉱物片であり、これに微量の石灰質化石片を含むものをA2類とした。

B類：石英の鉱物片を比較的多く含み、少量の斜長石の鉱物片と少量または微量のチャートの岩石片を含む。

さらに石灰質化石を含むものをB2類とした。

C類：斜長石の鉱物片を主体とし、少量の輝石類の鉱物片及び安山岩の岩石片、微量の不透明鉱物や流紋岩・

デイサイト、火山ガラスなどを含む。

②屑物の量比
①類：5%未満

②類：5 ~ 15% 
③類：2偽以上

③粒径組成

a類：粗粒砂にモードがある。
b類：中粒砂にモードがある。
c類：細粒砂にモードがあるが、

極細粒砂及び米且粒シルトの割合も比較的高い。

d類：粗粒シルト～中粒シルトにモードがある。

e類：粗粒シルト及び中粒砂が突出して多い。
f類：粗粒シルトが突出して多い。

各試料の胎土分類結果を第23表に併記する。鉱物片・岩石片の種類構成では、肉眼観察による I類の

試料4点はAl類及びA2にそれぞれ2点ずつ分類され、 11類の試料は Bl類に 2点、 B2類に 1点が分類

された。 III類の試料3点のうち、 2点はBl類に分類されたが、 1点はC類であった。

砕屑物の量比では、 I類の試料4点は①類、 11類の試料3点及びBl類に分類されたIII類の試料2点は

②類、 C類に分類されたIII類の試料 l点が③類に分類された。

粒径組成では、Al類の I類試料2点がf類、A2類の I類試料2点がe類に分類され、11類の試料では、

Bl類の試料は C類と d類に分かれ、 B2類の試料は a類に分類された。 III類の試料では、 Bl類の試料は

ともに c類に分類され、 C類の試料はb類に分類された。
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第24表薄片観察結果
砂粒の種類構成 砂粒の種類構成

盆 : 鉱物片 岩石片 その他

石英 力，J 斜長 斜方 単斜輝 角閃石 縁廉 黒• 不透 チ 岩頁 凝 璽 玄埠山 結多晶 珪 縁色
火祐 石 合

: 雰 長 石輝 石母 鉱物明 ヤトl 塁t ,,: 
長岩 岩 山ガ 塊土 呂計

石 石 石 石 ラ 什ヒ

英 ス 石

i 
砂

鉱物片 岩右片 その他

粒
石力

斜長 斜方 単斜 角閃 緑虞 雲黒 不透 チャI 頁岩 凝灰 屡 安山 結多 珪長 繰色 火 粘土 灰右 「
区
英リ

山ガ 墳長 石輝 輝石 石母 峯

『
峯品 津羞

分
右 右 石 鉱明 卜 石 ラ 需

物 英 ス 石

細嶺 1 1 .... 
゜桓•且遼立砂) 1 1 極粗粒砂

゜粗粒砂 4 4 網粒到｝ 26 26 

砂
中粒砂

゜細粒砂 1 1'  
1 

砂》
中粒砂 1 20 21 

細粒砂 13 1 2 16 
6 

極細l粒砂 1 1 2 植細粒砂 10 2 12 

粗粒シルト 4 4 8 泉且棄Lシヽ）レト 8 1 ， 
中粒シルト 1 1 中粒シルト 4 4 

基賓 451 基賃 720 

子し隙 76 孔隙 114 

細礫

゜
細礫

゜極粗粒砂

゜
極粗粒砂

゜粗粒砂

゜
粗粒砂

゜砂
中粒砂

゜細粒砂

゜2 
樟細粒砂

゜

砂
中粒砂 3 1 4 

細粒砂 4 4 
7 

極細粒砂 6 6 

租粒シルト 1 1 2 4 翠且辛立シ•)レト 11 11 

中粒シルト 1 1 中粒シルト 11 11 

基質 300 基質 504 

干し隙 .. 孔隙 165 

細醗

゜
細躁

゜極粗粒砂

゜
極粗粒砂

゜粗粒砂

゜
網粒祀b 1 1 

砂
中拉砂 1 1 

細粒砂 1 1 
3 

砂
中粒砂 1 1 

細粒砂 28 1 2 4 3 38 
8 

極細粒砂 1 1 1 3 極細粒砂 18 2 3 23 

組．粒シルト 6 3 ， 皐且粒しシヽ Jレト 18 4 1 23 

中粒シルト 1 1 2 中粒シルト 5 1 6 

基質 474 基貧 755 

孔瞬 93 孔隙 74 

細礫

゜
細礫

゜極粗粒砂 1 1 極粗粒砂

゜皐且鷹立"' 1 1 粗粒砂 10 1 1 1 2 5 1 2 23 

砂
中粒砂 1 1 1 3 6 

細粒砂 1 1 
4 

極細粒砂 1 1 

砂
中粒砂 64 2 3 1 1 3 1 ' 77 

細粒砂 1 50 1 5 1 1 2 61 ， 
極細紐砂 27 1 2 30 

粗粒シルト 3 1 1 5 翠且粒シルト 1 8 ， 
中粒シルト 1 1 中粒シルト

゜基質 326 基質 668 

孔隠i 75 孔隙 30 

細礫

゜
細礁

゜極粗粒砂

゜
極粗紐砂

゜9且粒砂 1 1 粗粒砂

゜
5 砂

中粒砂 8 2 10 

細粒砂 22 1 2 5 30 10 砂
中粒砂 2 2 

細粒砂 10 1 1 1 13 

極i細粒砂 20 3 1 2 3 29 極細紐砂 7 7 

粗粒シルト 20 3 2 25 雌1粒シルト 8 4 12 

中粒シルト 12 1 13 中粒シルト 3 3 

基賃 531 基質 398 

40.0, 

40. 〇,

第 39図 各粒腹階における鉱物・岩石出現頻度
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考察

(1)胎土肉眼観察と薄片観察との対応関係について

第24表からは、肉眼観察分類と薄片観察分類とがよく対応していることがわかる。肉眼観察のI類は、

薄片観察のA類・①類・ elf類に対応する。特に 1類の「混入物の少ない」という特徴は薄片観察の①類

として数値化されている。ただし、 I類には特徴として記載されていない石灰質化石が、薄片では認め

られるなど、肉眼観察では捉え切れない特性の存在も明らかとなった。また、 I類の試料で黒色鉱物と

した粒子は、薄片観察からみると緑色岩の岩石片であると判断される。薄片観察結果も合わせて考えるなら

ば、 I 類は、石灰質化石を含まない I 類— 1 とそれを含む I 類 -2 とに細分されると言える。

II類は、その特徴が「石灰質砂粒の混入が顕著なもの」とされた。しかし、薄片観察結果では、その

特徴を示す試料は、分析番号6のみであり、他の2点には石灰質砂粒を認めることはできなかった。薄片

観察結果に従えば、分析番号5と7で石灰質砂粒とした粒子は、多量に含まれる石英粒子のうち、白濁し

た石英粒子であったと判断される。したがって、 II類については、薄片観察により、石灰質砂粒を確認

することが必要である。今回、 II類とされた試料のうち、石灰質砂粒を認めることのできなかった試料は、

薄片観察も合わせた分類を設定するならば、「V類」とする方が適当であると考えられる。

III類の特徴は、「黒色鉱物の量比が多い」ことである。この場合の黒色鉱物とは、輝石や角閃石などの

いわゆる有色鉱物を想定していた。今回の薄片観察では、 III類とされた試料のうち、分析番号9において、

斜方輝石と単斜輝石の有色鉱物が比較的多く含まれることが確認された。一方、III類とされた試料のうち、

分析番号8と10については、輝石や角閃石などを確認することができなかった。これらの鉱物・岩石組成

は、結果でも述べたように1I類の分析番号5や7と同様のB1類に分類され、砕屑物の量比も分析番号5

や7と同様であり、粒径組成は分析番号5と同様であった。これらのことから、 III類とされた試料のうち、

薄片観察結果も合わせたIII類に相当するのは、分析番号9のみであり、分析番号8及び 10は、上述した

「V類」に相当するとした方がよい。なお、肉眼観察で黒色鉱物とした粒子は、おそらく分析番号9では賠灰色

を呈するチャートの岩石片であったと考えられ、分析番号 10では不透明鉱物の鉱物片であったと考えられる。

(2)胎土の地質学的背景と地域性について

士器胎士中の砕屑物における鉱物片及び岩石片の種類構成は、胎士の材料となった砂や粘士などの堆積物

が採取された場所の地質学的背景を示唆している。したがって、鉱物片や岩石片の中に特定の地域に分布す

る種類が認められた場合、砂や粘土の採取地は、その分布域内あるいは、その分布を流域にもつ河川の下流域

に所在する可能性がある。今回の胎上薄片観察では、鉱物•岩石組成は A、 B、 C の 3 種類を認めることができた。

A類の主体をなす石英と斜長石の鉱物片は、様々な岩石に比較的多く含まれる鉱物であることから、その地質

学的背景を推定することはできない。ただし、分析番号4において、極めて微量認められた黒雲母の鉱吻片と緑

色岩の岩石片は、 A類の地質学的背景を示唆している可能性がある。沖縄本島の地質を想定した場合、黒雲母が

比較的多量に含まれる地質としては、中生代白亜紀の地層とされている名護層の千枚岩や名護層に貫入する石英

斑岩の岩体などがあげられる。また、緑色岩は名護層を構成する主要な岩石の一つである。木崎編(1985)などに

よれば、名護層の分布は、沖縄本島でも北部から中部（恩納村付近）までの西岸沿いであることから、 A類の胎

土が名護層に由来するとした場合、 A類の土器は、名護層の分布する地域からの搬入品となる可能庄がある。

B類の特徴は、多量の石英粒と少量または微量のチャートである。石英は、主要な造岩鉱物の中では、最

も風化に対する抵抗性が強いため、砂岩や泥岩などの堆積岩では、石英のみが卓越するような鉱物組成とな

ることが多い。また、チャートの岩石片は、微細な石英の集合体であるから、これも堆積岩である礫岩や砂
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岩を構成する砕屑物としてよく認められる。した

がって、 B類の由来する地質としては、砂岩や礫

岩からなる堆積岩の分布域が想定される。氏家・

兼子 (2006)による地質図では、宜野湾市及びその

周辺域には、新第三紀の島尻層群下部を構成する

豊見城層が分布し、豊見城層中には、小禄砂岩部

層や中城砂岩部層などの砂岩も広く分布している。

すなわち、 B類から推定される地域性としては、嘉

数トウンヤマ遺跡の所在する宜野湾市及びその周

辺域を想定することができる。

分析番号1-

分析番号2

分析番号3一
分析番号4

分析番号5

分析番号6

分析番号7

分析番号8

分析番号9

分析番号10

0% 

第 40図

40% 60% 

I●砕屑物 口基質口孔隙 I

砕屑物・基質・孔隙の割合

20% 

c類は、 A類及びB類とは異なり、斜長石の鉱
物片が圧倒的に多く、石英は極めて微量しか含ま

れない。 C類には、輝石類の鉱物片と安山岩の岩

石片が少量含まれ、他に凝灰岩や流紋岩・デイサ

イトなどの岩石片も微量認められている。このこ

とから、 C類の斜長石は、主に安山岩に由来し、

凝灰岩や流紋岩・デイサイトにも由来するものが

混在していると考えられる。したがって、 C類か

ら推定される地質学的背景は、安山岩の広く分布

する地域を考えることができる。チャートや頁岩

などの堆積岩類も極めて微量認められているが、

石英も極めて微量であることから、堆積岩類の分布

は伴われないか極めて限定的であると考えられる。

上述した木崎編(1985)による沖縄本島の地質記載

では、安山岩類の分布として、北部西岸域に岩脈と

して点在している。しかし、岩脈の周囲は名護層や

砂岩を主体とする嘉陽層に取り囲まれていることか

ら、その周辺の砂あるいは粘土中の砕屑物の鉱物組

成を考えた場合に、 C類のような斜長石が卓越する

組成は考え難い。したがって、 C類から推定され

る地域性は、沖縄本島外の地域である可能性り璃か。

琉球列島の中で、安山岩類の比較的広い分布を有す

る島としては、トカラ列島を構成する火山島の島々や久米島、石垣島及び西表島などであり、それほど多くはない。

現時点では、これらの島々に限定するものではないが、想定され得る地域としてあげておきたい。

以上述べたA、B、C各類の地域性は、現時点では可能性があるという段階であり、可能性が高いとする

までには、今後も、各地のグスク土器の分析例を蓄積する必要がある。また、今回の分析では、胎土の肉眼

観察の有効性も確認されたことから、分析例の蓄積に当たっては、肉眼観察による分類を広く進めた上で、

薄片観察による確認を行うという方法により、効率的な展開が可能であると考える。

分析番号1
,,i 

L.1 .. 1. 
分析番号3

(') 

~ ■■.I. 
分析番号5

（％） 

~ • I II I 
分析番号7

t,) 

~ 11111 
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中
粒
シ
ル
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粗
粒
シ
ル
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極
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粒
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細
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粒
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粗
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細
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枷
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第41図 胎士中の砂の粒径組成
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1. 分析番号1(試料番号514 鍋胴部）

2. 分析番号5(試料番号172 鍋胴部）

3. 分析番号6(試料番号172 鍋胴部）

4. 分析番号9(試料番号500 鍋胴部）
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図版29 胎土薄片
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第2節鍛冶関連遺物分析

調査方法

本遺跡からは、鍛冶関連遺構は確認されていないが、鉄滓が複数出士している。当遺跡での鉄器生産の実態を

検討する目的として金属学的調杏を行う。第25表鍛冶関連遺物出土状況

出こ~ご
金属分析については、株式会社九州テクノ

リサーチ・TACセンターの協力を得て、第2&----

27表に示す出士鉄滓3点の調査を実施した。

調査項目

(1)肉眼観察

=<* 

I b a-b 
I a,..._, II a 
I b-Ila 
lb-Ilb 

a 
II b 
a-b 

==遺構 2)
出土不明； "太

~ 

椀形滓 不定形滓 滴下滓

7 
8 10 
5 16 

2 
4 15 

I 
2 

I 4 
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遺物の外観上の所見を記載した。これをもとに試料採取位憤を決定している。

(2)顕節際職
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口

鉱滓の鉱物組成、金属部の組織観察や非金属介在物の調査などを目的とする。試料観察面を設定・切り出し

後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の#150、#240、#320、#600、#1000、及びダイヤモンド粒子

の3μ と1μで鏡面研磨した。また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して、写真

撮暴クを行った。

(3)ビッカース断而剥斐

ビッカース断而測釦十 (VickersHardness Tester)を用いて、滓巾の晶問帳3よび鉗属鉄部瑶更さ視掟を実施した。

試験は鏡面研磨した試料に 136゚ の頂角をもったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもっ

て、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕’鏡用を併用し、荷重は so~2oogrで測定した。

(4)化学組成分析

供試材の分析は次の方法で実施した。

全鉄分(TotalFe)、金属鉄(MetalI ic Fe)、酸化第一鉄(FeO):容量法。
炭素(C)、硫黄 (S)、：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法。
二酸化珪素(Si02)、酸化アルミニウム(Al203)、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウム (MgO)、
酸化カリウム (K20)、酸化ナトリウム(Na20)、酸化マンガン(MnO)、二酸化チタン(Ti02)、
酸化クロム(Cr203)、五酸化燐(P205)、バナジウム(V)、銅(Cu)、二酸化ジルコニウム(Zr02)
: IC P (Inductive I y Coup I ed PI asma Emission Spectrometer)法：誘導結合プラズマ発光分光分析。

調査結果

<No.1 : 鍛冶滓＞

(1)肉眼観察

17.4gの不定形小型の鍛冶滓破片である。色調は黒灰色を呈する。また下面のみ資料本来の細かい凹凸を持つ

表面で、他は全面鋭利な破面である。破面の気孔はごく僅かで、非常に緻密な滓である。

(2)顕節漑贖

図版30①に示す。白色粒状結晶ウスタイト (Wustite:F eO)が、素地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。ファ

イヤライト (2Fe0・Si02)は高温により結晶として存在しない。高温操業が想定される。

(3)ビッカース断面剥斐

図版 30 ①の白色粒状結晶の硬度を測定した。硬度値は 462Hv であった。ウスタイトの文献硬度値 450~

500Hv の範囲内であり（日刊工業新聞社，1968)、ウスタイトに同定される（磁鉄鉱⑩面）は 530~600Hv、ウ

スタイトは4SO~SOOHv、マグネタイトはS00~600Hv、ファイヤライトは600~700Hvの範囲が提示されている）。
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(4)化学組成分析

第27表に示す。全鉄分 (TotalFe)は57.33%と高値であった。このうち金属鉄 (MetallicFe)はく0.01%、

酸化第 1鉄 (FeO)63.37%、酸化第2鉄 (Fe203)11.54%の割合であった。造滓成分 (Si02+ Al203 + 
Cao + MgO + K20 + Na20)は24.09%で、塩基性成分 (CaO+ MgO)が7.28%と高値傾向を示す。また
通常砂鉄（含チタン鉄鉱）に含まれる二酸化チタン (Ti02)は0.19%、バナジウム (V)が0.03%と低値であっ

た。酸化マンガン (MnO)も0.06%、銅 (Cu)< 0.01%と低値である。当資料は鉄酸化物 (FeO)と、炉材（羽

ロ・炉墜）ないしは鍛接剤凜阪・粘土汁）の溶融物である造滓成分 (Si02+ Al203 + CaO + MgO + K20 
+ Na20)が主成分であった。このため、純度の高い（製錬滓～精錬鍛冶滓）を含まない鉄材を、加熱したとき
の吹き減り（酸化による損失）で生じた滓と判断される。

<No.2: 鍛冶滓＞

(1)肉眼観察

11.7gとごく小型の鍛冶滓破片である。椀隊段冶滓の側面端部の可能性力吃えられる。滓の地の色調は黒灰色

で、表面には茶褐色の鉄銹化物や士砂が薄く付着する。上下面と側面1面が資料本来の表面で、残る側面3面

は直線状の破面である。また上面は比較的平坦で、下面は細かい凹凸が著しい。破面の気孔は僅かで、非常に緻

密な滓である。

(2)顕節瞭職

図版30②～④に示す。淡灰色柱状結晶ファイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が主体鉱物相で、白色粒状

結晶ウスタイトは局部的な凝集と微細結晶の晶出である。

(3)ビッカース断面測立

図版30③の白色粒状結晶の硬度を測定した硬度値は542Hvであったウスタイトの文梱剥斐値のH限を越え、

マグネタイト (Magnetite: Fe304)の文靱測斐値の範囲内であったただし結晶がごく微細なため、周囲の影響を受

けで洒笥の値を示した可能性も考えられる。ウスタイトとマグネタイト、双方の可能性を提示しておきたい。

また④の淡灰色柱状結晶の硬度を測定した。硬度値は637Hvであった。ファイヤライトの文献硬度値600

~700Hv の範囲内であり、ファイヤライトに同定される。以上の鉱物組成から、当資料も鉄酸化物と、炉材（羽

ロ・炉壁）ないしは鍛接剤凜嵌・粘土汁）の溶峨吻が主成分と判断される。純度の高い鉄素材を低温側で素巫［

べや火造りなど、熱間で鍛打加工した時に生じた滓と推定される。

<No.3: 鍛冶滓＞

(1)肉眼観察

20.3gと小型の椀形鍛冶滓片と推測される。滓の色調は暗灰色で、下面を中心に茶褐色の小さな銹化鉄部が点々

と付着する。いずれも特殊釦属探知機での反応はないが、一部磁力の強いものがみられる。また上面は巾央が窪

んでおり、下面の中央には稜が見られるため、椀形滓というより、樋状の滓の端部破片の可能性も考えられる。

破面には若干気孔が点在するが、やはり緻密な滓である。

(2)顕節靡鴫

図版30⑤～⑦に示す。⑤は滓中の銹化鉄部である。素地の灰色部はフェライト (Ferrite:a鉄）、層状黒色

部はパーライト (Pearlite)組織の痕跡である。以上の組織痕跡から、この銹化鉄部は炭素含有量0.2%前後の

軟鉄と推定される。

⑥'([)は躙〖である。⑥は白色粒状結晶ウスタイト、灰褐色多角形結晶マグネタイト、淡灰色柱状結晶ファイ

ャライトが晶出する。また⑦は発達した淡灰色柱状結晶ファイヤライトのみが晶出する個所である。
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(4)ビッカース断岡剥斐

図版30⑥の灰褐色多角形結晶の硬度を測定した。硬度値は553Hvであった。マグネタイトと推定される。

⑦の淡灰色柱状結晶の硬度値は621Hvで、ファイヤライトと推定される。

(5)化学組成分析

第27表に示す。全鉄分 (TotalFe) 43.25%に対して、金属鉄 (MetallicFe) 0.09%、酸化第 1鉄 (FeO)

42.46%、酸化第2鉄 (Fe203)14.52%の割合であった。造滓成分 (Si02+ Al203 + Cao + MgO + K20 + 
Na20) 41.54%と高値で、このうち塩韮囲戎分(CaO+ MgO)は4.07%であった。また通常砂鉄（含チタン鉄鉱）
に含まれる二酸化チタン (Ti02)は0.26%、バナジウム (V)がく0.01%と低値であった。酸化マンガン (MnO)

も0.09%、銅 (Cu)0.01%と低値である。当資料も鉄酸化物と、炉材（羽ロ・炉壁）ないしは鍛接剤償躯：・

粘士汁）の溶融物僅i滓成分）が主成分であった。やはり純度の高い鉄素材を、熱間で鍛打加工した時に生じた

滓と推定される。ただし鍛冶滓(No.1)と比較すると、造滓成分の割合が高く、No.2に近似した作業履歴であろう。

まとめ

14~15 世紀代と推定される、嘉数トウンヤマ遺跡から出土した鉄滓 3 点を調査した結果、当遺跡では、純

度の高い（製錬滓や精錬鍛冶滓の固箱のない）、鉄素材を鍛冶原料として、主に熱間で鍛造鉄器加工を行ってい

たと判断される。分析調査を実施した鉄滓3点は、鉄酸化物主体の滓（高FeO滓：No. 1)と、酸化鉄に加えて、

炉材炉壁・羽口）粘士の溶融物や鍛接材環販・粘士汁）起源の造滓成分(Si02、Al203)の割合が高い滓(No.2、3)

カ罐認された。これら⑬諷から、当迦祢では純度の高い鉄素材を、熱間加工して翻箪矮託製作したと推定さ

れる。また鉄素材は一定の形状に加工された新鉄に限らず、古鉄（鋳造・鍛造品）であった可能性も高いと考え

られる。

鈴木ほか (2004)によると、こうした鉄器生産の様相は、沖縄・先島諸島全域で広く確認されており、先島諸

島に残る『鍛冶例帳［の記載ともよく符合する⑳囃瞑教育委員会，1991)。また鍛冶滓 (No.3)巾の、銹但泥祁は

炭素含有量が0.2%前後の軟鉄であった。これを即、搬人された鉄素材の性状と結びつけることはできない僚影

響を受けて、炭素含有量か変化した可能陀がある）が、軟鉄材を加工していた可能性は考えられる。

第26表供試材の履歴と調査項目
計測値 調査項目

符号 遺跡名 出土位置 遺物名称 推定年代 マクロ 顕組微織鏡 ビッカース
大きさ(mm) 重量(g)メタル度 組織 断面硬度 X線回折 EPMA 化学分析 耐火度 加リー

____! 嘉数トウンヤマ 西側畑（表採） 鍛冶滓 14~15c 3QX 16X2Q 17 40 なし

゜゜ ゜-----1 （第一次） L15 Ilb層 鍛冶滓 17X16X19 11 70 なし

゜゜3 西側畑（表採） 鍛冶滓 32 X28 X 14 20 27 なし

゜゜ ゜
第27表供試材の化学組成

符号：こ名ヤマ：西；；位置こ::定：言り：門:.1~ロ旦~,Iさ；:.1~~1~:1ピ：:.!:~:1~:,!:1 炭：：1·:,>I::.I·;:.~ 三I三
4325 009 4246 1452 32.07 405 343 064 099 0.36 0.09 026 003 0012 066 012 (001 001 (001 

第28表 出土遺物の調査結果のまとめ

符号I遺跡名 I 出土位世 I遺物名称I推定年代 顕微鏡組織

To埠 IFe心塩基性ITIO, 
Fe I I成分

1•~15c I滓部w I 57.331 11 541 ,.2a 

滓部F+Wo,M

西側畑（表採）鍛冶滓 滓部.F+W+M、銹化鉄部亜共析組織痕跡 43.25 14.52 4.07 

ww, 如te(FeO)、M,Magoet,te(Fe,O,)、F-Fayahte(2FeO・S,O,)
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No.1 鍛冶滓
① X200滓部：りスタイト
硬度：462 H v (200gf) 

No. 2 鍛冶滓
② X50滓部：ウスタイト・ファイ怜イト
③④ X200同上
硬度：
③ 542Hv、ウスタイトないし
マゲネタイト(lOOgf)
④ 637Hv、7ァイ朽イト(lOOgf)

2
 

゜
③
 

⑥
 

No.3 鍛冶滓
⑤ XlOO銹化鉄部：亜共析
組織痕跡
⑥ X200滓部：りスタイト・マク〗ネクイト
• 7ァイヤうイト
硬度：553Hv、マクなタイト(50gf)
⑦ X200滓部：7ァイヤうイト
硬度：621Hv(100gf) 

①
 

②
 

④
 

⑤
 

⑦
 

図版30 鍛冶滓の顕微鏡組織
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第v章結語

前章までに、平成 16年度に実施した嘉数トウンヤマ遺跡における範囲確認調査の成果並びに自然科学分

析調査の成果について述べてきた。ここでは、検出された各種遺構・出土遺物等の調査成果について再度整

理した上で、現在整理中の平成 18年度に実施した調査成果についての概要も踏まえて、最終的な記録保存

調査の報告書作成へ向けた課題や問題等についてまとめて、本報告の結語としたい。

周知の遺跡である嘉数トウンヤマ遺跡は、以前よりトウン傭傷立殿）やジトゥーヒヌカン（地頭火の神）

と称される拝所の周辺一帯において、グスク士器や類須恵器、輸入陶磁器、沖縄産陶器等のグスク時代（中

世相当）から近世以降に相当する遺物が散見されている状況であった。今回の範囲確認調査における調査面

積は限られた範囲であったにも関わらず、当該期に比定される各種遺構や出土遺物が把握されており、調査

後に想定された記録保存調査を実施する上でも非常に精度の高い情報が得られたと言える。これまでにも述

べてきたように、今次調査は、嘉数トウンヤマ遺跡包蔵地内の国有地管理処分が予定される地所の範囲確認

調査であったことから、当該遺跡の範囲や時期・時代等の性格を把握することが目的とされたため、基軸と

なる 15 ラインを中心として西側の L-14~N-14 グリッドと L-15~0-15 のみを発掘調査対象とした経緯が

ある。以下に、検出遺構と出土遺物について整理する。

調査区の表士を除去したところ、全面的に耕作士が確認されたほか、一部においては遺構面まで撹乱され

ている箇所も存在する状況であったことから、本来的に遺構を覆上していたと思われるいわゆるプライマ

リーな包含層は認められなかった。把握された本遺跡の基本的な層序としては、人為層である撹乱層と耕作

土層に大別され、下層には各種遺構が展開する島尻マージからなる地山と琉球石灰岩基盤層が把握された。

今次調査において得られた出上遺物のほとんどが撹乱層である I層や耕作土であるII層、西側畑地より表採

資料として検出されており、その全てが耕作行為等に伴う攪拌により細片化している状況であった。また、

巻上げによる層の上下移動が著しい状況であったため、記録保存調査における最終的な本遺跡の評価に際し

ては、検出された遺構の解釈と遺構内出土遺物を基にした各種検討とそれを客観的に評価する自然科学分析

調査の導入が極めて重要であると認識された。

確認された遺構としては、ピット群、列状ピット群が集巾的に検出されているほか、特徴的な遺構として

士器一括検出士坑、溝状礫敷遺構が検出されている。ピット群、列状ピット群、士器一括検出士坑について

は概ねグスク時代（中世相当）の時期を、溝状礫敷遺構については近世以降の時期を比定している。

ピット群はV層以降（マージ）の地山面にて 159基検出されており、これらが他の遺構とともにグリッド

設定範囲外の当該敷地全域に広がっている可能性が十分に想定された。ピット 159基の内訳は、柱穴等が想

定される 124基と列状ピット群35基となっており、平面形は多くが円形・楕円形で、柱痕が明瞭なピット

については掘立柱建物の柱穴が想定された。限定的ではあるが、 M-15の重機撹乱部分や0-15のサブトレン

チにより損壊を受けた複数のピットを記録保存調査時の韮礎資料とするべく調査・記録化を行った結果から

は平面プラン 1·2 を積極的に想定しており、疸径 20~30cmで深度40cm前後のタイプと直径40cm前後

で深度60cm前後のタイプの規格性が窺える。実際の記録保存調査時の全面発掘調査では、結果としてこれ

らの平面プランの 1辺が3間 (6m)以上となることが予想されたほか、 M-14グリッドに残存した1I層下

層からも同様な規格の平面プランが複数確認されている。

列状ピット群は、近年検出事例の増加が著しい遺構で植栽痕とも称されており、現在のところグスク時代

（中世相当）の畑跡が想定されている。本遺跡では N-14~15 グリッドと 0-15 グリッドにおいて集中的に

検出されており、いずれの列状ピット群も北西～南東方向の軸を有し、直径 20~30cm内外の共通性を持っ

ている。記録保存調査においては、これらの列状ピット群と先の柱穴が想定されるピット群が同一面にて検
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出することが確認されていることから、各遺構の平面的な展開や前後関係等の相対的な評価については遺構

内出上遺物を含めた検討が必要であり、現段階において詳細は把握できていない。

土器一括検出土坑は、グスク土器片のみが一括して検出されており、非常に特徴的な遺構である。遺構の

性格としては廃棄士坑が想定され、 1~4 層中において 100 点ものグスク士器片が検出されており、 1~3

層中において約80%を占めている。これらは全て鍋である可能が高く、口縁資料から少なくとも 10個体以

上はあるものと想定された。記録保存調査において残存部分を調査した際にも多量のグスク士器片が検出さ

れており、接合可能な資料も把握されている状況にある。また、土坑内覆土を全てサンプルとして取り上げ

ており、今後に実施予定の各種自然科学分析調査の結果からは想定外の遺構としての性格が窺えることも予

想されることから、県内における類例資料の把握が急務である。

溝状礫敷遺構については、 L-14~15·M-14~15 グリッドにおいて 2条確認されている。いずれも旧嘉

数村の旧道が想定され、現在の里道とおおよそ平行する形でいずれも北西～南東に軸を持つ。調査成果から

は、南側の溝状礫敷遺構②は溝幅が狭く、半円状に掘り下げた後、石灰岩礫を丁寧に充填しているが、北側

の溝状礫敷遺構①は溝幅が広く、非常に浅い溝に雑に石灰岩礫を敷いているような状況であった。両者の切

りあい状況からは溝状礫敷遺構①に先行して溝状礫敷遺構②が存在していたものと考えられ、溝状礫敷遺構

②→溝状礫敷遺構①→現在の里道という変遷が推定できる。記録保存調査の結果からは、いずれも当該敷地

外の北西側に延長して残存していることが確認されている。特徴的なのは、礫敷中に沖縄産陶器のほか、ア

カムヌー等の在地資料が多量に含まれているのが確認されていることで、記録保存調査においては遺物収納

コンテナ（大）の25箱程度の出土量となっており、これらが旧道普請時に廃棄された可能性が考慮される。

確認された遺物は、概ねグスク時代（中世）及び近世の時期に比定される在地の土器・陶器類と輸入陶磁

器等が主体をなし、種別ではグスク士器・類須恵器・白磁・青磁・青花・中国産褐釉陶器・タイ産褐釉陶器・

三彩・鉄釉染付・瑠璃釉・黒釉陶器・タイ鉄絵・タイ産半練•本土産陶磁器・沖縄産施釉陶器・沖縄産無釉陶器・

アカムヌー・古銭・ジーファー（菩）・玉・煙管・高麗系瓦・鍛冶関連遺物等がある。多くは細片化しており、

遺物の接合状況についても非常に複雑であった。記録保存調査時の出土遺物との接合可能な資料についても

確認されており、改めて精査した上で接合・分類の再検討を予定している。主要遺物の層位別出士傾向を見

てみると、西側畑表採が3,348点と最も多く、次いで Ia~b層中が 3,111 点、 II a~b層中が 1,779 点となっ

ており、耕作等に伴う撹乱の状況を表していると言える。出土遺物別に傾向を見てみた場合、アカムヌーが

3,056点と他を圧倒する出士状況を呈しており、沖縄産無釉陶器2,281点、沖縄産施釉陶器2,047点、青磁

1,882点と後続し、青花、褐釉陶器、白磁は比較的に少ないことから、嘉数トウンヤマ遺跡が展開していた

時期や器種組成等を考察する上で非常に興味深いと言える。

自然科学分析による客観的考察を行ったグスク土器については、肉眼観察等による質感・色調・焼成状況

等の情報から 4種に大別された初期分類に対する精査を行っており、あくまで可能性として、積極的に胎土

や混和材等から地域性について言及している。今回は実験的に単一遺構出士グスク士器について、肉眼観察

とそれに拮づく剥片観察結果との比較を行っており、提示されたデータとの整合性を図った結果からは、記

録保存調査後の本遺跡出土のグスク土器分類の方向性についてある程度設定できたと言えるが、未集計資料

や記録保存調査時のグスク士器について全体としてデータ化することで本遺跡におけるグスク士器の様相が

詳細に把握できるものと思われる。

範囲確認調査並びに記録保存調査におけるこのような各種遺構や出士遺物の検出状況からも、調査以前の

立地状況や表採資料による考察からグスク時代（中世相当）から近世の時期が想定された嘉数トウンヤマ遺

跡について、概ね同時期にかけて展開した遺跡であることが把握されたと言えるが、現在整理中の記録保存

調査成果報告書において、本遺跡の集落としての展開と陶磁器類の組成等に着目して詳細に報告したい。
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内の集落遺跡を考える上で非常に璽要な遺跡であると言える。
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